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東日本大震災 ふくしまの学びを日本・世界へ

2024年 福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム

Build Back Better, Together

よりよい復興を、ともに

2024(令和6)年 3月2日(土)

【サテライト会場】
福島県立医科大学福島駅前キャンパス
（福島県福島市）

主催：公立大学法人 福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

会場

開催日
10:00-17:10 

【メイン会場】
JA共済ビルカンファレンスホール
（東京都千代田区平河町）

報 告 書

FUKUSHIMA MEDICAL UNIVERSITY

湯野上温泉駅（下郷町）



この報告書に掲載されている講演等の内容は国際シンポジウム開催時点〔２０２４年（令和６）年３月２日〕に
おけるものです。
印(†)がついている用語は、巻末５４～５５ページに解説を掲載しています。
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

໠ࡊ ว౜
福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターは、2011（平ถ23）年６月ׇり、福島ମ発事

୆後の県民のॉさまの健康を長ৼに׎た֢てଣ೙るた׀、福島県֊らの委༛を೥けて「県民健康調

査」を実౮しております。

当センターは、本調査を࿪โに実౮するこ֧にइև、調査にׇ֢てၜられたถऐ֩֨を県民のॉさ

まに৔ଭするこ֧がഓጅ֩฽務֧ணևており、ௗ後の健康֤くりにዂ立てていた֟くた׀に、֜の

時yの福島におけるड༎に஽֚׎たテーؓでቚ年国際シンポジウムを開催しております。၍時に、国

内外の๔኷ऌ֊ら৘連ፚࡰにおける新た֩ཐଣを学ֲ、国際社会に福島の復興のଵඡをཐ֢てい

た֟くこ֧も本シンポジウムの大֌֩ዂআ֧֢֩ています。

༌６षኬ֧֩るௗषは、「県民健康調査」֊らၜられたถऐ等をྫྷして、ဪ日本大ූఆਸֲဪੜ電

፛福島༌一ମ子፛発電所事୆の影響׃復興のଵඡ等を国内外のׇり໣くのሑyに理解していた֟

けるׇօ、ഷのಀみ֧してؖイン会඘をဪੜ、תテライト会඘を福島֧して開催しました。シンポジウム

の前ᄖでは調査開ౡ֊らの１２年間でၜられた科学࿨ཐଣ等について௻新のග報も৞׀て当センタ

ーの教員がൾऴしました。後ᄖでは、学外の๔኷ऌも୪ևて、ၜられたཐଣ等を֨օঊ֊す֊֧いօ

৑点֊ら、ଵఓ೘りຎגでいる研究׃ঊ၌について、ௗ後の࿶ሰも၃まևて発ᅳ・၀議しました。ま

た、ৰ調講演֧して、国際ମ子፛機৘（IAEA）のؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋ମ子፛科学・ࣤ用局؇ؚーؓ

ンؠ؍スᆪ長が、国際機৘֧の連携をྫྷ֗てၜた福島֊らの教ોについて発ᅳしました。

開催当日は、主催ೄを༉ᅳしてཟႱऀ誠一理事長଍学長が֓࠯ఴを෇しඑ֑、໗いて、内ቋ雅የ

福島県ཐ事֊ら本シンポジウムַのৼ໸を௔׀たおସጃを಄りました。会඘֧オンライン஽֚׎てዃ

180኎のሑに֓ౄइいた֟く֧֧もに、国内外֊らおആまりいた֟いた１０኎の๔኷ऌにׇり、講演׃

ௗ後を࿶ሰするঊ発֩議Ꭺが行׎れ、มੳのօ֠にᇘቝしました。

本書は、シンポジウム当日の発ᅳ׃議Ꭺの内容をጅዃして֓ൾऴするものでցり、౸ኜのဒ஽එ、

෨ᅳ֩֨のスライドを෾点に஠֢て掲載しております。さらにඈしい内容をおཐりに֩りたい඘஽は、

当センターؐームページに発ᅳスライド׃調査のଅऐඈ఍֩֨を公開しておりますので、ᇏ֚て֓ጥ

いた֟けれ֯ஂいです。

ଅֲに、本書の作ถに当たり֓協፛いた֟֌ましたシンポジストをౡ֧׀する৘૒ೄのॉさまに୴

く୞፵෇しඑ֑ます֧֧もに、本書が「県民健康調査」に໴する理解をෆ׀る一助֧֩り、時間の૪थ

にׇり໣ዻँする؀ーׯにࣤ֗て、本調査のఓりሑを議Ꭺするた׀のৰຉಃፍ֧してঊ用されるこ֧

をਅႪして、঩行にցた֢ての࠯ఴ֧さ֚ていた֟֌ます。

。֌໗֌、県民健康調査ַの֓理解֧֓協፛を಄りますׇօお৪い෇しඑ֑ますࢂ

国際シンポジウムሇெി֭঩பにց֢֥֞
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ཟႱ下 วࡴ
福島県立医科大学理事長଍学長

本年はྫましいఆ॔でቝを開けました。令和６年Ⴗဎᄖ島地ූにׇりሦく֩られたሑyにෆく࠭ဧ

の࡝をᅳします֧֧もに、ᅇఆされたॉዻに໴し心֊らおଣᆧいを෇しඑ֑ます。ᅇఆ地のዻ子は、

ဪ日本大ූఆにおけるᅇ॔のዻ子を౩いഞさ֚、౶た֠の૪ଫ֧ཐଣを広くฌैに੢ዛするᅢጅต

֧฽務を、ू׀て੫くশ֗ております。

さて、２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催にցたり、֓࠯ఴ෇しඑ֑ます。は֗׀に、

ဪ日本大ූఆ֧ဪੜ電፛福島༌一ମ子፛発電所事୆֊らまも֩く１３年を૸ևる中、県民健康調査

の実౮、ࢪࢥにցたり、໣くのॉዻに、໣大֩る֓୴ග֧֓౫援を಄りましたこ֧を、この඘をおೊりし

まして୴く୞፵෇しඑ֑ます。６षኬを૸ևるௗषのシンポジウムは、福島会඘֧஽֚׎て、ഷ׀てဪ

ੜをؖイン会඘֧して開催するこ֧֧いたしました。国内外֊らこれまでにもໃして໣くのॉዻに֓ౄ

इをいた֟֌、誠にցりが֧օ֓֕います。

ූఆ後、本学は福島の復興を健康֧医療のኜ֊ら౫ևるこ֧をい֠ວく๓ସいたしました。֜して、

教育、研究、医療֧いօ医科大学֧しての本጖のౚ኏にइև、県民の健康のଣ೙り֧いօ፾ౝ࿨ౚ኏

をಛらにडし、֜のর෵に୶けてỾ進して֌たのです。本学に֧֢てූఆ後の１３年間は、これらのౚ

኏を、ׇりஸい಑ଭで༥ถするた׀の新た֩ྉ๗֧ಀ行బ୥の連໗でした。֜して、์ሰ࿨֧いևる

環境の中で、મྞに、く֗けるこ֧֩く೘りຎגで֌た復興ַのցらׅるဖ፛、ཐଣ、૪ଫを、いׇい

ׇ৵ሰ׃ኄにᇥևて、൙጖ฌ༉にౖしていくステージを૸ևています。

本日のシンポジウムでは、ቴ຃ዛのᆷ஽ఆ॔֊ら復興のथ࿘でၜられた૪ଫ֧ཐଣを໲૩ँし、

ᆗᇫँし、人፬๺໲の੢ዛཐ֧しׇօ֧する౽点で構ถされております。国内外֊ら֓ౄइいた֟֌

ました研究ೄのॉዻには、֜れ֝れの๔኷࿨֩お立඘֊らঊ発֩議Ꭺ֧֓࡝ଣを಄れ֯ஂいです。

本シンポジウムが、本日֓ౄइのॉዻに֧֢てዛ࡝ਟ֩඘֧֩りますこ֧をਅႪし、開会の࠯ఴ֧

いたします。

主催ೄ࠯ఴ
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ཟႱ下 วࡴ
福島県立医科大学理事長଍学長

本年はྫましいఆ॔でቝを開けました。令和６年Ⴗဎᄖ島地ූにׇりሦく֩られたሑyにෆく࠭ဧ

の࡝をᅳします֧֧もに、ᅇఆされたॉዻに໴し心֊らおଣᆧいを෇しඑ֑ます。ᅇఆ地のዻ子は、

ဪ日本大ූఆにおけるᅇ॔のዻ子を౩いഞさ֚、౶た֠の૪ଫ֧ཐଣを広くฌैに੢ዛするᅢጅต

֧฽務を、ू׀て੫くশ֗ております。

さて、２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催にցたり、֓࠯ఴ෇しඑ֑ます。は֗׀に、

ဪ日本大ූఆ֧ဪੜ電፛福島༌一ମ子፛発電所事୆֊らまも֩く１３年を૸ևる中、県民健康調査

の実౮、ࢪࢥにցたり、໣くのॉዻに、໣大֩る֓୴ග֧֓౫援を಄りましたこ֧を、この඘をおೊりし

まして୴く୞፵෇しඑ֑ます。６षኬを૸ևるௗषのシンポジウムは、福島会඘֧஽֚׎て、ഷ׀てဪ

ੜをؖイン会඘֧して開催するこ֧֧いたしました。国内外֊らこれまでにもໃして໣くのॉዻに֓ౄ

इをいた֟֌、誠にցりが֧օ֓֕います。

ූఆ後、本学は福島の復興を健康֧医療のኜ֊ら౫ևるこ֧をい֠ວく๓ସいたしました。֜して、

教育、研究、医療֧いօ医科大学֧しての本጖のౚ኏にइև、県民の健康のଣ೙り֧いօ፾ౝ࿨ౚ኏

をಛらにडし、֜のর෵に୶けてỾ進して֌たのです。本学に֧֢てූఆ後の１３年間は、これらのౚ

኏を、ׇりஸい಑ଭで༥ถするた׀の新た֩ྉ๗֧ಀ行బ୥の連໗でした。֜して、์ሰ࿨֧いևる

環境の中で、મྞに、く֗けるこ֧֩く೘りຎגで֌た復興ַのցらׅるဖ፛、ཐଣ、૪ଫを、いׇい

ׇ৵ሰ׃ኄにᇥևて、൙጖ฌ༉にౖしていくステージを૸ևています。

本日のシンポジウムでは、ቴ຃ዛのᆷ஽ఆ॔֊ら復興のथ࿘でၜられた૪ଫ֧ཐଣを໲૩ँし、

ᆗᇫँし、人፬๺໲の੢ዛཐ֧しׇօ֧する౽点で構ถされております。国内外֊ら֓ౄइいた֟֌

ました研究ೄのॉዻには、֜れ֝れの๔኷࿨֩お立඘֊らঊ発֩議Ꭺ֧֓࡝ଣを಄れ֯ஂいです。

本シンポジウムが、本日֓ౄइのॉዻに֧֢てዛ࡝ਟ֩඘֧֩りますこ֧をਅႪし、開会の࠯ఴ֧

いたします。

主催ೄ࠯ఴ

ၾቋ ऱየ
福島県ཐ事

ॉさג、こגに֠は。福島県ཐ事の内ቋ雅የです。

２０２４年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウムの開催に当たり、୞࠯ఴを෇しඑ֑

ます。

本日は、国内外֊ら໣くのॉさגに୞ౄइをྚ֌、誠にցりが֧օ֓֕います。

また、ॉさגのこれまでの研究ঊ၌にෆく敬࡝をᅳします֧֧もに、日௖֊ら福島の復興に६ᇠの

୞理解、୞౫援をྚいておりますこ֧に、ू׀て୴く୞፵を෇しඑ֑ます。

福島県では、ဪੜ電፛福島༌一ମ子፛発電所の事୆を၃まև、県民のॉさגの൙጖に׎たる健康

のࡥಏ・ໃ進を෨るた׀に、福島県立医科大学の୞協፛のऀ、県民健康調査を行֢ております。

ମ発事୆֊ら間も֩く１３年が૪थをする中、਋ࣵのᆭँ֧֧もに、ᆭᅴの固࿊ँがଖႪされてお

り、国内外のॉさגに、「福島のௗ」を正しく理解していた֟くた׀には、県民健康調査のถऐ֩֨、科

学࿨֩௠੐にৰ֤いたᇀ֊り׃すいග報を૫໗して発මし、放射線に໴する正しい理解をஏに広֑

ていくᅢጅがցります。

こօした中で行׎れる本日のシンポジウムは、ഷ׀てのೣဒ଑開催֧֩ります。これまで೘りຎג

で֌た県民健康調査をවりᇪり、本県の૪ଫ׃調査をྫྷしてၜられた科学࿨ཐଣを੢ዛし、議Ꭺを

ෆ׀るこ֧で、௻新のග報がこのဪੜ֊ら国内外に広く発මされるもの֧ৼ໸しております。

県֧いたしましては、ௗ後も、福島県立医科大学֧ગቹに連携を෨り֩がら、県民健康調査をౡ׀、

県民のॉさגの安๺・安心の॰保に、し֢֊り֧೘りຎגでまいります。ॉさגにお֊れましては、ሟ

ᆏ֩૪ଫ֧ཐಡをも֢て、ׇり一ພのお፛࿸ևを಄りますׇօお৪い෇しඑ֑ます。

ଅֲに、本シンポジウムが実り໣いもの֧֩りますこ֧、さらには、オンラインで୞ౄइのሑも৞׀、

本日୞ౄइいた֟いているॉさגのますますの୞健്、୞ঊ዆を心֊らおਅり෇しඑ֑、࠯ఴ֧い

たします。

福島県ཐಈ࠯ఴ



⿜Ӿ⿜

ே఑ǢȞȈǣǑȋሇெിの঩பにŷƔƘて
໠ࡊ ว౜�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺሐಽ๦࡭ॺଡኁଌஅ৉ጫǦȞǪ|ྙ�

オープニングセッション

೗௹ೄ࠯ఴ ཟႱऀ วࡴ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺጫಈྙ଍ॺྙ�

ᆵဥଡཐಈ࠯ఴ ၾቋ ऱየ�ᆵဥଡཐಈ�

ဎཇೄȂȘȀǎ|Ȗࡴጥ

イントロダクション

௶ྙg་୅ ฮ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�b஬࣏gࡊ໠ ว౜�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

「ଡኁଌஅྔ௮」๺໲ॗጅ

セッション１ 東日本大震災からふくしまが学んだこと
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ب؜׬פ׵آトبי
௶ྙ

大戸 斉 OHTO Hitoshi

福島県立医科大学 副学長

၍放射線医学県民健康管理センター ຳউ

副センター長�健康調査ৰ本ᆪ኷長

1977（൨和52）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1984

（൨和59）年 医学博士(ဪੜ大学)、1987（൨和62）年 福

島県立医科大学助教೨、1994（平ถ６）年 ᇌᆪ省ఓ外研究

員（؀ؠמ؊؟נア大学תン؊ランシスר஑）、2000（平ถ12）

年 福島県立医科大学教೨。2010�2014（平ถ22～26）

年 ၍大医学ᆪ長、2013�（平ถ25～）年 ၍大副学長。こ

の間、日本ዐଆ・఍መ治療学会理事長（2007�2011（平ถ

19～23）年）、また2003（平ถ15）年 福島医学会ඊ、2010

（平ถ22）年 日本ዐଆ఍መ治療学会ဪሾዐଆ医学ඊ、

2016（平ถ28）年 日本ዐଆ఍መ治療学会村එ਋Ⴊඊ、

2023（令和５）年 ൨和࿵ச਋Ⴊ学術ඊを೥ඊ。

஬࣏
安村 誠司 YASUMURA Seiji

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）

଍ 副学長（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公೾ࢸ生学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

1984（൨和５㕹）年 ౅૛大学医学ᆪ໘業、1989（平ถଭ）年

၍大学院博士ड࿘ೲፇ（医学博士）した。 1998（平ถ 10）

年にဪੜဒᎡ人ຳ஽研究所ࢼ学ᆪにཧ႞し、౅૛大学医学

ᆪ公೾ࢸ生学講௶講師、助教೨を૪て、2000（平ถ 12）年

福島県立医科大学医学ᆪ公೾ࢸ生学講௶教೨にཧ႞した。

2011（平ถ 23）年６月 ၍大放射線医学県民健康管理セン

ター副センター長（～2015（平ถ２７）年）を፾႞した。2017

（平ถ 29）年 ၍大理事（教育・研究）଍副学長（学務༶当）、

2020（令和２）年 ၍大理事（県民健康・新学ᆪ）଍副学長

（県民健康）、2021（令和３）年 ၍大理事（県民健康・保健科

学ᆪ）଍副学長（県民健康）֧֢֩た。2023（令和５）年６月

22 日ׇり、放射線医学県民健康管理センター長に֩り、ଵఓ

に౼る。

県民健康調査の،آトרーؠᎪᇌ“Study Protocol for

the Fukushima Health Management Survey”

(Journal of Epidemiology, 2012) を、また、調査のถ

ऐ 、 ௗ 後 の ሑ ୶ ต に つ い て “Achievements and

Current Status of the Fukushima Health

Management Survey” (Journal of Epidemiology,

2022) を಩ᅤした。 さらに 、 “Public Health in a

Nuclear Disaster Message from Fukushima”

(Hiroshima University Press, 2016, Yasumura &

Kamiya, Co-editor) をഞᄟした。

1996（平ถ㕸）年 日本公೾ࢸ生学会ൕ፱ඊを೥ඊした。

2017～2022（平ถ29～令和４）年 日本学術会議会員。

2023（令和５）年㕹月֊ら、ท府の新૙イン؊םؠンザ等໴

ప෮進会議委員（議長༉理）。

㕱ب؜׬ッװ
௶ྙ

志村 浩己 SHIMURA Hiroki

福島県立医科大学 副理事

၍医学ᆪ 臨床検査医学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 副セ

ンター長

1986（൨和61）年 ౅ጪ医科大学医学ᆪ໘業、1991（平ถ３）

年 ౅ጪ医科大学大学院ೲፇ（内ᇀᄿ・༉೅学๔஌）。1991

～1994（平ถ３～６）年 ᇚ国国立ࢸ生研究所にጽ学。਀国

後、౅ጪ医科大学༌ూ内科に所໔し、内ᇀᄿ༉೅ರ঵の教

育・診療֧ஙඡ๩学の研究にഌ事。2013（平ถ２５）年 福島

県立医科大学医学ᆪ臨床検査医学講௶主႞教೨に೰႞。೰

႞֧၍時に放射線医学県民健康管理センター内の副室長֧

してஙඡ๩検査にもഌ事。2018（平ถ３０）年ׇり၍センター

ஙඡ๩検査ᆪ኷長、2023（令和５）年ׇり၍副センター長に

೰႞。

大平 哲也 OHIRA Tetsuya

福島県立医科大学 医学ᆪ ௶学講ࢼ 主႞

教೨

၍放射線医学県民健康管理センター健康調

査౫援ᆪ኷長

1990（平ถ２）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、ຳ஽会津

中央病院ཕଣ਋Ⴊ心ි医学センター、ᆃ൪医科大学ᆣ໔病

院༌二内科、੢立ਤ川ຳ஽病院（ଵ・ਤ川市立ຳ஽病院）内

科にて内科医、心療内科医֧してઌ務後、1995（平ถ７）年

འჂ大学大学院医学研究科環境生໺૩ႚ学、1999（平ถ

11）年 ၍ೲፇ、博士（医学）೘ၜ。2000（平ถ１２）年 大ఙ

府立ถ人病センターആ団検診༌一ᆪ診療主႞、2001（平ถ

13）年 大ఙ府立健康科学センター健康開発ᆪ医長、2004

～2006（平ถ 16～18）年 ᇚ国ؔネײタ大学ࢼ学・社会健康

学ᆪ኷研究員を૪て、2006（平ถ１㕸）年ׇり大ఙ大学大学

院医学૩研究科公೾ࢸ生学教室にཧ႞（医学ᆪ講師）。

2008（平ถ２０）年 ၍ന教೨。2013（平ถ２５）年 福島県

立医科大学放射線医学県民健康管理センターࢼ学ᆪ኷教೨、

2013（平ถ２５）年 ၍医学ᆪࢼ学講௶主႞教೨、ଵఓに౼

る。၍放射線医学県民健康管理センター健康調査౫援ᆪ኷

長、၍健康ໃ進センター副センター長を଍務。

1-1 ஬࣏
石川 徹夫 ISHIKAWA Tetsuo

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ

学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本

調査・線量ᅴअ室長

2013（平ถ25）年㕸月に、福島県立医科大学医学ᆪ放射線

ᆾ理ँ学講௶の教೨にཧ႞、ଵఓに౼る。ဪੜ大学୿学ᆪ

を1989（平ถଭ）年に໘業。֜の後、放射線医学ຳ஽研究所

にて、環境放射線・放射Ⴗ໐࿊おֲׇ線量ᅴअに20年ࡒඑ

携֢׎た。2000（平ถ12）年に広島大学で博士（医学）を೘

ၜした。

ဎཇೄ،آフטールࡴጥ（ဎཇവ）
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1-2 ஬࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ

学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

๩検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ౅ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士೘ၜ。2004～

2007（平ถ１６～19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊׶

ー、2005～2007（平ถ１７～19）年آ 日本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員଍႞。2008（平ถ２０）年 ౅ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、౅ጪ大学大学院ຳ஽研究ᆪ༌３内科ന教೨。

2022（令和４）年５月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ๩内

ᇀᄿ学講௶ 主႞教೨にཧ႞、ଵఓに౼る。

1-3 ஬࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉೅内科学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ੃大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנט׼センター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ੃大学医学ᆪᆣ໔病院 講師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心໅ଆ管病໺医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病໺・治療研

究ᇀኾ長（଍務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉೅内科学講௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊ೺ষ病・ቯตෟ໅病（CKD）講

௶ 教೨（଍務）、2021（令和３）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (଍務)、2021（令

和３）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊ೺ষ病治療学講௶ 教೨ (଍務)。

1-4 ஬࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士஼೘ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ਽኏

਽਼センター(看護師)֩֨にഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中にဪ日本大ූఆが਍こり、৤೚県大ྨྎで実౮

した๺国の保健師にׇる๺戸ሞኴの健康調査に৘׎る。౫

援のた׀の調査に੢শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター ここ׌の健康ဗ・生

ঊ೺ষに৘する調査౫援室(助೚)にཧ႞。助教・講師を૪て、

2023（令和５）年 ၍センター副室長に೰႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧して、福島県ࡓ༥市で夫

֧ໍ子֧֧もにؙף・૶・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛ੉ಛ໑をኬ౪

したႺࣆを2023。ࢪࢥ（令和５）年 地ࡰの࿿ျᇌँ׃「ଅ」

に༉ᅳされる人֧人֧のዛ機࿨֩つ֩がり、ිઝ֩ጰ౅のಛ

๹֧の੢生を実๯֊つ保護をኬ࿨֧した႞࡝団໲「ࡓ༥のጰ

౅ᇌँを೙る会」を発໑。

1-5 ஬࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士೘ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ஽೮

産ৼሀ子医療センター講師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学講௶を଍務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධでցる福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学講௶主႞教೨に೰႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（３年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセア؀ア

産婦人科学会Young Scientist Awardを೥ඊ。

ৰྔ஬࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

஌）、2003（平ถ15）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 日本医学放射線学会 放射線治療๔኷医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ჉大学大学院）、2010～2011

（平ถ２２～23）年 国際ମ子፛機৘רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ჉大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター講師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学講௶ ന教೨、2021（令和３）

年 ၍大 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン学講௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査においては、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン室長֧して、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨を༶当。

ৰ調஬࣏
ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ

用局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、放射線ೠᩭ学において３０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫをዛし、๔኷は前立๩が֧ג൯ँ৯

がג治療でցる。໢の৘連ᇀኾには、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安๺ต、また६௭֧໣ዻตのኴ༎に໴ശす

るた׀の新た֩解ଂపが৞まれる。これまでに国連の子਺ῼ

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

1-2 ஬࣏
ଽࣴ ᇌᅝ FURUYA Fumihiko

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ

学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ

๩検査෮進室長

1998（平ถ 10）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2004（平ถ 16）

年 ౅ጪ大学大学院博士ड࿘ೲፇ、医学博士೘ၜ。2004～

2007（平ถ１６～19）年 ᇚ国ৢ研究所（NCI）ת؟ーל؊׶

ー、2005～2007（平ถ１７～19）年آ 日本学術ව興会ॆ

外ၟᇠ研究員଍႞。2008（平ถ２０）年 ౅ጪ大学医学ᆪᆣ

໔病院助教、౅ጪ大学大学院ຳ஽研究ᆪ༌３内科ന教೨。

2022（令和４）年５月 福島県立医科大学医学ᆪ ஙඡ๩内

ᇀᄿ学講௶ 主႞教೨にཧ႞、ଵఓに౼る。

1-3 ஬࣏
島袋 充生 SHIMABUKURO Michio

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ

༉೅内科学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健康

診査・健康ໃ進室長

1987（൨和62）年 ጼ੃大学医学科໘業、1995（平ถ７）年

ᇚ国テתעス大学תウスウלスタンؖؠנט׼センター博士研

究員、1999（平ถ11）年 ጼ੃大学医学ᆪᆣ໔病院 講師、

2011（平ถ23）年 ၝ島大学大学院 心໅ଆ管病໺医学ᇀ

ኾ ၟ႞教೨、်ႜ病臨床・研究開発センター 病໺・治療研

究ᇀኾ長（଍務）、2016（平ถ28）年 福島県立医科大学 ်

ႜ病・内ᇀᄿ・༉೅内科学講௶ 主႞教೨、2017（平ถ29）

年 福島県立医科大学 生ঊ೺ষ病・ቯตෟ໅病（CKD）講

௶ 教೨（଍務）、2021（令和３）年 ၍放射線医学県民健康

管理センター 健康診査・健康ໃ進室長 (଍務)、2021（令

和３）年 ၍๐༾地ࡰ生ঊ೺ষ病治療学講௶ 教೨ (଍務)。

1-4 ஬࣏
ቋࣁ ྞ子 HORIKOSHI Naoko

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室 副

室長

2017（平ถ29）年 福島県立医科大学大学院博士஼೘ၜ

(医学)。ဪੜဒ൚ঀମ村(保健師)፟ࡑ׃大学病院ஸဗ਽኏

਽਼センター(看護師)֩֨にഌ事。ဪੜ大学大学院地ࡰ看

護学ఓ学中にဪ日本大ූఆが਍こり、৤೚県大ྨྎで実౮

した๺国の保健師にׇる๺戸ሞኴの健康調査に৘׎る。౫

援のた׀の調査に੢শし、2012（平ถ24）年 福島県立医科

大学放射線医学県民健康管理センター ここ׌の健康ဗ・生

ঊ೺ষに৘する調査౫援室(助೚)にཧ႞。助教・講師を૪て、

2023（令和５）年 ၍センター副室長に೰႞。一ሑ、Ferme

Naturelle KOKUBUN副ࣆ主֧して、福島県ࡓ༥市で夫

֧ໍ子֧֧もにؙף・૶・ଜ・Ⴇの၌ᆾた֧֠ಛ੉ಛ໑をኬ౪

したႺࣆを2023。ࢪࢥ（令和５）年 地ࡰの࿿ျᇌँ׃「ଅ」

に༉ᅳされる人֧人֧のዛ機࿨֩つ֩がり、ිઝ֩ጰ౅のಛ

๹֧の੢生を実๯֊つ保護をኬ࿨֧した႞࡝団໲「ࡓ༥のጰ

౅ᇌँを೙る会」を発໑。

1-5 ஬࣏
藤森 敬也 FUJIMORI Keiya

福島県立医科大学 医学ᆪ長

၍医学ᆪ 産科婦人科学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ႟

産婦調査室長

1988（൨和63）年 福島県立医科大学医学ᆪ໘業、1992

（平ถ４）年 福島県立医科大学医学ᆪ大学院ೲፇし医学博

士೘ၜ。1992（平ถ４）年４月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ２年間ጽ学。

2002（平ถ14）年４月 福島県立医科大学ᆣ໔病院ຳ஽೮

産ৼሀ子医療センター講師、福島県立医科大学医学ᆪ産科

婦人科学講௶を଍務。2008（平ถ20）年４月 ၍センターന

教೨。2008（平ถ20）年７月ׇり؀ؠמ؊؟נア大学アーバ

イン஑産婦人科Maternal Fetal Medicineַ４֊月間௺

ဗጽ学。2009（平ถ21）年㕸月ׇりଵධでցる福島県立医

科大学医学ᆪ産科婦人科学講௶主႞教೨に೰႞。2014（平

ถ26）年４月ׇり福島県立医科大学ᆣ໔病院副病院長（３年

間）。2020（令和２）年４月ׇり福島県立医科大学医学ᆪ大

学院医学૩研究科科長。2022（令和４）年４月ׇり福島県立

医科大学医学ᆪ長。2002（平ถ14）年 アジア・オセア؀ア

産婦人科学会Young Scientist Awardを೥ඊ。

ৰྔ஬࣏
௶ྙ

田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

1998（平ถ10）年 ᇚ国スタン؊מード大学໘業（生ᆾ学๔

஌）、2003（平ถ15）年 ૌ჉大学医学ᆪ໘業、2008（平ถ

20）年 日本医学放射線学会 放射線治療๔኷医、2009

（平ถ21）年 医学博士（ૌ჉大学大学院）、2010～2011

（平ถ２２～23）年 国際ମ子፛機৘רンؠתタント、2011

（平ถ23）年 ૌ჉大学大学院助教、2014（平ถ26）年 ట

ઈ医科大学国際医療センター講師、2015（平ถ27）年 福島

県立医科大学 放射線ೠᩭ学講௶ ന教೨、2021（令和３）

年 ၍大 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン学講௶ 主႞教೨（ଵ

ධ）。県民健康調査においては、放射線医学県民健康管理セ

ンター؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン室長֧して、ᅇఆ市ྎ村֧の

連ጛ会֩֨を༶当。

ৰ調஬࣏
ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

May ABDEL-WAHAB

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ

用局 ؇ؚーؓンؠ؍スᆪ長

ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、放射線ೠᩭ学において３０年ࡒඑの

臨床、教育、研究の૪ଫをዛし、๔኷は前立๩が֧ג൯ँ৯

がג治療でցる。໢の৘連ᇀኾには、医療アפセス֧ોᎉ、

医療のᆀಱ保ආ、安๺ต、また६௭֧໣ዻตのኴ༎に໴ശす

るた׀の新た֩解ଂపが৞まれる。これまでに国連の子਺ῼ

がגያሻਸֲ管理ࢪࢥ委員会、UNIATF、ᇚ国放射線ೠᩭ

学会（ASTRO）の医療アפセスਸֲોᎉ委員会、放射線ೠ

ᩭ学における医療事業ျ஽（IHE-RO）૱ब委員会֩֨、さ

ま֕ま֩国内外の委員会のؖンバー׃委員長を務׀た。また、

日本、アジア、؝ーآッ؆での IAEA の STS（科学技術・社

会）،آジפלトの開発֧実౮を主၏し、放射線の؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ンに৘する医師教育に஭ଝした。ଵఓ、IAEAで

の「Rays of Hope」を੢၍で主၏し、ฌै२地の੐点౮็

をྫྷ֗たଵ඘౫援、研究・技術ॹ新、ಏ໗ईႷ֩放射線治療

ַのアפセス୶එをኬ౪している。थੌには、बໂ診断֧७

医学に৘する Lancet Oncology 委員会報告書を、ଵఓは

放射線治療֧セラノステפטスに৘する Lancet 委員会の੢

၍؟ー׵ーを務׀ている。ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士は、Ⴈ心֩講

演ೄ、؆ネ؟ストでցり、෾໣くのᎪᇌを発ᅳしている。

IAEA ᆡ႞前は、ᇚ国؟פー؋ランド・؀؟פッפの൯ँ৯放

射線ೠᩭ学ᆪ長、ケース・ウלスタン大学ラー׿ー医学ᆪ教

೨を፾႞。ノー؎ؠඊ೥ඊೄアンドؚ؟ー・シؘ؟ー博士の研

究室֧協፛し、新しい GHRH-᝟உ薬֧放射線のະୗ作用に

ついて研究する֩֨した。ᇚ国放射線学会（ACR）おֲׇᇚ

国放射線ೠᩭ学会（ASTRO）の؊آלーでցり、「Best

Doctors in America」の؟ストに掲載され、また、ペンシؠ

バ؀ア大学ס؟פーؓンඊ、ESTRO ኎ዮ会員ඊも೥ඊして

いる。

㕲ب؜׬ッװ
௶ྙ

坪倉 正治 TSUBOKURA Masaharu

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線健康管

理学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 健

康؀ؚؔרケーシ؜ン室長

2006（平ถ18）年３月にဪੜ大学医学ᆪを໘業した後、๑

ጃ県・ဒ内の病院にてଆࢻ内科医֧してઌ務。2011（平ถ

23）年３月のဪ日本大ූఆ発生ࡒவ、ႊະ჉市立ຳ஽病

院・ະ჉中央病院・ֱらた中央病院を੐点に主にؐー׼ؑؠ

ウンターを用いた内ᆪᅇ֯く検査を中心֧する医療౫נーט

援にഌ事。診療を行օሧら、放射線に৘する૱໐׃ᅇ֯くを

心ვするᅇఆೄの健康ະཎ、福島県おֲׇ市ྎ村の放射線

໴పにも৘֢׎ている。2020（令和２）年６月ׇり福島県立

医科大学放射線健康管理学講௶主႞教೨、放射線医学県

民健康管理センター健康؀ؚؔרケーシ؜ン室長。

෯木 理૝ MIZUKI Rie

福島県立医科大学 放射線医学県民健康

管理センター

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室 講

師

ᇚ国ؑストンנレッジにてנウンセ؟ンץ心理学ೲ士஼、ஙႊ

大学にてᇌ学博士஼を೘ၜ。ಋၔጊ護౮็にて、心理ධ֧し

て心理࿨治療を行օሧら、ဪ日本大ූఆのᅇఆ地ؐרート調

査にౄइし、10年に׎たり৤೚県、਺඗県、福島県でᅇఆし

た子֨も֧ጊ育ೄを໴ඉにኜไを実౮。2017（平ถ29）年４

月ׇり福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

ઌ務。

2-1 ஬࣏
内౅ ဎਈ夫 UCHIYAMA Tokio

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

1983（൨和58）年３月 വ࿵၎大学医学ᆪ໘業後、၍大医

学ᆪ精神医学講௶ႚ局。1987（൨和62）年ׇりവ࿵၎ࣁ谷

精神医学研究所ᆣ໔病院にઌ務。1988（൨和63）年 ဒ立

კケ丘病院精神科にಋၔ精神科医֧してઌ務を開ౡ。1994

（平ถ６）年 ノースآנライ׿大学医学ᆪ精神科ᆪにጽ学。

1997（平ถ㕹）年ׇりཀྵྎ༊発༥ඏ॔診療所にઌ務し、ࢷ国

The Centre for Social Communication Disorders

（ଵLorna Wing Centre）ַጽ学。1999（平ถ11）年 大௾

൅子大学ઌ務（2009（平ถ21）年༄ධ）、ጐ年ׇこはま発༥

を開็。2009（平ถ21）年に福島大学人間ᇌँ発פ؀ッ؟פ

༥学፬教೨に೰႞（2016（平ถ28）年ׇり子֨ものؖンタؠ

。（ス౫援事業෮進室ਰ員教೨、2022（令和４）年༄႞ؠ؍

ဪ日本大ූఆྞ後֊ら発༥ඏ॔の子֨もた֠の౫援֧研究

ঊ၌を໗け、2013（平ถ25）年４月ׇり福島県立医科大学

会津医療センターၟ႞教೨（2022（令和４）年３月まで）、

2016（平ถ28）年10月ׇりࢷ国バース大学心理学科ࣤ用

ಛᇘ൵研究センター（Centre for Applied Autism 

ResearchӱCAAR）኎ዮ研究員೰႞。2022（令和４）年ׇ

り福島学院大学心理福祉学ᆪ教೨、2023（令和５）年ׇり၍

大副学長。

2-2 ஬࣏
ᇦ平 ൹໋ KATAHIRA Yoshinori

一般社団法人 ふくしま連携復興センター

理事଍事務局長

1981（൨和56）年 中央大学法学ᆪ໘業、1982（൨和57）

年 福島県ධ員にం用。保健環境ᆪ、ဘ木ᆪ、ຳ務ᆪ、教育

庁等の業務にഌ事。ဪ日本大ූఆ時はഞႶ局主঴、2012

（平ถ24）年 ཐ事ྞএ県民広ྐ室長、2015（平ถ27）年

ຳ務ᆪධ員業務ड長を፾႞し、2017（平ถ29）年 福島県

を༄ධ。2018（平ถ30）年 一般社団法人ふくしま連携復興

センターにႚධし、広ࡰᅊႍೄ౫援׶ーム؟ー׵ー֧して広

ᅊႍೄ౫援業務にഌ事。2021（令和３）年ࡰ 一般社団法人

ふくしま連携復興センター理事。2022（令和４）年ׇり一般社

団法人ふくしま連携復興センター理事଍事務局長。

2-3 ஬࣏
田巻 倫明 TAMAKI Tomoaki

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟スؔרפ

ؚ؀ケーシ؜ン学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター ス؟

ン室長؜؀ケーシؚؔרפ

（ጸ፾は p６ৰ調講演 ௶長のጡをౄ൴のこ֧。）
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ຳ஽౜会
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学講ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؀؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）で医

師ኘ੔֧医学博士஼を೘ၜ後、၍؀؟פッפに病理学֧ዐଆ

学๔኷の研ೲ医֧してઌ務。֜の後、アؖנ؟฾ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンターにઌ務し、၍時にؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨に೰႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפת؀アೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいにׇり၍センターの副医長に೰႞し、֜の後、

オーストラ؟ア฾ഋಌ社ଆתࢻービスのジ؜アン・؉ンפ博士

のൾऴで๺ு医学教育،ץآラムの฽႞ೄ֧してం用され、

ዐଆ学๔኷ऌ֧してפイーンׯランドೱにઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学講௶の大戸斉教೨（当時）にൣַいされ、၍講௶講師

にཧ႞、၍講௶ന教೨を૪て、 （平ถ ）年 ၍講௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨に೰႞。ဪ日本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕを೥けるも福島にౖり、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌にഌ事。 （令和２）年には日本のࢰ

ഉଚも೘ၜし、ௗ後も福島県の長ৼ࿨復興に協፛してい֌た

い֧ணևている。

௶ྙ：大୅ ฮ（福島県立医科大学）

「県民健康調査」๺໲ॗጅ

໠ࡊ ว౜（福島県立医科大学）

イントפ׵آシ؜ン
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ຳ஽౜会
ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘ

௶学講ࢼ 教೨

၍放射線医学県民健康管理センター 教೨

ᇚ国ؔネײタೱのؖイ؝ー؀؟פッפ（ؖイ؝ー医科大学）で医

師ኘ੔֧医学博士஼を೘ၜ後、၍؀؟פッפに病理学֧ዐଆ

学๔኷の研ೲ医֧してઌ務。֜の後、アؖנ؟฾ഋಌ社ሾ中

ᆪଆࢻセンターにઌ務し、၍時にؔネアポ؟ス༄ዂ્人医療

センターଆࢻバンפの医長おֲׇؔネײタ大学助教೨に೰႞。

ランドؐ・ؠセンターのポーࢻラؖントଆפת؀アೱؠמ؊؟נ

博士のൣַいにׇり၍センターの副医長に೰႞し、֜の後、

オーストラ؟ア฾ഋಌ社ଆתࢻービスのジ؜アン・؉ンפ博士

のൾऴで๺ு医学教育،ץآラムの฽႞ೄ֧してం用され、

ዐଆ学๔኷ऌ֧してפイーンׯランドೱにઌ務。

（平ถ ）年 福島県立医科大学医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬ

ኘࢼ学講௶の大戸斉教೨（当時）にൣַいされ、၍講௶講師

にཧ႞、၍講௶ന教೨を૪て、 （平ถ ）年 ၍講௶֧

放射線医学県民健康管理センターの教೨に೰႞。ဪ日本大

ූఆ後、ᇚ国֊らのᅊႍফൕを೥けるも福島にౖり、福島医

大のఆ॔復興ঊ၌にഌ事。 （令和２）年には日本のࢰ

ഉଚも೘ၜし、ௗ後も福島県の長ৼ࿨復興に協፛してい֌た

い֧ணևている。

௶ྙ：大୅ ฮ（福島県立医科大学）

「県民健康調査」๺໲ॗጅ

໠ࡊ ว౜（福島県立医科大学）

イントפ׵آシ؜ン
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໠ࡊ ว౜

福島県立医科大学 理事（県民健康༶当）଍ 副学長

（県民健康༶当）

၍医学ᆪ公೾ࢸ生学講௶ 主႞教೨

၍放射線医学県民健康管理センター長

福島県立医科大学放射線医学県民健康管

理センターは、福島ମ発事୆後の県民の健康

をଣ೙るた׀の福島県֊らの委༛事業֧して

「県民健康調査」を実౮している。ௗ年ဗؖイ

ン会඘をဪੜ、תテライト会඘を福島に็མ

する֧֧もに、Zoom౽ྐもᇏ用した؄イ؟؋

ッド૛ಠで開催した。

講演では、ௗ年ဗ報告したถऐを中心にഠ

ָるが、調査ଅऐのॗጅはద年ဗのଅऐ֧

ॗ֬၍ዻでցり、ௗ日までに明ら֊にされた

所ଣをさらに॰認するものでցる。֩お、福島

県では、地ූ、津Ⴢ、放射Ⴗࣞ๟֧ᆷ஽ఆ॔

にଣᆧ׎れ、ఆ॔৘連౲がྞไ౲ׇりも໣い

が、放射線にׇる౲ሦೄはآױでցる（スライ

ド１）。

さて、「県民健康調査」は、外ᆪᅇ֯く線量†

を෮࿊するৰ本調査֧県民の健康ඡ໺をႾ

の４つのඈ఍調査で構ถされてい׀するた࠶

る。ඈ఍調査には、ஙඡ๩†検査、健康診査、

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষに৘する調査、ਸ

ֲ႟産婦に৘する調査が৞まれている（スラ

イド２）。

ৰ本調査では、事୆後４֊月間の外ᆪᅇ

֯く線量を෮࿊したഉ民（ዃ 46.7ቮ人）のଅ

ऐॗጅは、ద年ဗの報告֧ᇥ׎ら֙ 99.8%

のഉ民は ５mSv ቴተでց֢た（スライド３）。

ஙඡ๩検査では、検査５षኬまでの検査֧

25ఄ時、３０ఄ時の้ኬ検査が行׎れ、஽૱

328人に࠵ต/࠵ตਝいのஙඡ๩ೠᩭがଣ

つ֊֢た（スライド４）。検၀委員会/ஙඡ๩検

査ᅴअᆪ会では、検査４षኬまでのଅऐを解

ืし、ஙඡ๩が֧ג放射線ᅇ֯くの間にዛ࡝

֩৘連は৑ళされ֩い౯のᅴअをしている。

ᅴअᆪ会でのؐרート内൵፯໴൴研究†にׇ

る解ืでも、線量֧ೠᩭの発生のオッׯᄾ†に

৘連は認׀られてい֩い（スライド５）。ஙඡ

๩検査では、検査のؖ؟ット֧؟ؖ׼ットを理

解してもら֢たඑで、検査೥診のዛ無を॰認

している。

健康診査では、ᅆተ、ஸଆ࠽、౻ಱࡣඛ、

်ႜ病等の؟スפが、ᅊႍ等にׇりໃइした

こ֧がౙևたが、放射線影響をಘす所ଣは認

。られ֩֊֢た（スライド６）׀

一ሑ、ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষに৘する

調査では、K６†ᅴअにׇり๺般࿨精神健康ဗ

の࿃い人׃ PCL†ᅴअにׇりトラウؓ৘連൵

ඡが੫い人、SDQ†ᅴअにׇりኴ༎行၌等の

た׀౫援がᅢጅ֩子֨ものআ஽は、事୆ྞ後

は一般ആ団ׇりஸ֊֢た。このআ஽は૪年࿨

にଲ൛しているが、֜の૓୶は 2020（令和２）

年ဗも૫໗していた。スライド７に子֨もの

SDQ のଅऐをಘした。๺般࿨精神健康ဗは、

県外にᅊႍしたഉ民のሑが県内ᅊႍのഉ民

ׇり࿃い૓୶がց֢た。ମ発事୆の放射線ᅇ

֯くにׇり࡬࿿࿨影響のईႷตがցる֧ணև

るഉ民のআ஽も県外ᅊႍのഉ民のሑが໣い

૓୶がց֢た。2020（令和２）年ဗの႟産婦

に৘する調査にࣝいても、ວ産ጴ、࿃ഞ生໲

ഓಋጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴ等は、๺

国࿨֩׼ータ֧は௭が֩֊֢た（スライド㕸）。

これらの所ଣについて日本ࢼ学会の๔኷ऌ

に࡝ଣをਿ׀、検၀委員会֧၍ዻ֩ଣ解をၜ

た。ሀැのօつ૓୶আ஽のଲ൛は、2020（令

和２）年ဗにも認׀られた。၍時に、本調査で

は२検査ଅऐにৰ֤֌ഉ民にᅢጅ֩౫援を

行֢ている。

イントפ׵آシ؜ン 「県民健康調査」๺໲ॗጅ
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௶ྙ：౨໠ ஖ୂ（福島県立医科大学）、大平 ࿭ኹ（福島県立医科大学）

セ׸シ؜ン㕱

東日቎大ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋学֒֟גと

Ĩ⿜Ĩ ৰ቎ྔ௮ ዃ ቮ෗໴ඉのᅇƥƄ๦ፘ෮૱の૪ଫ

ุ๖ ࿮ᆍ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜ĩ ஙඡ๩ଙ௮にƽƘてၜƾǁƔऎॺ࿨ཐଣとျ૱ॺ࿨ணళ

ଽࣴ ᇌᅝ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜Ī ଌஅෑ௮ ႩƜǄƀƘƔƈと

ဥ༂ ഊภ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜ī ᆵဥఆ॔ଢ଼のᅇఆೄȌȞǪȖȃȖǤのௗg

ƈƈƀƾྔ௮ƀƾƴŽてƂƔ෗yのつƟƁƿの་โƊ

ቋࣁ ྞ౤�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜Ĭ ႟ౌᆎに৘Ǝǀྔ௮Ɵƾƨにᆵဥଡၾのጺౌfཨ์ጴのᇥँ

ဿස ૣኹ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

ǲǎǤǖǮǢȒȞ

௶ ྙg౨໠ ஖ୂb་ᇓ ࿭ኹ

ဎཇೄgุ๖ ࿮ᆍbଽࣴ ᇌᅝbဥ༂ ഊภbቋࣁ ྞ౤bဿස ૣኹ
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௶ྙ：౨໠ ஖ୂ（福島県立医科大学）、大平 ࿭ኹ（福島県立医科大学）

セ׸シ؜ン㕱

東日቎大ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋学֒֟גと

Ĩ⿜Ĩ ৰ቎ྔ௮ ዃ ቮ෗໴ඉのᅇƥƄ๦ፘ෮૱の૪ଫ

ุ๖ ࿮ᆍ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜ĩ ஙඡ๩ଙ௮にƽƘてၜƾǁƔऎॺ࿨ཐଣとျ૱ॺ࿨ணళ

ଽࣴ ᇌᅝ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜Ī ଌஅෑ௮ ႩƜǄƀƘƔƈと

ဥ༂ ഊภ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜ī ᆵဥఆ॔ଢ଼のᅇఆೄȌȞǪȖȃȖǤのௗg

ƈƈƀƾྔ௮ƀƾƴŽてƂƔ෗yのつƟƁƿの་โƊ

ቋࣁ ྞ౤�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

Ĩ⿜Ĭ ႟ౌᆎに৘Ǝǀྔ௮Ɵƾƨにᆵဥଡၾのጺౌfཨ์ጴのᇥँ

ဿස ૣኹ�ᆵဥଡጵ࡭ऎ་ॺ�

ǲǎǤǖǮǢȒȞ

௶ ྙg౨໠ ஖ୂb་ᇓ ࿭ኹ

ဎཇೄgุ๖ ࿮ᆍbଽࣴ ᇌᅝbဥ༂ ഊภbቋࣁ ྞ౤bဿස ૣኹ
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ุ๖ ࿮ᆍ

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ学講௶
主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本調査・線
量ᅴअ室長

ମ発事୆後、福島県内では環境中の放射

線レ؎ؠが਼૽にඑ൦したが、当時は放射線

໐࿊৯がᆗਸしておら֙、ഉ民がಛිのᅇ֯

くの࿘ဗをཐるこ֧は௘ႍでց֢た。֜こで、

଼y人の事୆後の行၌に৘するග報をၜて、

֜れをも֧に外ᆪᅇ֯く線量†（環境中の放射

線֊ら೥ける線量）を෮૱するৰ本調査が開

ౡされた。調査の໴ඉ֧֩るሑは、ମ໋֧して

ූఆの当日֊ら၍年７月１日の間に、福島県

内にഉ民ဎᎩがց֢たሑでցる。໴ඉ֧֩る

ዃ２０６ቮ人に、事୆後の行၌を਋ႚするኴ

診ᅲ（スライド１）をვᆑした。ኴ診ᅲは３月１１

日֊ら７月１１日までの４֊月間の行၌を਋ႚ

するዻಠに֢֩ている。

ᇪ送されたኴ診ᅲをも֧に、ࡦဗ૪ဗにᇥ

হされた日yの੍඘所֧放射線レ؎ؠ（઱間

線量ጴ）のؓッ،֧をרン؉ؚータඑでഓ֬஽

れる（ス׎るこ֧にׇ֢て、線量෮૱が行֚׎

ライド２）。ᇪ送されたኴ診ᅲは、一ྫྷ֧֓に線

量෮૱、ଅऐྫྷཐを行֢て֌た（スライド３）。

ኴ診ᅲは４֊月間の行၌਋Ꭹを਋ႚするዻ

ಠに֢֩ているが、中には行၌の਋Ꭹが４֊

月ቴተのषးもցる。行၌の਋Ꭹが４֊月ቴ

ተ֢֟たሑも৞׀て、ௗまでに஽૱でዃ５５

ቮ５๑人に線量のྫྷཐを行֢た。

一ሑで、෮૱した線量は地ࡰᇠ֩֨でആ૱

され、報告、Ꭺᇌ発ᅳが行׎れて֌た。県๺

໲で、４֊月間の行၌਋Ꭹをषးしたሑは

46ቮ７２５６人（2023（令和５）年３月３１日ଵ

ఓ）で、֜の線量の平ઍཏは０.8mSv、௻ஸ

ཏは２５mSvでց֢た（スライド４）。ԃԃ²ࡒ

එのሑについて線量は３mSvቴተでց֢た。

福島༌一ମ発のࡔམするະຖ地ࡰでも、大

ᆪᇀのሑが3mSvቴተの線量でց֢た。この

線量෮૱ଅऐに໴して「県民健康調査」検၀

委員会では、「４֊月間の外ᆪᅇ֯く線量෮

૱ཏではցるが、ը放射線にׇる健康影響が

ցる֧はணևにくいթ֧ᅴअされる」֧している。

WHO׃UNSCEAR֧い֢た国際機৘で

も、福島県民に৘する線量ᅴअを行֢ている

（スライド５）。WHOは２０１２（平ถ２４）年の

報告書で、᎜ஔྎ、ᄫড়村のഉ民について事

୆後１年間の線量を１０～５０mSv֧ᅴअした。

た֟し、これは૱ब࿨ᅊႍતࡰに事୆後４

֊月間੍ഉし、１日ցたりのࣴ外໾ఓ時間は

㕸時間֧いօ、֌׀׎て安๺໊のं࿊にৰ֤

い た 線 量 ෮ ૱ で ց ֢ た 。 ֜ の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」で

は、ৰ本調査でၜられた実際のᅊႍ؆ターン

をጦ用した෮૱が報告された。これにׇる֧、

当ഷのWHOの෮૱にᄾָて、線量はӻӺᇀ

の１ցるいは֜れऀࡒの線量֧֢֩た。この፯

֊らも、事୆後の行၌਋Ꭹがଵ実࿨֩線量

ᅴअにഓጅでց֢たこ֧が׎֊る。事୆後の

行၌਋Ꭹは、ஙඡ๩†の内ᆪᅇ֯く線量†෮૱

にもࣤ用されている（スライド６）。

ৰ本調査のऐたして֌たዂআਸֲ調査で

ၜられたଅऐをま֧׀る֧、スライド７のׇօに

֩る。

1-1 ৰ቎調査 –ዃ 200 ቮ人໴ඉ֭ᅇ֯֎線ፘ෮૱֭૪ଫ–
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ุ๖ ࿮ᆍ

福島県立医科大学 医学ᆪ 放射線ᆾ理ँ学講௶
主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ৰ本調査・線
量ᅴअ室長

ମ発事୆後、福島県内では環境中の放射

線レ؎ؠが਼૽にඑ൦したが、当時は放射線

໐࿊৯がᆗਸしておら֙、ഉ民がಛිのᅇ֯

くの࿘ဗをཐるこ֧は௘ႍでց֢た。֜こで、

଼y人の事୆後の行၌に৘するග報をၜて、

֜れをも֧に外ᆪᅇ֯く線量†（環境中の放射

線֊ら೥ける線量）を෮૱するৰ本調査が開

ౡされた。調査の໴ඉ֧֩るሑは、ମ໋֧して

ූఆの当日֊ら၍年７月１日の間に、福島県

内にഉ民ဎᎩがց֢たሑでցる。໴ඉ֧֩る

ዃ２０６ቮ人に、事୆後の行၌を਋ႚするኴ

診ᅲ（スライド１）をვᆑした。ኴ診ᅲは３月１１

日֊ら７月１１日までの４֊月間の行၌を਋ႚ

するዻಠに֢֩ている。

ᇪ送されたኴ診ᅲをも֧に、ࡦဗ૪ဗにᇥ

হされた日yの੍඘所֧放射線レ؎ؠ（઱間

線量ጴ）のؓッ،֧をרン؉ؚータඑでഓ֬஽

れる（ス׎るこ֧にׇ֢て、線量෮૱が行֚׎

ライド２）。ᇪ送されたኴ診ᅲは、一ྫྷ֧֓に線

量෮૱、ଅऐྫྷཐを行֢て֌た（スライド３）。

ኴ診ᅲは４֊月間の行၌਋Ꭹを਋ႚするዻ

ಠに֢֩ているが、中には行၌の਋Ꭹが４֊

月ቴተのषးもցる。行၌の਋Ꭹが４֊月ቴ

ተ֢֟たሑも৞׀て、ௗまでに஽૱でዃ５５

ቮ５๑人に線量のྫྷཐを行֢た。

一ሑで、෮૱した線量は地ࡰᇠ֩֨でആ૱

され、報告、Ꭺᇌ発ᅳが行׎れて֌た。県๺

໲で、４֊月間の行၌਋Ꭹをषးしたሑは

46ቮ７２５６人（2023（令和５）年３月３１日ଵ

ఓ）で、֜の線量の平ઍཏは０.8mSv、௻ஸ

ཏは２５mSvでց֢た（スライド４）。ԃԃ²ࡒ

එのሑについて線量は３mSvቴተでց֢た。

福島༌一ମ発のࡔམするະຖ地ࡰでも、大

ᆪᇀのሑが3mSvቴተの線量でց֢た。この

線量෮૱ଅऐに໴して「県民健康調査」検၀

委員会では、「４֊月間の外ᆪᅇ֯く線量෮

૱ཏではցるが、ը放射線にׇる健康影響が

ցる֧はணևにくいթ֧ᅴअされる」֧している。

WHO׃UNSCEAR֧い֢た国際機৘で

も、福島県民に৘する線量ᅴअを行֢ている

（スライド５）。WHOは２０１２（平ถ２４）年の

報告書で、᎜ஔྎ、ᄫড়村のഉ民について事

୆後１年間の線量を１０～５０mSv֧ᅴअした。

た֟し、これは૱ब࿨ᅊႍતࡰに事୆後４

֊月間੍ഉし、１日ցたりのࣴ外໾ఓ時間は

㕸時間֧いօ、֌׀׎て安๺໊のं࿊にৰ֤

い た 線 量 ෮ ૱ で ց ֢ た 。 ֜ の 後 、

「UNSCEAR２０２０年/２０２１年報告書」で

は、ৰ本調査でၜられた実際のᅊႍ؆ターン

をጦ用した෮૱が報告された。これにׇる֧、

当ഷのWHOの෮૱にᄾָて、線量はӻӺᇀ

の１ցるいは֜れऀࡒの線量֧֢֩た。この፯

֊らも、事୆後の行၌਋Ꭹがଵ実࿨֩線量

ᅴअにഓጅでց֢たこ֧が׎֊る。事୆後の

行၌਋Ꭹは、ஙඡ๩†の内ᆪᅇ֯く線量†෮૱

にもࣤ用されている（スライド６）。

ৰ本調査のऐたして֌たዂআਸֲ調査で

ၜられたଅऐをま֧׀る֧、スライド７のׇօに

֩る。

1-1 ৰ቎調査 –ዃ 200 ቮ人໴ඉ֭ᅇ֯֎線ፘ෮૱֭૪ଫ–





例：「親戚の家」など緯度
経度に変換できない場合












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ଽࣴ ᇌᅝ

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ学講௶ 主
႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ๩検査෮
進室長

２０１１（平ถ２３）年３月のဪ日本大ූఆ後

の福島༌一ମ子፛発電所事୆後に放ഞされ

た放射線にׇ֢てஙඡ๩がגがໃइするई

Ⴗตが৭ᛖされたた׀、福島県では、事୆ྞ

後֊らූఆ時に１㕸ఄऀࡒでց֢た県内ఓഉ

ೄ֧ጐ年ഞ生したዃ３㕸ቮ人を໴ඉ֧するྖ

ࣿჂ検査を用いたஙඡ๩検査を実౮してい

る。

๐行検査が２０１１（平ถ２３）年֊ら開ౡさ

れ、๐行検査֧のᄾॵを行օኬ࿨での本६検

査が２０１４（平ถ２６）年֊ら行׎れ、２０２４

（令和６）年３月の時点で本६検査（検査６ष

ኬ）ਸֲ２５ఄ時、３０ఄ時の้ኬの検査が行

れている。֜れ֝れの検査では、ྖࣿჂ検׎

査にׇ֢てஙඡ๩の「のօመ」「ଅ้」の૛ඡ

をᅴअし、２０ӧ１ ׃එののօመࡒ

、එのଅ้はࡒ ᄕ࿊֧֩り国内学会の診断

ৰമで࠵ตがਝ׎れる඘஽は๤౛ਹࢂ఍መ

診†を行֢ている。

２０２３（令和５）年㕹月３０日までに３２㕸人

が఍መ診にׇ֢て、࠵ตまたは࠵ตਝい֧診

断されている（スライド ）。ৰ本調査のଅऐに

ৰ֤く଼人のஙඡ๩等अ線量†を్ഞし、ங

ඡ๩検査またはがגဎᎩで౪࿤された「൵፯」

に໴する൵፯໴൴研究†では、「࠵ต֩いし࠵

ตਝい֧診断されたଅ้の発ଣጴ」֧「放射

線ᅇ֯く線量」の間に、ျ૱学࿨֩量・ᄗࣤ৘

૒は認׀られてい֩い（スライド２）。

ஙඡ๩検査の二಑検査೥診ጴ（スライド３）

఍መ診の実౮ጴ（スライド４）には県内の地׃

」、௭がցりࡰ ᄕ࿊֧֩るଅ้」のᄕ࿊ጴ׃

の発ଣጴは年፼がஸ「ตਝい࠵ตまたは࠵」

いֺ֨֜のᆇဗがஸいこ֧が明ら֊に֢֩て

いる。ஙඡ๩がגの発ଣにはさま֕ま֩୪ጛ†

子が৘૒しているईႷตが౪࿤されていࢀ

る（スライド５）。

ஙඡ๩検査には、ؖ؟ット・؟ؖ׼ットがցる

こ֧が౪࿤されている。生क़ਂ֤֊れ֙にथ

֓す֊もしれ֩いஙඡ๩がגを発ଣしている

ईႷต׃、のօመ׃ଅ้が発ଣされるこ֧で

ᆊ安にশ֗るこ֧が検査の؟ؖ׼ット֧してண

ևられている。ஙඡ๩検査では、ᄕ࿊ৰമ׃

఍መ診の࿪ࣤৰമを็け、治療をᅢጅ֧し֩

いஙඡ๩がגの発ଣのጌฑにဖ׀る֧֧もに、

ここ׌のケア・תポート׶ームにׇる೥診ೄに

໴する精神࿨֩תポートを行い、؟ؖ׼ットを

ईႷ֩଺り࿃ଲするこ֧をኬ౪し֩がら、検

査を৵ሰされるሑのጦᇬตを෨り֩がら検査

を実౮している（スライド ӣ ）。

ஙඡ๩ଙ査によ֢֥ၜ֞׋׈科学࿨ཐଣとျ૱学࿨ணళ
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ଽࣴ ᇌᅝ

福島県立医科大学 医学ᆪ ஙඡ๩内ᇀᄿ学講௶ 主
႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ஙඡ๩検査෮
進室長

２０１１（平ถ２３）年３月のဪ日本大ූఆ後

の福島༌一ମ子፛発電所事୆後に放ഞされ

た放射線にׇ֢てஙඡ๩がגがໃइするई

Ⴗตが৭ᛖされたた׀、福島県では、事୆ྞ

後֊らූఆ時に１㕸ఄऀࡒでց֢た県内ఓഉ

ೄ֧ጐ年ഞ生したዃ３㕸ቮ人を໴ඉ֧するྖ

ࣿჂ検査を用いたஙඡ๩検査を実౮してい

る。

๐行検査が２０１１（平ถ２３）年֊ら開ౡさ

れ、๐行検査֧のᄾॵを行օኬ࿨での本६検

査が２０１４（平ถ２６）年֊ら行׎れ、２０２４

（令和６）年３月の時点で本६検査（検査６ष

ኬ）ਸֲ２５ఄ時、３０ఄ時の้ኬの検査が行

れている。֜れ֝れの検査では、ྖࣿჂ検׎

査にׇ֢てஙඡ๩の「のօመ」「ଅ้」の૛ඡ

をᅴअし、２０ӧ１ ׃එののօመࡒ

、එのଅ้はࡒ ᄕ࿊֧֩り国内学会の診断

ৰമで࠵ตがਝ׎れる඘஽は๤౛ਹࢂ఍መ

診†を行֢ている。

２０２３（令和５）年㕹月３０日までに３２㕸人

が఍መ診にׇ֢て、࠵ตまたは࠵ตਝい֧診

断されている（スライド ）。ৰ本調査のଅऐに

ৰ֤く଼人のஙඡ๩等अ線量†を్ഞし、ங

ඡ๩検査またはがגဎᎩで౪࿤された「൵፯」

に໴する൵፯໴൴研究†では、「࠵ต֩いし࠵

ตਝい֧診断されたଅ้の発ଣጴ」֧「放射

線ᅇ֯く線量」の間に、ျ૱学࿨֩量・ᄗࣤ৘

૒は認׀られてい֩い（スライド２）。

ஙඡ๩検査の二಑検査೥診ጴ（スライド３）

఍መ診の実౮ጴ（スライド４）には県内の地׃

」、௭がցりࡰ ᄕ࿊֧֩るଅ้」のᄕ࿊ጴ׃

の発ଣጴは年፼がஸ「ตਝい࠵ตまたは࠵」

いֺ֨֜のᆇဗがஸいこ֧が明ら֊に֢֩て

いる。ஙඡ๩がגの発ଣにはさま֕ま֩୪ጛ†

子が৘૒しているईႷตが౪࿤されていࢀ

る（スライド５）。

ஙඡ๩検査には、ؖ؟ット・؟ؖ׼ットがցる

こ֧が౪࿤されている。生क़ਂ֤֊れ֙にथ

֓す֊もしれ֩いஙඡ๩がגを発ଣしている

ईႷต׃、のօመ׃ଅ้が発ଣされるこ֧で

ᆊ安にশ֗るこ֧が検査の؟ؖ׼ット֧してண

ևられている。ஙඡ๩検査では、ᄕ࿊ৰമ׃

఍መ診の࿪ࣤৰമを็け、治療をᅢጅ֧し֩

いஙඡ๩がגの発ଣのጌฑにဖ׀る֧֧もに、

ここ׌のケア・תポート׶ームにׇる೥診ೄに

໴する精神࿨֩תポートを行い、؟ؖ׼ットを

ईႷ֩଺り࿃ଲするこ֧をኬ౪し֩がら、検

査を৵ሰされるሑのጦᇬตを෨り֩がら検査

を実౮している（スライド ӣ ）。

ஙඡ๩ଙ査によ֢֥ၜ֞׋׈科学࿨ཐଣとျ૱学࿨ணళ
ஙඡ๩ଙ௮のଅऐま֧׀ २ஙඡ๩့अ๦ፘૌ֪։׊֐

զ࠵ต֩փし࠵ตਝփէᄇଣのןッׯᄾ

༌20षஙඡ๩ଙ௮ᅴअᆪव ಃፍ3-7ׇ׉ఢถ

（ஙඡ๩ଙ௮൵፯�֋גဎᎩ൵፯）

೥ෑጴ/఍መෑಲ౮ጴ֧の৘ᎌ ೥ෑጴ/఍መෑಲ౮ጴ֧の৘ᎌ

Ⴉ፼֧の৘ᎌ

༌16षஙඡ๩ଙ査ᅴअᆪ会ಃፍよりఢถ

2. ՛ト໲ฑのഊಲؒת

՛トؒת・חのケ׌֒֒

ଙ査ଅऐ֭説ነ׈֊಑ଙ査ྞଢ଼に医౧ࡴ

ႏ಑ଙ査、福島県立医大֦֮サポート׶ーム（ে୦౧、፣൞඾理ౠ့）֋໴ࣤ

ؠؙי׵学๔ዿ࡭

ஙඡ๩ଙ査、ஙඡ๩ರ঵に໴֘׊医学࿨ಱኴに医౧֋໴ࣤ

ഞ๶೨઄֧ഞ྅๊ነव

2013⿜2023年ֽ֦にָ࣊306会場֦ಲ౮µ

ஙඡ๩ଙ௮のؒת՛トಈ઄（ଡಈ઄）

ஙඡ๩ଙ査ଢ଼にภ֗׊医ፑᅉ֭૪済࿨ᆟ༶に໴֘׊サポート

µ2023年6月30日ଵఓ

1. ଙ௮໲ฑのธᅏ

ᄤ会場（ኻ৖、਷日を৞ֿ）ࡴ

WEBՔרールセンター֦෇֖௔־ईႷ

医ፑ৿৘（県ၾ85、県॒146）*

֦ଙ査֋ईႷ

*2023年12月31日ଵఓ
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福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ༉೅内科
学講௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
ໃ進室長

Àは֗׀に

ဪ日本大ූఆ֧福島༌一ମ発事୆は、ᅇ

ఆഉ民に心理࿨、ි໲࿨影響をਸֻした。

「県民健康調査」では、ᅊႍ地તഉ民の「健康

診査」を実౮し、生ঊ೺ষ病のያሻ׃ರ病の

ວৼ発ଣ、ວৼ治療につ֑֩るこ֧をኬ౪し

ている（ ）。本セ

ッシ؜ンでは１２年間の「健康診査」で׎֊֢た

こ֧をൾऴした。

À「健康診査」で׎֊֢たこ֧

健康診査では、福島༌一ମ発೮ᇩ１３市ྎ

村のഉ民で、ᅊႍされた５４ ０㕸７人（１６～㕸４

ఄ）について、２０１７（平ถ２㕹）年ဗまでの෮

࿊線量֧生ঊ೺ষ病発൵の৘૒を調査した。

֜のଅऐ、෮࿊線量２ 年ࡒඑૌは、

年ቴተૌにᄾָて、ஸଆ࠽、်ႜ病、

౻ಱࡣඛ൵、ஸႜ౒ଆ൵、ৎ機Ⴗඏ॔、໣ଆ

൵のໃइ֧ະ৘した（年፼・ตᇠ調ธ）。し֊

し、ᅊႍඡੳ、生ঊ೺ষ৘連ࢀ子で調ธする

֧֜のະ৘は൯ಪした。ࡒඑのこ֧֊ら、ᅊႍ

ഉ民の事୆後４֊月の෮࿊線量がஸいこ֧

が生ঊ೺ষ病の発൵にྞไ৘連した֧はண

ևにくく、ᅊႍ֧生ঊ೺ষのᇥँが生ঊ೺ষ

病の発൵に影響しているईႷตが෮࿊され

る（スライド１～３）。

À෮࿊される機െ†

一般に、生ঊ೺ষ病֜׃れにᄔօ஽ᇏ൵、

ᇏໜ൵†は、社会૪అ環境ࢀ子がᆊ࿪โ֩生

ঊ೺ষ（ਨ࣒、ᆊ࿪โ֩ඳ事、ࢥ၌ᆊ໑、大

量ೢࢃ）֧ଅֲつくこ֧で発൵し、௻೸࿨にි

໲࿨ցるいは精神࿨、社会࿨機Ⴗ࿃ऀを጖

す֧ணևられている。ූఆ後、ᅊႍഉ民の

ሑyは、生ঊ೺ষのᇥँ֧精神࿨ストレスに

ׇ֢て、ᅆተցるいはᅋᅆተ・֚׃に৘連す

る健康ඏ॔をໃइさ֚ている֧ມ࿊される

（スライド４）。

À「健康診査」でணևるこれ֊ら

生ঊ೺ষ病をያሻし、ഓ൵ँをሻ֏た׀に

は、ฌै、国、地ࡰ、଼人レ؎ؠでの໴పがᅢ

ጅでցる。「健康診査」には、଼人レ؎ؠでの

໴ప（健康࿨֩ライ؊スタイؠ、健康؟テラシ

ー等）を౫援するこ֧׃、地ࡰレ؎ؠの໴ప

（地ሑ行ท・地ࡰ社会・ධ඘・学஑・ᅋท府団

໲（ 、 ）でのঊ၌等）֧協၍するこ

֧で、ᅊႍ地તഉ民の生ঊ೺ষ病を೴いඑ

֑、生ঊ೺ষू๷の౫援׃、治療ַのੲဍし

等の೘りຎみを૫໗、ஏに֜れを୲ጴँする

こ֧がሰまれる（スライド５～㕸）。

健康ෑ査 㕱㕲年֦׎֊֢֞֒と



⿜ӻԃ⿜⿜ӻԂ⿜

ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ဥ༂ ഊภ

福島県立医科大学 医学ᆪ ်ႜ病内ᇀᄿ༉೅内科
学講௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター 健康診査・健康
ໃ進室長

Àは֗׀に

ဪ日本大ූఆ֧福島༌一ମ発事୆は、ᅇ

ఆഉ民に心理࿨、ි໲࿨影響をਸֻした。

「県民健康調査」では、ᅊႍ地તഉ民の「健康

診査」を実౮し、生ঊ೺ষ病のያሻ׃ರ病の

ວৼ発ଣ、ວৼ治療につ֑֩るこ֧をኬ౪し

ている（ ）。本セ

ッシ؜ンでは１２年間の「健康診査」で׎֊֢た

こ֧をൾऴした。

À「健康診査」で׎֊֢たこ֧

健康診査では、福島༌一ମ発೮ᇩ１３市ྎ

村のഉ民で、ᅊႍされた５４ ０㕸７人（１６～㕸４

ఄ）について、２０１７（平ถ２㕹）年ဗまでの෮

࿊線量֧生ঊ೺ষ病発൵の৘૒を調査した。

֜のଅऐ、෮࿊線量２ 年ࡒඑૌは、

年ቴተૌにᄾָて、ஸଆ࠽、်ႜ病、

౻ಱࡣඛ൵、ஸႜ౒ଆ൵、ৎ機Ⴗඏ॔、໣ଆ

൵のໃइ֧ະ৘した（年፼・ตᇠ調ธ）。し֊

し、ᅊႍඡੳ、生ঊ೺ষ৘連ࢀ子で調ธする

֧֜のະ৘は൯ಪした。ࡒඑのこ֧֊ら、ᅊႍ

ഉ民の事୆後４֊月の෮࿊線量がஸいこ֧

が生ঊ೺ষ病の発൵にྞไ৘連した֧はண

ևにくく、ᅊႍ֧生ঊ೺ষのᇥँが生ঊ೺ষ

病の発൵に影響しているईႷตが෮࿊され

る（スライド１～３）。

À෮࿊される機െ†

一般に、生ঊ೺ষ病֜׃れにᄔօ஽ᇏ൵、

ᇏໜ൵†は、社会૪అ環境ࢀ子がᆊ࿪โ֩生

ঊ೺ষ（ਨ࣒、ᆊ࿪โ֩ඳ事、ࢥ၌ᆊ໑、大

量ೢࢃ）֧ଅֲつくこ֧で発൵し、௻೸࿨にි

໲࿨ցるいは精神࿨、社会࿨機Ⴗ࿃ऀを጖

す֧ணևられている。ූఆ後、ᅊႍഉ民の

ሑyは、生ঊ೺ষのᇥँ֧精神࿨ストレスに

ׇ֢て、ᅆተցるいはᅋᅆተ・֚׃に৘連す

る健康ඏ॔をໃइさ֚ている֧ມ࿊される

（スライド４）。

À「健康診査」でணևるこれ֊ら

生ঊ೺ষ病をያሻし、ഓ൵ँをሻ֏た׀に

は、ฌै、国、地ࡰ、଼人レ؎ؠでの໴పがᅢ

ጅでցる。「健康診査」には、଼人レ؎ؠでの

໴ప（健康࿨֩ライ؊スタイؠ、健康؟テラシ

ー等）を౫援するこ֧׃、地ࡰレ؎ؠの໴ప

（地ሑ行ท・地ࡰ社会・ධ඘・学஑・ᅋท府団

໲（ 、 ）でのঊ၌等）֧協၍するこ

֧で、ᅊႍ地તഉ民の生ঊ೺ষ病を೴いඑ

֑、生ঊ೺ষू๷の౫援׃、治療ַのੲဍし

等の೘りຎみを૫໗、ஏに֜れを୲ጴँする

こ֧がሰまれる（スライド５～㕸）。

健康ෑ査 㕱㕲年֦׎֊֢֞֒と

– – – –

– – – – –

– – – – –

– –

– –

– –

– –

– –

•

•

•

•

•

• •

–– –

–

–

•
•

•
•

•
•

•

•

•

スライ׾㕱 スライ׾㕲

スライ3׾ スライ4׾

スライ5׾ スライ6׾

スライ7׾ スライ8׾

放射線医学県民健康管理センターホームページに๺֥֭スライ׾を掲載֖֥いֽ֘



⿜ӼӺ⿜

ቋࣁ ྞ౤

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষ調査౫援室 副室長

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষに৘する調査（こ

こ֊ら調査）は、ᅇఆೄのؖンタؠ؍ؠス׃生

ঊ೺ষのኴ༎を長ৼ࿨にႾ࠶する֧֧もに、

֜れらの健康ග報をৰにアウト؟ー׶†૙の電

話౫援等を行օこ֧をኬ࿨֧している（スライ

ド１）。ᅇఆೄの๺般࿨֩精神健康ဗは、ූఆ

ྞ後にᄾָേyにू๷しているが、ቴ֟ᅇఆ

してい֩い人を໴ඉ֧した調査の؄イ؟スפ

আ஽３²ׇりもஸいཏでցる（スライド２）。ま

た、心ිのኴ༎が生֗た඘஽のະཎ๐֧して、

も֢֧も໣いのはऌ໖でց֢たが、「ະཎで֌

る人׃機৘は֩い」֧षးした人も๺໲のዃ

²いた（スライド３）。ະཎ๐が֩い人のၟ

྇は、４０～６４ఄ、ཌྷต、૪అඡੳの࠵さ、一

人ᇿらしでցり、๺般࿨֩精神健康ဗの࠵さ

。のሑのআ஽が明ら֊にஸ֊֢たೢࢃኴ༎׃

社会࿨֩つ֩がりはؖンタؠ؍ؠスのू๷に

ᆊईଁでցり、ၟにऌ໖は日ඛ生ঊ׃ఆ॔֩

֨の৭機࿨֩ඡੳऀで、も֢֧もഓጅ֩౫援

ೄでցる֧い׎れている。また、ະཎ๐はցる

もののऌ໖にະཎし֩い人は、๺般࿨֩精神

健康ဗの؟スפが１ӧ３３ზでցるこ֧も׎֊֢

た。֜のた׀、ະཎ๐のみ֩ら֙、ऌ໖ַの

ະཎのዛ無を॰認するこ֧にׇ֢て、؄イ؟ス

セスで֌るईႷตが明פのሑにい֠ວくアפ

ら֊に֢֩た（スライド４）。

಑に、ᅇఆೄַの౫援׃ᅇఆ地ࡰの市ྎ

村等֧の連携について、「つ֩がり」֧いօ౽

点で検၀した。ま֙、「ᅇఆೄ֧つ֩がる」アウ

ト؟ー׶૙の電話౫援は、調査ᅲにৰ֤֌公

認心理師׃保健師等の๔኷ධ׶ームがᅇఆ

ೄにऑ電する౫援ሑ法でցる。これは、ಛら

助けをਿ׀るこ֧がで֌֩いᅇఆೄに౫援ೄ

֊らูઇ࿨につ֩がる౫援でցり、ᅇఆೄの

電話౫援のተ໑শのᅴअは７আをྖևてい

る（スライド５）。಑に、「౫援ೄ֧のつ֩がり」

でցる。福島のᅇఆೄは日本२地にᅊႍして

いるので、日௖֊ら県内外の໢の౫援機৘֧

ග報੢ዛの඘をಏ֠、ፕ୻֩৘૒をཝくこ֧

が大โでցる（スライド６）。さらに、「地֧ࡰつ

֩がる」た׀には、ၟにᅇఆ地ࡰの市ྎ村֧

の৘૒がഓጅでցる。౶た֠が実౮する調査

のፕ֌理解ೄでցり協፛ೄに֢֩ていた֟く

た׀、ᅇఆ市ྎ村の࡝୶を೘りႚれた調査ஶ

ኬのྩइ׃調査໴ඉೄַのषး協፛のお৪

い֩֨、ୗいの連携協፛がᅢጅでցる（スライ

ド７）。௻後に、「時間でつ֩がる」でցる。ූ

ఆ後１０年ኬでഷ׀てषးで֌た֧いօᅇఆ

ೄがおられた。ූఆ֧୶֌஽օまでには、人֜

れ֝れ時間がᅢጅ֩こ֧もցる。長ৼ࿨֩೘

りຎみ֟֊らこ֜つ֩が֢た電話౫援はָ࣊

４ቮଉにもඑる。ௗ後もここ֊ら調査の໣くの

スタッ؊֧੢に、෉ឋにᅇఆೄに৳り࿸い໗

けてい֌たい（スライド㕸）。

福島ఆ॔ଢ଼֭ᅇఆೄメンタル؍ルス֭ௗ：
և֥֌֞人y֣֭֩֋り֭大โ֔־׈֊調査׈֊֒֒
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ဿස ૣኹ

福島県立医科大学 医学ᆪ長
၍医学ᆪ 産科婦人科学講௶ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ႟産婦調査
室長

ဪ日本大ූఆਸֲဪੜ電፛福島༌一ମ子

፛発電所事୆ࡒவの福島県の႟産婦のここ

し、ᆊ安の૴ଲ࠶ら֟の健康ඡ໺をႾ֊׃׌

ᅢጅ֩ケアを࿓੝するこ֧をኬ࿨に、県民׃

健康調査「႟産婦に৘する調査」が行׎れた。

2011～2020（平ถ２３～令和２）年までの

10年間でሀ子健康೚ྂを೥け೘֢た႟婦ዃ

14ቮ人を໴ඉにアンケートを実౮した。2011

（平ถ２３）年ഷ年ဗのषးጴは５㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵ࿨ஸ֊֢たが、֜の後は５０²前後で෮ࡤ

していた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ๺国のഞ生

෾֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２～３７ഃቴተのഞ

生）ጴの年಑෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生໲ഓಋ

ጴの年಑෮ࡤ（スライド３）を人୵၌໺ျ૱֊

らの๺国調査のଅऐ֧੢に࿓ಘするが、֜れ

֝れ 4.4～5.6²、8.1～9.8²֧๺国調査ׇ

りஸጴでは֩֊֢た。また、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣ

ඛ発生ጴ（༳໿）の年಑෮ࡤでは 2.19～

2.85²֧、一般࿨にସ׎れているᆇဗの 2

～3%֧ᄾָてໃइは認׀られ֩֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

つ૓୶のᆇဗ）では、２０１１（平ถ２３）年はஸ

ጴでց֢たが૪年࿨にଲ൛して֌ており、

EPDS（םジンバラ産後օつ病ಛ己ᅴअᅲ）†

にᇥহした෮࿊আ஽で๺国調査֧ᄾॵする֧、

２０２０（令和２）年にはֺֻ๺国֧ᇥ׎り֩い

レ؎ؠまで࿃ऀした（スライド５）。さらに、「ৰ

本調査」にׇ֢てၜられたሀ໲の外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２３）年のこれらວ産ጴ、

࿃ഞ生໲ഓಋഞ生ጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ

発生ጴ֧の৘連は認׀られ֩֊֢た（スライド

６）。๐࿵ต૛໺ࡣඛを認׀た႟婦には、2㖠

Svをྖևる外ᆪᅇ֯くを認׀るものはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの講௶でಛ๹ጺ産෾ਸֲ人୿႟ර中

์෾の๺෾調査を行֢た。֜のଅऐ、ಛ๹ጺ

産ጴは、おׇ֜１０～11%࿘ဗでූఆ後、ၟに

ᇥँをಘさ֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月を

ৰにした解ืӳイ؎ント）では月ᇠに、ഒ断法

（႟ර月をৰにした解ืӳ月）ではූఆ後 1 年

内の人୿႟ර中์ጴがໃइしていた（スラࡒ

イド㕸）。また、人୿႟ර中์ጴには６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟにቚ年５月にໃइし

ていた。ಛ๹ጺ産ጴは、ဪ日本大ූఆの影響

を೥けてい֩いが、ූఆ後の人୿႟ර中์

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ日本大ූఆの֧ץ

みに਍ࢀするໃइでは֩いこ֧が෮໐された。

࿃線量放射線ᅇ֯くに৘して、科学࿨には

「安๺」֧いօ話֟けでは「安心」には૬がら֩

い。「安๺」で֜して「安心」して生ঊで֌る環

境を作り、またᆭᅴᅇ॔に໴ࣤするた׀、૫

໗࿨֩౫援をするの֧၍時に、これらの調査

をྫྷ֗て、科学࿨׼ータを広く೮ཐしていくこ

֧で、福島県で「安๺」に֜して「安心」して産

み育てるこ֧がで֌る環境を࿓੝で֌れ֧֯

ணևている。

1-㕵 ႟ౌᆎに৘֘׊調査ֲ֩׈に福島県ၾ֭ጺౌՔཨ์ጴ֭ᇥँ
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ဪ日本大ූఆਸֲဪੜ電፛福島༌一ମ子

፛発電所事୆ࡒவの福島県の႟産婦のここ

し、ᆊ安の૴ଲ࠶ら֟の健康ඡ໺をႾ֊׃׌

ᅢጅ֩ケアを࿓੝するこ֧をኬ࿨に、県民׃

健康調査「႟産婦に৘する調査」が行׎れた。

2011～2020（平ถ２３～令和２）年までの

10年間でሀ子健康೚ྂを೥け೘֢た႟婦ዃ

14ቮ人を໴ඉにアンケートを実౮した。2011

（平ถ２３）年ഷ年ဗのषးጴは５㕸ӧ２²֧ᄾ

ॵ࿨ஸ֊֢たが、֜の後は５０²前後で෮ࡤ

していた（スライド１・ऀ෨はౄணӱ๺国のഞ生

෾֧ഞ生ጴ）。ວ産（႟ර２２～３７ഃቴተのഞ

生）ጴの年಑෮ࡤ（スライド２）、࿃ഞ生໲ഓಋ

ጴの年಑෮ࡤ（スライド３）を人୵၌໺ျ૱֊

らの๺国調査のଅऐ֧੢に࿓ಘするが、֜れ

֝れ 4.4～5.6²、8.1～9.8²֧๺国調査ׇ

りஸጴでは֩֊֢た。また、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣ

ඛ発生ጴ（༳໿）の年಑෮ࡤでは 2.19～

2.85²֧、一般࿨にସ׎れているᆇဗの 2

～3%֧ᄾָてໃइは認׀られ֩֊֢た（スラ

イド４）。一ሑ、ሀැのؖンタؠ؍ؠス（産後օ

つ૓୶のᆇဗ）では、２０１１（平ถ２３）年はஸ

ጴでց֢たが૪年࿨にଲ൛して֌ており、

EPDS（םジンバラ産後օつ病ಛ己ᅴअᅲ）†

にᇥহした෮࿊আ஽で๺国調査֧ᄾॵする֧、

２０２０（令和２）年にはֺֻ๺国֧ᇥ׎り֩い

レ؎ؠまで࿃ऀした（スライド５）。さらに、「ৰ

本調査」にׇ֢てၜられたሀ໲の外ᆪᅇ֯く

線量֧、2011（平ถ２３）年のこれらວ産ጴ、

࿃ഞ生໲ഓಋഞ生ጴ、๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ

発生ጴ֧の৘連は認׀られ֩֊֢た（スライド

６）。๐࿵ต૛໺ࡣඛを認׀た႟婦には、2㖠

Svをྖևる外ᆪᅇ֯くを認׀るものはい֩

֊֢た（スライド 7）。

पyの講௶でಛ๹ጺ産෾ਸֲ人୿႟ර中

์෾の๺෾調査を行֢た。֜のଅऐ、ಛ๹ጺ

産ጴは、おׇ֜１０～11%࿘ဗでූఆ後、ၟに

ᇥँをಘさ֩֊֢た。一ሑ、横断法（発生月を

ৰにした解ืӳイ؎ント）では月ᇠに、ഒ断法

（႟ර月をৰにした解ืӳ月）ではූఆ後 1 年

内の人୿႟ර中์ጴがໃइしていた（スラࡒ

イド㕸）。また、人୿႟ර中์ጴには６֊月֧１

２֊月の೮ৼがցり、ၟにቚ年５月にໃइし

ていた。ಛ๹ጺ産ጴは、ဪ日本大ූఆの影響

を೥けてい֩いが、ූఆ後の人୿႟ර中์

ጴのໃइは、೮ৼ（ਆ้）ตのໃइのタイؔン

ഓ֢֩たईႷตがցり、ဪ日本大ූఆの֧ץ

みに਍ࢀするໃइでは֩いこ֧が෮໐された。

࿃線量放射線ᅇ֯くに৘して、科学࿨には

「安๺」֧いօ話֟けでは「安心」には૬がら֩

い。「安๺」で֜して「安心」して生ঊで֌る環

境を作り、またᆭᅴᅇ॔に໴ࣤするた׀、૫

໗࿨֩౫援をするの֧၍時に、これらの調査

をྫྷ֗て、科学࿨׼ータを広く೮ཐしていくこ

֧で、福島県で「安๺」に֜して「安心」して産

み育てるこ֧がで֌る環境を࿓੝で֌れ֧֯

ணևている。
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௶ 長 ӱ 志 村 浩 己（福島県立医科大学）

大 平 哲 也（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

ଽ ࣴ ᇌ ᅝ（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

ቋ ࣁ ྞ 子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

ンは、ౄइೄ֊ら事前ቦは当日に೥けたಱኴを௶長が༉ၥし、֜れにးևる૛؜ッシנスט׼

で進׀られた。

Àஙඡ๩֭ၾᆪᅇ֯֎֭ᅴअを大ਂと෯ၗ෯֊֭׈ๅ೘線ፘ֦֟֐ᅴअ֖֥い׊֋、֜׈׋

ᅴअ֖֮֩い֭֊Փ（代ၥ）֭׈֊にඳᆀๅ೘॒ࡒ

（ุ๖）ஙඡ๩の内ᆪᅇ֯く線量†は、ৰ本調査でၜられた行၌਋Ꭹ֧

૱్機シؚؔレーシ؜ン†でၜられた大ਂ中ցるいは෯ၗ෯中の放射ต

ᆾಱႵဗを஽֚׎て解ืするこ֧にׇ֢て線量をᅴअしている。ஙඡ

๩の内ᆪᅇ֯く線量のᅴअのሑ法֧して一番මጘตがஸい֧ணևられ

ているのは、事୆֊らᄾॵ࿨ວい時ৼにஙඡ๩にആูしている放射Ⴗ

に໴してྞไ໐࿊৯を当ててᅴअするሑ法֟が、֜れは 1,000人ዬり

の׼ータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡ๩の放射Ⴗを໐るሑ法֧౶た֠

がం用しているሑ法をᄾॵし、ॗ֬一ཙしている֧いօこ֧が॰認で֌

たた׀、ׇり໣くのആ団に໴して࿪用で֌る֧ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

਋Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシ؜ンにׇるሑ法をం用している。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のもの֧して、ඳᆀ֊らのๅ೘に৘して、ූఆの਍こ֢た時ৼが３

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎは֜れֺ֨֩い時ৼでց֢たこ֧、またඳᆀጺྫྷのฑ଺が行׎れた

こ֧、֜してᅴअの主֩໴ඉが൚ಋでց֢たこ֧、֜して一番大事֩こ֧は、౶た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡ๩をྞไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֬஽֢ているこ֧֊ら、઱ਂのਹႚ

セ׸シ؜ン㕱

「東日቎大ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋学֒֟גと」
ンൢᎩ؜シ׸スカט׼
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大 平 哲 也（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 石 川 徹 夫（福島県立医科大学）

ଽ ࣴ ᇌ ᅝ（福島県立医科大学）

島 袋 充 生（福島県立医科大学）

ቋ ࣁ ྞ 子（福島県立医科大学）

藤 森 敬 也（福島県立医科大学）

ンは、ౄइೄ֊ら事前ቦは当日に೥けたಱኴを௶長が༉ၥし、֜れにးևる૛؜ッシנスט׼

で進׀られた。

Àஙඡ๩֭ၾᆪᅇ֯֎֭ᅴअを大ਂと෯ၗ෯֊֭׈ๅ೘線ፘ֦֟֐ᅴअ֖֥い׊֋、֜׈׋

ᅴअ֖֮֩い֭֊Փ（代ၥ）֭׈֊にඳᆀๅ೘॒ࡒ

（ุ๖）ஙඡ๩の内ᆪᅇ֯く線量†は、ৰ本調査でၜられた行၌਋Ꭹ֧

૱్機シؚؔレーシ؜ン†でၜられた大ਂ中ցるいは෯ၗ෯中の放射ต

ᆾಱႵဗを஽֚׎て解ืするこ֧にׇ֢て線量をᅴअしている。ஙඡ

๩の内ᆪᅇ֯く線量のᅴअのሑ法֧して一番මጘตがஸい֧ணևられ

ているのは、事୆֊らᄾॵ࿨ວい時ৼにஙඡ๩にആูしている放射Ⴗ

に໴してྞไ໐࿊৯を当ててᅴअするሑ法֟が、֜れは 1,000人ዬり

の׼ータし֊֩い。֜のたྞ׀ไஙඡ๩の放射Ⴗを໐るሑ法֧౶た֠

がం用しているሑ法をᄾॵし、ॗ֬一ཙしている֧いօこ֧が॰認で֌

たた׀、ׇり໣くのആ団に໴して࿪用で֌る֧ᄕ断し、ৰ本調査の行၌

਋Ꭹ֧૱్機シؚؔレーシ؜ンにׇるሑ法をం用している。

また、大ਂਸֲ෯ၗ෯ࡒ外のもの֧して、ඳᆀ֊らのๅ೘に৘して、ූఆの਍こ֢た時ৼが３

月֢֟たた׀᎔地ᆾのኾఎは֜れֺ֨֩い時ৼでց֢たこ֧、またඳᆀጺྫྷのฑ଺が行׎れた

こ֧、֜してᅴअの主֩໴ඉが൚ಋでց֢たこ֧、֜して一番大事֩こ֧は、౶た֠のᅴअሑ法֧

一番මጘตがஸいஙඡ๩をྞไ໐࿊したሑ法֧のଅऐがॗ֬஽֢ているこ֧֊ら、઱ਂのਹႚ

セ׸シ؜ン㕱

「東日቎大ූఆ֊ִ׈֎ֽ֖֋学֒֟גと」
ンൢᎩ؜シ׸スカט׼

֧෯ၗ෯ๅ೘֊らの線量でᄕ断している。このこ֧は、༌ూೄの査ၥ†を૪たᎪᇌ֧しても発ᅳし

ており、一࿊の໩当ตがցる֧ணևている。

Àஙඡ๩ଙ査֭൵፯໴൴ଞ੄†֦֮、ၾᆪᅇ֯֎֭線ፘを֭֨よօにइታ֖֥ᅴअ֖֥い׊

֭֊Փ（代ၥ）

（ଽࣴ）൵፯໴൴研究では、事୆後１４日間の෯ၗ෯֊らๅ೘されたも

の֧ਹႚᅇ֯く線量を໑したものを内ᆪᅇ֯く線量の෮࿊ཏ֧して用

いている。また、外ᆪᅇ֯く線量†に৘しては、ৰ本調査でᅴअされた

線量（実୲線量†）にஙඡ๩等अ線量†ᇸ正૒෾ 1.1 をॿけたཏ֧して

్ഞしている。これら、内ᆪᅇ֯く֧外ᆪᅇ֯くを஽֚׎たものを放射

線ᅇ֯く線量֧して、൵፯໴൴研究でౚ用している。

Àภঊ೺ষᅸとᅇ֯֎線ፘ֭৘ᎌに֣い֥、ஸଆ֮࠽෮࿊線ፘ㕲mSv�年ࡒඑ֭ᅇ֯֎֦

ต、年፼調ธ֭ׯ׸ןᄾ†֮ዛ࡝にඑ֋֢֥い׊といօଅऐに໴֖֥、ᅊႍ֩֨によࢬ׊੽֦

調ธ֘׊とዛ࡝௭֋൯ಪ֖֞といօ֒と֟֋、቎ဴに㕲mSv�年ࡒඑ֭ᅇ֯֎とஸଆ࠽と֮

৘૒֖֥い֩い֭֊Փ（代ၥ）

（島༂）ஸଆ࠽をは်֗׀ႜ病、౻ಱࡣඛ൵֩֨の生ঊ೺ষ病が෮࿊線量２mSv�年ࡒඑの

ሑyでໃևるଅऐ֧֢֩ているが、ᅊႍ֜׃れにᄔօਨ࣒ೢࢃ׃のໃइ֩֨をइታする֧、線量

の影響が֩く֩る֧いօのがျ૱࿨֩ଅऐでցる。２mSv�年ࡒඑの地ࡰにいたこ֧でᅊႍを

ዬਕ֩くされ、生ঊ೺ষがᇥ֢׎たこ֧にׇ֢てஸଆ׃࠽ᅆተにᄔօ်ႜ病、౻ಱࡣඛ൵がໃև

た֧解೑している。ျ૱学࿨には生ঊ೺ষ病֧放射線֧の৘連はଣられ֩い֧はいև、科学࿨に

は֜のईႷตはآױでは֩い֧ணև、もօ൛し長いኬでଣていくᅢጅがցる֧౩֢ている。

À東日቎大ූఆଢ଼に֒֒֊׈調査を開ౡ֔֞׋૪ଫ֊׈、ఆ॔前֊׈ಛಓ໲׃౫࣍ཆ໲֋ᅏ

և֥։֎ָ֌֒と֮ց׊֊Փ（代ၥ）

（ቋࣁ）ここ֊ら調査はූఆ後に開ౡしたた׀、ූఆ後１３年間の長ৼ࿨

֩ᅇఆೄの෮ࡤはᇀ֊るが、ූఆ前のここ׌のඡ໺׃生ঊ೺ষ֩֨を

ಛ治໲֩֨で事前にႾ࠶で֌ていれ֯、ः֊ఆ॔が਍֌た時にఆ॔前

後のᄾॵがで֌るし、復興に୶けてのኬᅮཏに֩る֧౩օ。ここ֊ら調

査ではූఆ前については๺国׼ータをౚ֢ているが、ಛ治໲֜れ֝れ

のものがցれ֯൜ፕい。

（大平）ここ֊ら調査はූఆ後にౡま֢た調査のた׀、ූఆ前֧ᄾॵす

るこ֧が௘ႍでցる。֜のた׀、精神࿨નྫをሎևる人た֠がໃևてい

る֧いօଅऐをഞしてはいるが、ූఆ前֊ら֨のくらいໃևた֊については׼ータをಏ֢てい֩

い֧いօのが事実でցる。֜օいօ࡝ታでは、׃はりここ׌の健康を२ಛ治໲が࿊ৼ࿨にႾ࠶し、

ः֊਍こ֢た時には֜の׼ータをঊ用で֌るׇօ֩౗ຎみを作֢ておくこ֧がഓጅ֧֟౩օ。
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À႟ౌᆎַ֭חンצート調査に֣い֥、௻ഷ֭年֮षးጴ֋㕵㕸%֟֋、֭֜ଢ଼֮षးጴ֋

50%をऀष֢֥い׊Փቴषး֭㕵㕰%࿘ဗ֭׼ータ֋ᇀ֊֩׈い֦֭֮๺国平ઍとᄾॵ֖֥

も࡝ታ֋֩い֦֭֮֩い֊Փ֛֩県ၾ֭๺֥֭医ፑ৿৘֊׼׈ータを೭ആ֖֩い֭֊Փ（代ၥ）

（ဿස）この႟産婦調査をౡ׀る時に、調査֟けでは֩く֌֧֠ג౫援もするこ֧がपyに໴して

ይևられたౚ኏֢֟た。病院֩֨を໴ඉ֧する౮็調査をする֧֨օしても႟産婦さגたַ֠の

଼yのケアがで֌֩いた׀、アンケート用౸をვᆑして一人ֱ֧り֊

らषးいた֟֌、౫援をする૛を೘֢た。षးጴは５０%前後֟が、

アンケート調査のषးጴ֧する֧ᄾॵ࿨ஸい֧ᄕ断している。౮็ቚ

の๺෾調査は５０年ֺ֨前֊ら日本産婦人科医科会֧横ᆃ市立大学

֧で行֢ており、ූఆ後、福島県にၟࡣ࿨֩ࡣඛがໃևている֧いօ

ଅऐでは֩֊֢た。また、౶の講௶で行֢たጺ産・中์の׼ータに৘

しては、福島県内の๺ての産婦人科医療౮็に໴し、႟ර෾、ጺ産

෾、中์෾๺てについてषးをࡕጘしているもので、ष೭ጴは

100%でցる。

Àৰ቎調査֦ப֢֥い॒׊ᆪᅇ֯֎線ፘ֭ᅴअ֭໩ဴตに֣い֥ੱևֺ֥֖いՓ（代ၥ）

（ุ๖）ৰ本調査でం用している外ᆪᅇ֯く線量のᅴअの໩当ตについて、ֱ֧つは査ၥ†ᆋ֌

のᎪᇌ֧して発ᅳしているこ֧で、科学࿨に໩当֩もの֧ணևている。もօ一つは、行၌਋Ꭹ֧઱

間線量ጴの実໐ཏをଭにしたؓッ،をഓ֬஽֚׎て外ᆪᅇ֯く線量をᅴअする౶た֠のሑ法֧、

઱間線量ጴの実໐ཏでは֩くဘ඙にྠཧした放射Ⴗの実໐ཏ֊ら઱間線量ጴを૱్にׇ֢て

ਿ׀、֜れ֧行၌਋Ꭹ֧ഓ֬஽֚׎て解ืするUNSCEARのሑ法֧のଅऐがॗ֬一ཙしてい

る。主にこの２つの理ዡ֊ら、ᅴअの໩当ตはցる࿘ဗ༶保されている֧ணևている。

À線ፘとஙඡ๩֋ׯ׸ן֭גᄾ֭ץラフ֮、ࡴଣࢌଢඑ֋りにଣև׊と֒׌、線ፘ୲ऐ৘૒֮

ዛ֩࡝も֦֭֮֩いといօ説ነ֟֋、ࢌଢඑ֋りにଣև֭׊を֨օணև׊֊Փ（代ၥ）

（ଽࣴ）൵፯໴൴研究においては、ஙඡ๩等अ線量を３mSvቴተ、３

mSvࡒඑ１０mSvቴተ、１０mSvࡒඑのӽૌにᇀけている。「࠵ต֩

いし࠵ตਝい」発ଣのオッׯᄾはֺ֧֨גᇥ׎り֩いが、ׇくଣる֧線

量֧ᄾ፯してඑが֢ているのでは֧いօ֓౪࿤֧֟౩օ。඿ഓに検၀

すָ֌でցるた׀、ตᇠ、生まれた年、検査ष、೥診されている検査

ष෾֩֨、ଵ時点で調ธईႷ֩ࢀ子を用いて解ืをしたଅऐ、ျ૱

学࿨にዛ࡝௭は認׀ら֩い֧いօこ֧に֩る。

（౨໠）二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴの地ࡰ௭については調ธし

てい֩いの֊。

（ଽࣴ）二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴ֩֨、໢にも検査のଅऐに影響をይևるࢀ子はいくつ

֊ցるが、ଵ時点では調ธで֌֩いࢀ子֧して೘り֢࠿ている。ஏ֩る検၀をഓ֬てい֌たい֧

ணևている。

À؜׶ル؃ービ؟ମᄇಈ୆ଢ଼、೮ᇩഉ民်֭ႜᅸ֭ᜥ঵ጴ֋ໃև֞といօ׼ータ֋ց׊Փภঊ

೺ষによ׊ᇥँ֦֟֩֐֎、ᅇ֯֎によࢬ׊੽֮ມ࿊֖֥い֩い֭֊Փ（代ၥ）



⿜Ӽԁ⿜⿜ӼԀ⿜

ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

À႟ౌᆎַ֭חンצート調査に֣い֥、௻ഷ֭年֮षးጴ֋㕵㕸%֟֋、֭֜ଢ଼֮षးጴ֋

50%をऀष֢֥い׊Փቴषး֭㕵㕰%࿘ဗ֭׼ータ֋ᇀ֊֩׈い֦֭֮๺国平ઍとᄾॵ֖֥

も࡝ታ֋֩い֦֭֮֩い֊Փ֛֩県ၾ֭๺֥֭医ፑ৿৘֊׼׈ータを೭ആ֖֩い֭֊Փ（代ၥ）

（ဿස）この႟産婦調査をౡ׀る時に、調査֟けでは֩く֌֧֠ג౫援もするこ֧がपyに໴して

ይևられたౚ኏֢֟た。病院֩֨を໴ඉ֧する౮็調査をする֧֨օしても႟産婦さגたַ֠の

଼yのケアがで֌֩いた׀、アンケート用౸をვᆑして一人ֱ֧り֊

らषးいた֟֌、౫援をする૛を೘֢た。षးጴは５０%前後֟が、

アンケート調査のषးጴ֧する֧ᄾॵ࿨ஸい֧ᄕ断している。౮็ቚ

の๺෾調査は５０年ֺ֨前֊ら日本産婦人科医科会֧横ᆃ市立大学

֧で行֢ており、ූఆ後、福島県にၟࡣ࿨֩ࡣඛがໃևている֧いօ

ଅऐでは֩֊֢た。また、౶の講௶で行֢たጺ産・中์の׼ータに৘

しては、福島県内の๺ての産婦人科医療౮็に໴し、႟ර෾、ጺ産

෾、中์෾๺てについてषးをࡕጘしているもので、ष೭ጴは

100%でցる。

Àৰ቎調査֦ப֢֥い॒׊ᆪᅇ֯֎線ፘ֭ᅴअ֭໩ဴตに֣い֥ੱևֺ֥֖いՓ（代ၥ）

（ุ๖）ৰ本調査でం用している外ᆪᅇ֯く線量のᅴअの໩当ตについて、ֱ֧つは査ၥ†ᆋ֌

のᎪᇌ֧して発ᅳしているこ֧で、科学࿨に໩当֩もの֧ணևている。もօ一つは、行၌਋Ꭹ֧઱

間線量ጴの実໐ཏをଭにしたؓッ،をഓ֬஽֚׎て外ᆪᅇ֯く線量をᅴअする౶た֠のሑ法֧、

઱間線量ጴの実໐ཏでは֩くဘ඙にྠཧした放射Ⴗの実໐ཏ֊ら઱間線量ጴを૱్にׇ֢て

ਿ׀、֜れ֧行၌਋Ꭹ֧ഓ֬஽֚׎て解ืするUNSCEARのሑ法֧のଅऐがॗ֬一ཙしてい

る。主にこの２つの理ዡ֊ら、ᅴअの໩当ตはցる࿘ဗ༶保されている֧ணևている。

À線ፘとஙඡ๩֋ׯ׸ן֭גᄾ֭ץラフ֮、ࡴଣࢌଢඑ֋りにଣև׊と֒׌、線ፘ୲ऐ৘૒֮

ዛ֩࡝も֦֭֮֩いといօ説ነ֟֋、ࢌଢඑ֋りにଣև֭׊を֨օணև׊֊Փ（代ၥ）

（ଽࣴ）൵፯໴൴研究においては、ஙඡ๩等अ線量を３mSvቴተ、３

mSvࡒඑ１０mSvቴተ、１０mSvࡒඑのӽૌにᇀけている。「࠵ต֩

いし࠵ตਝい」発ଣのオッׯᄾはֺ֧֨גᇥ׎り֩いが、ׇくଣる֧線

量֧ᄾ፯してඑが֢ているのでは֧いօ֓౪࿤֧֟౩օ。඿ഓに検၀

すָ֌でցるた׀、ตᇠ、生まれた年、検査ष、೥診されている検査

ष෾֩֨、ଵ時点で調ธईႷ֩ࢀ子を用いて解ืをしたଅऐ、ျ૱

学࿨にዛ࡝௭は認׀ら֩い֧いօこ֧に֩る。

（౨໠）二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴの地ࡰ௭については調ธし

てい֩いの֊。

（ଽࣴ）二಑検査೥診ጴ׃఍መ診実౮ጴ֩֨、໢にも検査のଅऐに影響をይևるࢀ子はいくつ

֊ցるが、ଵ時点では調ธで֌֩いࢀ子֧して೘り֢࠿ている。ஏ֩る検၀をഓ֬てい֌たい֧

ணևている。

À؜׶ル؃ービ؟ମᄇಈ୆ଢ଼、೮ᇩഉ民်֭ႜᅸ֭ᜥ঵ጴ֋ໃև֞といօ׼ータ֋ց׊Փภঊ

೺ষによ׊ᇥँ֦֟֩֐֎、ᅇ֯֎によࢬ׊੽֮ມ࿊֖֥い֩い֭֊Փ（代ၥ）

（島༂）ؠ؜׶ノービ؟೮ᇩഉ民の်ႜ病঵ೄのໃइは໣൛৑ళされている。一般࿨に、大֌֩

ಛ๹ఆ॔׃事୆の後には်ႜ病がໃևる事はׇくཐられている。॰֊に෮࿊線量２ �年ࡒ

එのሑyに်ႜ病はໃևているが、ᅊႍの影響を調ธする֧ዛ࡝௭が๺く֩く֩るた׀、ᅊႍの

影響がᅋඛに大֌い֧ணևている。当๹、放射線の影響を๺く無౽している׎けでは֩く、長ৼ

࿨にଣてい֌たい֧౩֢ている。

（大平）ストレスが်ႜ病の発൵に影響するईႷตはௗまでもସ׎れているが、県民健康調査で

も်ႜ病発൵に৘するストレスの影響について調査している֊。

（島༂）်ႜ病では֩いሑを７年間ྩ฿した֧こ׌、ᅊႍにᄔօストレスの影響で်ႜ病がໃևて

おり、ஏに調ָる֧ᅋඛに興ታෆいこ֧に、֜れはཌྷตで਍こり׃

すいこ֧がᇀ֊֢た。֜の理ዡ֧して、൅ตはストレスをশ֗ている

こ֧をጴྞにᅳଵで֌るが、ཌྷตはストレスをশ֗ているこ֧をᅳ

にഞしたがら֙、アンケートにषးした時には֊֩り進֟גඡ໺に

֢֩ている。アンケートַのးևሑのཌྷ൅௭֊らも、ཌྷตで်ႜ病

発൵֧ストレスの৘૒ตがഞ׃すく֢֩ているのでは֩い֊֧ணև

ている。

À֒֒֊׈調査֦ಲ౮֖֥い׊౫࣍をபօ場஽、౫࣍ೄ֭॰ᇱ׃౫࣍ೄַ֭ვፄ֩֨をੱև

֥֎֟֔いՓ（代ၥ）

（ቋࣁ）౫援ೄの॰保については、県内外の๔኷ධのຎදにࡕጘをし

たが、֜れࡒඑに本学৘૒ೄの଼人࿨つ֩がりで໣くの౫援ೄに携׎

֢ていた֟いた。෾年前֏らいにׇօ׃く県外֊らのࣤ援֩く実౮で֌

るׇօに֢֩たのが実ගでցる。౫援ೄַのვፄについて、保健師、心

理士֩֨は໴人౫援の๔኷ऌ֟が、ఆ॔ྞ後はᅇఆೄのᅀᇔ׃ယり

が౫援ೄ໊に୶けられる֧いօこ֧が໣く、๔኷ධ֧して෉ឋに໴ࣤし

֩がらਰ৑࿨にᅴअするこ֧に֊֩りのストレスをশ֗ていた。֜のた

ンを೘֢たり፱まし஽֢たり、ယり؜؀ケーシؚؔר当ഷ֊らୗいに、׀

に໴する໴ࣤの౗ሑを学֟גりした。

（大平）౫援するつもりの౫援ೄ໊が฽׀られるのはᅋඛにつらい໲ଫ֧֟౩օ。ؗ׶؎ーシ؜ン

を保֠໗けるሑ法について教ևてֺしい。

（ቋࣁ）つらいこ֧もፕ֊֢たこ֧もみ֩גで語り஽օのがֱ֧つのሑ法֧֟౩օ。֜れに、ယり֟

けで֩く、電話֟֊らこ֜話֚た、ಛᇀの話を聞いてもらևてׇ֊֢た֧いօশ೅のସጃがؗ׶

؎ーシ؜ンにつ֩がる。

À福島֦֮放射線ᅇ֯֎と๐࿵ৱ૛֩֨と֭৘ᎌ֋֩いといօଅᎪ֋ഞ֞֞׀႟ౌᆎ調査

֮೸ፇ֖֞と理解֖֥い׊Փ֖֊֖、֭֒ଅᎪ֮ցֽりฌ֭ཨにཐ֥׋׈い֩い֛֭֭֮֩֩

֊Փဴಈೄ֦֩い人に࿿և֖ႍ֭֮׊い֭֊Փ（代ၥ）

（ဿස）႟産婦調査では॰֊に๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが日本๺国の一般࿨֩レ؎֧ؠᇥ׎

ら֩いこ֧が॰認で֌たが、֜れにइև、産後のօつ૓୶が๺国֧ᇥ׎ら֩いレ؎ؠまでଲ֢た

こ֧が調査開ౡ֊ら１０年で೸ፇした理ዡでցる。ූఆ後෾年間は福島県内の５֊所に२市ྎ

村の保健師、産婦人科医院・病院の助産師、看護師た֠にആま֢ていた֟֌、֜こで調査ଅऐを
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報告していた。ௗでも年に１ष、ሀ子保健研ೲ会で県内の助産師、保健師た֠に報告している。

๺国౸でも福島県の๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが๺国֧ᇥ׎ら֩いこ֧をःဗ֊報ၗしていた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗされ֩く֢֩た。「๺国֧ᇥ׎ら֩い」֧いօ׼ータ֟֊ら֊、ॉ

さגも興ታが֩く֢֩ているの֊もしれ֩いが、ௗでも学会֩֨で報告する֩֨、ॉさגにཐ֢て

いた֟くဖ፛はしている。

À๺県民を໴ඉにப֢֞ৰ቎調査֭ଅऐ֮、֭֨よօに๺県民にフטー֖֭֞פ׸؅׾֊Փֽ

֞ௗଢ଼、県民֭ภঊに֒׼֭׈׋ータを֨օଅֲ֣֥֐い֎֭֊Փ（代ၥ）

（ุ๖）県民ַの؊טードバッ֧פいօ点では、଼y人に໴する؊טードバッ֧פ、๺県民に໴する

２つցる֧ணևている。଼y人に໴しては෮૱した線量を֜れ֝れにྫྷཐしてい֧פードバッט؊

る。๺県民に໴する؊טードバッ֧פしては、調査ଅऐを「県民健康調査」検၀委員会で報告して

いるし、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事୆後し֯らくの間、新聞にも掲載していた֟いた。県民の

生ঊに֨のׇօにዂ立てるの֊֧いօ点については、ଵఓも、ූఆ時֨こにいた֊等をኴ診ᅲに

਋載していた֟けれ֯、行၌਋Ꭹにৰ֤いて線量෮࿊して֜れ֝れにおཐら֚している。

（౨໠）ৰ本調査を೥けてい֩い֊ら೥けたい֩֨のະཎに໴しては、֨のׇօに໴ࣤしているの

֊。

（ุ๖）ৰ本調査は૫໗中でցり、ኴ診ᅲを送ᆋする֩֨の໴ࣤをしているので、ま֙は֓ະཎ

いた֟֌たい。

Àஙඡ๩ଙ査֦ആ૱֖֥い࠵׊ต֩い֖࠵ตਝい֭൵፯॒ࡒにもዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔׋

い׊൵፯֋ց׊֋、֭֜よօ֩も֭֭֮֨よօに調査にᄗ֥֖ࢭい֎֭֊Փ（代ၥ）

（ଽࣴ）֓౪࿤の֧おり、ஙඡ๩検査で発ଣされるがࡒג外にも、ஙඡ๩が֧ג診断され治療し

ているሑはいる。൵፯໴൴研究の൵፯に৘してはஙඡ๩検査で発ଣされたஙඡ๩がגにइև、

๺国の病院でが֧ג診断されたሑがဎᎩされる「がגဎᎩ」の׼ータも஽֚׎て検၀している。

ଵ時点でで֌ၜる଺りのஙඡ๩がגのሑをཬഞし、֜のࢀऐ৘૒について解ืをしている。

௶ྙ：田ব ፝ነ（福島県立医科大学）

国際৿৘と֭ᎌૢ – 福島֊ੱ֭׈ો

メイՔ׼؋חルՔ؋؄ؤ（国際ମ౤፛৿৘բIAEAգ）

ಱਝࣤး�ಱኴೄgဂব ፝ነ�

ৰ調஬࣏
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報告していた。ௗでも年に１ष、ሀ子保健研ೲ会で県内の助産師、保健師た֠に報告している。

๺国౸でも福島県の๐࿵ৱ૛・๐࿵ࡣඛ発生ጴが๺国֧ᇥ׎ら֩いこ֧をःဗ֊報ၗしていた

֟いたが、֜の後はֺ֧֨ג報ၗされ֩く֢֩た。「๺国֧ᇥ׎ら֩い」֧いօ׼ータ֟֊ら֊、ॉ

さגも興ታが֩く֢֩ているの֊もしれ֩いが、ௗでも学会֩֨で報告する֩֨、ॉさגにཐ֢て

いた֟くဖ፛はしている。

À๺県民を໴ඉにப֢֞ৰ቎調査֭ଅऐ֮、֭֨よօに๺県民にフטー֖֭֞פ׸؅׾֊Փֽ

֞ௗଢ଼、県民֭ภঊに֒׼֭׈׋ータを֨օଅֲ֣֥֐い֎֭֊Փ（代ၥ）

（ุ๖）県民ַの؊טードバッ֧פいօ点では、଼y人に໴する؊טードバッ֧פ、๺県民に໴する

２つցる֧ணևている。଼y人に໴しては෮૱した線量を֜れ֝れにྫྷཐしてい֧פードバッט؊

る。๺県民に໴する؊טードバッ֧פしては、調査ଅऐを「県民健康調査」検၀委員会で報告して

いるし、市ྎ村֧֓の線量ᇀᆑは、事୆後し֯らくの間、新聞にも掲載していた֟いた。県民の

生ঊに֨のׇօにዂ立てるの֊֧いօ点については、ଵఓも、ූఆ時֨こにいた֊等をኴ診ᅲに

਋載していた֟けれ֯、行၌਋Ꭹにৰ֤いて線量෮࿊して֜れ֝れにおཐら֚している。

（౨໠）ৰ本調査を೥けてい֩い֊ら೥けたい֩֨のະཎに໴しては、֨のׇօに໴ࣤしているの

֊。

（ุ๖）ৰ本調査は૫໗中でցり、ኴ診ᅲを送ᆋする֩֨の໴ࣤをしているので、ま֙は֓ະཎ

いた֟֌たい。

Àஙඡ๩ଙ査֦ആ૱֖֥い࠵׊ต֩い֖࠵ตਝい֭൵፯॒ࡒにもዻy֩૪᎓֦ෑཉ֥֔׋

い׊൵፯֋ց׊֋、֭֜よօ֩も֭֭֮֨よօに調査にᄗ֥֖ࢭい֎֭֊Փ（代ၥ）

（ଽࣴ）֓౪࿤の֧おり、ஙඡ๩検査で発ଣされるがࡒג外にも、ஙඡ๩が֧ג診断され治療し

ているሑはいる。൵፯໴൴研究の൵፯に৘してはஙඡ๩検査で発ଣされたஙඡ๩がגにइև、

๺国の病院でが֧ג診断されたሑがဎᎩされる「がגဎᎩ」の׼ータも஽֚׎て検၀している。

ଵ時点でで֌ၜる଺りのஙඡ๩がגのሑをཬഞし、֜のࢀऐ৘૒について解ืをしている。

௶ྙ：田ব ፝ነ（福島県立医科大学）

国際৿৘と֭ᎌૢ – 福島֊ੱ֭׈ો

メイՔ׼؋חルՔ؋؄ؤ（国際ମ౤፛৿৘բIAEAգ）

ಱਝࣤး�ಱኴೄgဂব ፝ነ�

ৰ調஬࣏
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؋؄ؤ・ؠ׼؋ח・יؖ

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ用局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般࿨֩ॗጅを࿿ևる際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօにග報をശ理し、

理解し、؟スפをᅴअするの֊をႾ࠶し、׎֊

り׃すくග報を࿿ևて੢ዛするこ֧がഓጅで

ցる。また、放射線の影響をଖႪする঵ೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

に、੢ྫྷのග報ശ理の౗ሑにৰ֤いて、֨の

ׇօに理解するの֊をཐるこ֧もഓጅでցる。

ց֚׎て、؀ؚؔרケーシ؜ンの୶එには、Ⴘ

を発༥のኜ֊ら໎և、፺長፬（ணևるႸ）、ᔐ

႙፬（শ֗るႸ）、᧐཰፬（本Ⴗ࿨֩Ⴘ）֧い֢

た֩ࡣる໊ኜを認ಡするᅢጅがցる（スライド

１）。

さらに、໢のጅ֧ࢀして、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ࿨地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ語、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐにׇ

֢て֩ࡣる。ؠ؍ス؟テラシーは、医療ַのア

セス֧֜のጦ用、医療࿓੝ೄ֧঵ೄのະୗפ

作用、またセؠ؊ケアにׇ֢て、健康ဗ׃臨床

࿨֩ଅऐに影響をਸֻすた׀、ணፄするᅢጅ

がցる。೥診時におけるგ૤行၌は、医療࿓

੝ೄ֧঵ೄ֧の؀ؚؔרケーシ؜ンに影響を

ይևօる。፯և֯、ᇌँ、঵ೄ֧医師の৘૒׃

ຖሑのต६、ರ病֜のもののၟ྇֩֨、๺て

֜。ンに影響するᇥ෾でցる؜؀ケーシؚؔר

して、؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ンはഩ環でցり、

֜のथ࿘でऌ໖֧֩֨の؀ؚؔרケーシ؜ン֧

調和、֜して؆؟؋ッ؀ؚؔרפケーシ؜ンַ֧

広が֢ていく。し֊しᅋඛにഓጅ֩のは、影響

を೥ける地ࡰ社会֧の৘׎り֧؀ؚؔרケー

シ؜ン、֜して૓ྐ֧ග報発මの内容でցる

（スライド２～４）。

IAEA は、長年に׎たる日本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟トをྫྷ֗て、放射線פלジآ

線ؗ؀タ؟ンץ、֜して技術๔኷ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ࿨に୪ጺで֌る؀ؚؔרケ

ーシ؜ン୶එに೘りຎגで֌た。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪもまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協፛し、放射線・健康・社会に৘する教育・

研究،آジפלトを長年に׎た֢て実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊における੢၍トレー؀ンؤ׃ץーפシ؜ッ،

を開催して֌た。この協፛৘૒は、֜の後の

トをྫྷ֗てさらに४大さפלジآ،ーのףؠ؎

れ、ࣨೱの๔኷ऌがइ׎り、ഉ民׃঵ೄの放

射線に৘するଖႪに໴ശし、大ጲをࣁևて協

፛৘૒を੫ँした。国際࿨֩ネットؤー֧פ،

トについてはスライドを֓ጥいた֟֌פלジآ

たい（スライド５～７）。

STS トにおけるפלジآ، IAEA ֧の国際

協፛のॗጅは、ମ発事୆໴ࣤにおける日本

ਸֲ国際保健؀ؚؔרテטのဖ፛をᄗࢭした

ものでցり、၍時に、学֟ג教ોを生֊し、थ

ੌのถऐをูみഓ֬たものでցる。間も֩く

スタートする新た֩STS،آジפלトでも、福

島でのዓれた೘りຎみを૫໗し、社会におけ

る放射線؟ス׃פ、Rays of Hope†イ؀シア

をྫྷして֩֨、医療に৘するኴ༎に೘り؋׶

ຎֿያ࿊でցる（スライド㕸）。

ৰ調஬࣏ 国際৿৘と֭ᎌૢ – 福島֊ੱ֭׈ો
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؋؄ؤ・ؠ׼؋ח・יؖ

国際ମ子፛機৘（IAEA） ମ子፛科学ࣤ用局 ؇ؚ
ーؓンؠ؍スᆪ長

放射線ᅇ֯くの一般࿨֩ॗጅを࿿ևる際

は、地ࡰഉ民֩֨が֨のׇօにග報をശ理し、

理解し、؟スפをᅴअするの֊をႾ࠶し、׎֊

り׃すくග報を࿿ևて੢ዛするこ֧がഓጅで

ցる。また、放射線の影響をଖႪする঵ೄ׃

地ࡰഉ民が、ၤಛの౩ண֧、人間のႸが一般

に、੢ྫྷのග報ശ理の౗ሑにৰ֤いて、֨の

ׇօに理解するの֊をཐるこ֧もഓጅでցる。

ց֚׎て、؀ؚؔרケーシ؜ンの୶එには、Ⴘ

を発༥のኜ֊ら໎և、፺長፬（ணևるႸ）、ᔐ

႙፬（শ֗るႸ）、᧐཰፬（本Ⴗ࿨֩Ⴘ）֧い֢

た֩ࡣる໊ኜを認ಡするᅢጅがցる（スライド

１）。

さらに、໢のጅ֧ࢀして、ؠ؍ス؟テラシー†

がցり、֜のレ؎ؠは、社会૪అ࿨地ࡔ、ᇌ

ँ、ସ語、年፼、民໖、教育、認ಡ、認ཐにׇ

֢て֩ࡣる。ؠ؍ス؟テラシーは、医療ַのア

セス֧֜のጦ用、医療࿓੝ೄ֧঵ೄのະୗפ

作用、またセؠ؊ケアにׇ֢て、健康ဗ׃臨床

࿨֩ଅऐに影響をਸֻすた׀、ணፄするᅢጅ

がցる。೥診時におけるგ૤行၌は、医療࿓

੝ೄ֧঵ೄ֧の؀ؚؔרケーシ؜ンに影響を

ይևօる。፯և֯、ᇌँ、঵ೄ֧医師の৘૒׃

ຖሑのต६、ರ病֜のもののၟ྇֩֨、๺て

֜。ンに影響するᇥ෾でցる؜؀ケーシؚؔר

して、؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ンはഩ環でցり、

֜のथ࿘でऌ໖֧֩֨の؀ؚؔרケーシ؜ン֧

調和、֜して؆؟؋ッ؀ؚؔרפケーシ؜ンַ֧

広が֢ていく。し֊しᅋඛにഓጅ֩のは、影響

を೥ける地ࡰ社会֧の৘׎り֧؀ؚؔרケー

シ؜ン、֜して૓ྐ֧ග報発මの内容でցる

（スライド２～４）。

IAEA は、長年に׎たる日本֧のዻy֩،

ᅴअ、放射פス؟トをྫྷ֗て、放射線פלジآ

線ؗ؀タ؟ンץ、֜して技術๔኷ऌ、医師、一

般市民がׇり୲ऐ࿨に୪ጺで֌る؀ؚؔרケ

ーシ؜ン୶එに೘りຎגで֌た。

IAEA ؇ؚーؓンؠ؍スᆪもまた、Ғ広島

大学、ғ福島県立医科大学、Ҕ長崎大学֩֨

֧協፛し、放射線・健康・社会に৘する教育・

研究،آジפלトを長年に׎た֢て実౮し、科

学・技術・社会研究（STS）ؚע؟נラムの開

発׃国際会議、STS、医学ᆾ理学・放射線໐

࿊における੢၍トレー؀ンؤ׃ץーפシ؜ッ،

を開催して֌た。この協፛৘૒は、֜の後の

トをྫྷ֗てさらに४大さפלジآ،ーのףؠ؎

れ、ࣨೱの๔኷ऌがइ׎り、ഉ民׃঵ೄの放

射線に৘するଖႪに໴ശし、大ጲをࣁևて協

፛৘૒を੫ँした。国際࿨֩ネットؤー֧פ،

トについてはスライドを֓ጥいた֟֌פלジآ

たい（スライド５～７）。

STS トにおけるפלジآ، IAEA ֧の国際

協፛のॗጅは、ମ発事୆໴ࣤにおける日本

ਸֲ国際保健؀ؚؔרテטのဖ፛をᄗࢭした

ものでցり、၍時に、学֟ג教ોを生֊し、थ

ੌのถऐをูみഓ֬たものでցる。間も֩く

スタートする新た֩STS،آジפלトでも、福

島でのዓれた೘りຎみを૫໗し、社会におけ

る放射線؟ス׃פ、Rays of Hope†イ؀シア

をྫྷして֩֨、医療に৘するኴ༎に೘り؋׶

ຎֿያ࿊でցる（スライド㕸）。

ৰ調஬࣏ 国際৿৘と֭ᎌૢ – 福島֊ੱ֭׈ો

https://mi-psych.com.au/your-brains-3-emotion-regulation-systems/
https://quarterjack.tumblr.com/post/138626982205/triunebrain-humanbrain-brain-reptiles-mammals

Adapted from Paasche-Orlow and Wolf (2007)

Source: Adapted from Ong, L. M., De Haes, J. C., Hoos, A. M., & Lammes, F. B. (1995). Doctor-patient communication: a review of the literature. Social science & medicine, 40(7), 903-918.

WHO Risk Communication Training: http://www.who.int/risk-communication/training/module-b/en/index1.html
P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. Houghton Mifflin. pp.620-623. 
http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

Image: P. Sandman et al (1994). Risk Communication. Encyclopaedia of the Environment. 
Houghton Mifflin. pp.620-623. http://www.psandman.com/articles/riskcomm.htm

o

o






Adapted after: Radiation Risk Communication in Fukushima from an STS Perspective Gregory Clancey, National University 
of Singapore, 2019
https://www.healthcareitnews.com/news/5-point-communication-strategy-help-reduce-clinicians-cognitive-load

CM and TM 2020:
+ Brazil, Egypt, Ukraine

TM November 2021:
+ Norway, Russia, Kazakhstan, 
Philippines

CM June 2022
+ Belgium (3 SCK CEN and 4 
Academic)

https://www.iaea.org/sites/default/files/19/10/milestones-document-2019.pdf

•
•
•
•

スライ׾㕱 スライ׾㕲

スライ3׾ スライ4׾

スライ5׾ スライ6׾

スライ7׾ スライ8׾

放射線医学県民健康管理センターホームページに๺֥֭スライ׾を掲載֖֥いֽ֘
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ౄइೄ֊ら事前または当日೥けᆋけたಱኴをも֧に、田巻倫明教೨֧ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

博士֧の間でಱਝࣤးを行֢た。

（田ব）ア؋؄ؤ・ؠ׼؋๐生の講演では、؀ؚؔרケーシ؜ンのৰ本࿨֧֩こ׌֊ら、঵ೄさ׃ג

地ࡰ社会֧の؀ؚؔרケーシ؜ンの౗ຎみ׃ମ໋֩֨にも඲れていた֟いた。また、 のગ

਼事໺ַのᅏև֧໴ࣤに৘するঊ၌׃、ମ発事୆ࡒவの福島県立医科大学֧の連携について

も֓ൾऴいた֟いた。

À県民健康調査׃健康ؗ؀タ؟ン့ץに։い֥、஬࣏い֞֟い֞঵ೄと医౧、ց׊い֮医౧

とདࡰഉ民と֭צ؀ؚؔרーシ؜ン֭౗ሑを֭֨よօにࣤ用֦֌׊と։ணև֊Փ

）科学・技術・社会研究׃ンのሑ法Ꭺ؜؀ケーシؚؔר本日お話した（؋؄ؤルՔ׼؋ח） ）の

֊を、֨のׇօに県民健康調査֩֨にଅֲつけるのפ؀ッפラムで学ֵこ֧ので֌るテؚע؟נ

はᅋඛにഓጅでցる。ዻy֩調査研究׃२೟実໺調査にׇ֢てၜられた׼ータは、֜れらが理

解され֩けれ֯ःの࡝ታもಏた֩い。؀ؚؔרケーシ؜ンはᇌँ׃ସ語、人生૪ଫ֜׃の人が

མ֊れているგ૤にׇ֢て解೑が֢֩ࡣてくるた׀、人፬に֧֢てඛにഓጅ֩ኴ༎でցる。一般

࿨に地ࡰഉ民֜׃の໢౫援団໲֧のつ֩がりが໣い医師は、֜こでःが਍֌ているの֊を࿨

॰にႾ࠶・理解するこ֧が঵ೄ׃地ࡰഉ民をתポートするඑでᅋඛにഓጅでցる。もし技術ೄ

、でցれ֯、֜こでྫྷ用する๔኷用語を話すこ֧で໑りるが、፯և֯ט؀テؚؔר科学ೄ֟けの׃

一般の学஑׃ዲབྷࣆの๐生がः֊をཐりたが֢ている඘஽には、֜の඘の๺員が理解で֌る

༳語をౚօ֩֨、ׇりፕい؀ؚؔרケーシ؜ンを೘ら֩い଺り、֢֚֊くの׼ータ׃ග報もະ೚に

ၫ֊֙理解され֩いईႷตがցる。ະ೚のସ֢ているこ֧を࿨॰に理解するた׀には、おୗい

に֨のׇօ֩؀ؚؔרケーシ؜ンを೘る֊が৘૒している。この地੃එで人֧して生֌る中で、理

解で֌֩֊֢たり、୥解されたりするこ֧は、ௗ日この඘にいる๺てのሑyにも૪ଫがցる֧౩

օ。֜の点で のؚע؟נラムには、֩ࡣるணևሑר׃ンセ،トをዩ஽さ֚て੢ዛするた׀の

テ؀פッפが৞まれているので、ฏᅋౄணにしてግしい。

（田ব）გ૤׃ཐಡレ؎ؠ、๔኷ཐಡの࡫いがց֢ても、理解ईႷ֩၍֗「ସጃ」で話すこ֧がഓ

ጅでցるこ֧をഠָていた֟いた。

ಱਝࣤး



⿜ӽӽ⿜⿜ӽӼ⿜

ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

ౄइೄ֊ら事前または当日೥けᆋけたಱኴをも֧に、田巻倫明教೨֧ؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋

博士֧の間でಱਝࣤးを行֢た。

（田ব）ア؋؄ؤ・ؠ׼؋๐生の講演では、؀ؚؔרケーシ؜ンのৰ本࿨֧֩こ׌֊ら、঵ೄさ׃ג

地ࡰ社会֧の؀ؚؔרケーシ؜ンの౗ຎみ׃ମ໋֩֨にも඲れていた֟いた。また、 のગ

਼事໺ַのᅏև֧໴ࣤに৘するঊ၌׃、ମ発事୆ࡒவの福島県立医科大学֧の連携について

も֓ൾऴいた֟いた。

À県民健康調査׃健康ؗ؀タ؟ン့ץに։い֥、஬࣏い֞֟い֞঵ೄと医౧、ց׊い֮医౧

とདࡰഉ民と֭צ؀ؚؔרーシ؜ン֭౗ሑを֭֨よօにࣤ用֦֌׊と։ணև֊Փ

）科学・技術・社会研究׃ンのሑ法Ꭺ؜؀ケーシؚؔר本日お話した（؋؄ؤルՔ׼؋ח） ）の

֊を、֨のׇօに県民健康調査֩֨にଅֲつけるのפ؀ッפラムで学ֵこ֧ので֌るテؚע؟נ

はᅋඛにഓጅでցる。ዻy֩調査研究׃२೟実໺調査にׇ֢てၜられた׼ータは、֜れらが理

解され֩けれ֯ःの࡝ታもಏた֩い。؀ؚؔרケーシ؜ンはᇌँ׃ସ語、人生૪ଫ֜׃の人が

མ֊れているგ૤にׇ֢て解೑が֢֩ࡣてくるた׀、人፬に֧֢てඛにഓጅ֩ኴ༎でցる。一般

࿨に地ࡰഉ民֜׃の໢౫援団໲֧のつ֩がりが໣い医師は、֜こでःが਍֌ているの֊を࿨

॰にႾ࠶・理解するこ֧が঵ೄ׃地ࡰഉ民をתポートするඑでᅋඛにഓጅでցる。もし技術ೄ

、でցれ֯、֜こでྫྷ用する๔኷用語を話すこ֧で໑りるが、፯և֯ט؀テؚؔר科学ೄ֟けの׃

一般の学஑׃ዲབྷࣆの๐生がः֊をཐりたが֢ている඘஽には、֜の඘の๺員が理解で֌る

༳語をౚօ֩֨、ׇりፕい؀ؚؔרケーシ؜ンを೘ら֩い଺り、֢֚֊くの׼ータ׃ග報もະ೚に

ၫ֊֙理解され֩いईႷตがցる。ະ೚のସ֢ているこ֧を࿨॰に理解するた׀には、おୗい

に֨のׇօ֩؀ؚؔרケーシ؜ンを೘る֊が৘૒している。この地੃එで人֧して生֌る中で、理

解で֌֩֊֢たり、୥解されたりするこ֧は、ௗ日この඘にいる๺てのሑyにも૪ଫがցる֧౩

օ。֜の点で のؚע؟נラムには、֩ࡣるணևሑר׃ンセ،トをዩ஽さ֚て੢ዛするた׀の

テ؀פッפが৞まれているので、ฏᅋౄணにしてግしい。

（田ব）გ૤׃ཐಡレ؎ؠ、๔኷ཐಡの࡫いがց֢ても、理解ईႷ֩၍֗「ସጃ」で話すこ֧がഓ

ጅでցるこ֧をഠָていた֟いた。

ಱਝࣤး
À๖ၾ໠֭「㕱年৖֭放射線ᅇ֯֎線ፘ֋㕱 ス؟といօ׊੽֋਍֒ࢬ࠵එ֦健康ַ֭ࡒ

๹と֖֥ஸ֎、㕲㕰㕱㕴（平ถ㕲㕶）年ࡕ֮†Ⴁཐפス؟調査」に֣い֥、放射線֭׊Ⴁಡに৘֘פ

と㕲㕰㕱㕷（平ถ㕲㕹）年とֺ֦֮と֨גᇥँ֖֥い֩いՓ֭֨よօにآ،חー֒׊֘׶と֦ू๷

֦֌׊とணև׊֊i （代ၥ）

ータを੢ዛするこ֧はഓጅ֟が、֜れ֟けで֩く、፯և֯国際線に一׼ඈ఍（؋؄ؤルՔ׼؋ח）

ဗඔる֧֨のくらいᅇ֯くする֊׃、ၟ࿊の地ࡰのಛ๹放射線֧ಛᇀのഉגでいる地ࡰの֜れ

֧をᄾॵする֩֨、ිのषりにցるこ֧でᇀ֊り׃すく説明したり࿿ևたりするこ֧もഓጅでցる。

ら人がആまりঊ၌している。थੌのౄइೄ֊ࡰトでは、ฌै२国のさま֕ま֩地פלジآ،

には、ଭyಛ๹放射線がஸいこ֧でཐられるインドのցる地ሑഞිೄもいたが、ᄸらは、֛֩ಛ

ᇀのഉגでいる地ࡰの線量がஸいの֊、֜れはःを࡝ታするの֊を理解していた。また、ಛ己

໐࿊もഓጅでցる。福島のൊ๟作業֩֨が֜の፯で、ಛිで໐࿊するこ֧は、ௗ、֜の地が֨օ

い֢たඡੳ֩の֊をႾ࠶し、ಛ己ଂ࿊するこ֧がで֌る。֜してആま֢た׼ータを֨のׇօに解೑

するָ֌֊֧いօड༎はஏにഓጅ֩もの֧֩る。

À放射線๔኷ऌに໴֘׊මጘに֣い֥、ビキ؀ৄ൸、ஃ島Քྙఞַ֭ମჴဨऀ֩֨、ࡴᄤ市民

֋๔኷ऌַ֭ᆊමをൣい֞ಈଉ֮໣いՓ ֭ධ֮ࡿ放射線֭๔኷ऌ֟と౩օ֋、֭֒よ

օ֩国民֭ᆊමに֨օ໴ശ֭֘׊֊i（代ၥ）

、でのषးに֩るが、放射線の๔኷ऌ֧一般市民֧の৘૒はࡗ౶にସևるᄧ（؋؄ؤルՔ׼؋ח）

医師֧঵ೄのະୗ৘૒にׇくಉている。ଵఓでは、医師֧঵ೄは໴等のະ೚֧してഋᇀに議Ꭺ

するׇօに֩り、֜れにׇり঵ೄಛිで治療ሑ෕をଂ࿊するこ֧がで֌るׇօに֢֩た。ึのׇօ

に、๔኷ऌが঵ೄにග報を࿓੝して֜れで೸׎り֧いօのは、൛֩く֧も１ฌਈも前の話しでցる。

大ᄖの঵ೄは治療を೥けるに当た֢てዻy֩ග報を調ָるこ֧がで֌るが、֜のಛዡには฽႞

がᄔօ。インターネットをऴしてග報を༷す඘஽、୥֢たග報にᎱ׎され֩いׇօ、֜のග報ଳの

ම用ตをඛに॰認するᅢጅがցる。また、おୗいが協፛するこ֧（؆ート׿ーシッ،）のഓጅตを

ሬれては֩ら֩い。༱もが๺てのፚࡰの๔኷ऌに֩れる׎けでは֩く、፯և֯ഩ環৯の๔኷医

が放射線治療を理解している֧は଺ら֩い。福島県立医科大学֜׃の໢の大学では、放射線に

৘する教育時間をໃ׃しౡ׀、放射線の理解を້進するׇօ֩ဖ፛をしている。༱もが၍ׇ֗օ

にၟᇠ֩トレー؀ンץを೥けられる׎けでは֩いた׀、๔኷ऌ֧ᅋ๔኷ऌ֧いօᎲに೬׎れ֩い

こ֧がഓጅ֧֟ணևる。๔኷ऌ֧はいևֱ֧りの଼人でցり、֜れ

֝れの๔኷ᇀኾ׃ཐಡレ؎ؠ、გ૤がցる֧いօこ֧をႪ၈にམ

くこ֧で、おୗいを理解するこ֧に૬がるは֙でցる。

（田ব）ମ発事୆後の福島県立医科大学֧ の連携協፛৘

૒は、ᅋඛにዛ益֩ものでցり、ௗ後放射線に৘する؟スؚؔרפ

؀ケーシ؜ンঊ၌に大いにዂ立つもの֧ணևている。
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ၾ౅ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ日本大ූఆ発ఆ෾֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治໲ධ員ׇり福島大学にઌ務してい

たဎཇೄのも֧に「ጜ֠ཧ֌の֩いዲಋがໃ

ևている」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子֨もに

ःが਍֌ているの֊、実໺を解明するた׀の

調査֧౫援を開ౡした。֜の後１０年ࡒඑにဍ

り、पyは当ड़ಛ治໲の協፛をၜて、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲを用いた健診を೥けたැ子

๺てを໴ඉにした調査を૫໗している（スライ

ド１）。

ኴ診ᅲ׼ータをᇀืした֧こ׌、ූఆྞ後

֊ら෾年後に健診を೥診した、つまり႙ዲಋ

ৼにූఆを૪ଫした１ఄᄖ・３ఄᄖのዲಋの

ആ団では、ූఆࡒ前に健診を೥診したූఆを

૪ଫしてい֩い၍地ࡰのዲಋのആ団֧ᄾॵ

して、໣၌֩֨のၟตをಏつ子֨もがໃևて

いるこ֧がᇀ֊֢た。ූఆ෾年後には、໣၌

֩֨のআ஽はූఆࡒ前の෯മに኱りつつց֢

たが、ᅊႍ౪ಘが解ൊされ਀৔ࡤ׃ഉ֩֨の

၌がঊ発ँするにᄔい、௺ֲ、子֨ものആࡤ

団の中でጜ֠ཧ֌の֩さが৑ళされるׇօに

֢֩た（スライド２～４）。

֜こで、पyは、子֨もた֠の૪時࿨֩ᇥ

ँを調ָるこ֧がᅢጅ֧ணև、 （平ถ

）年ׇり൚学２年生・５年生の保護ೄを໴

ඉにしたアンケート調査をౡ׀た。֝れ֝れ

の学年について３年間ᇀの׼ータをᇀืした

ଅऐ、ූఆ当時は႙ಋもしくはቴഞ生֢֟た

൚学２年生の中で౫援؀ーׯのஸい子֨も

は、すでに３ఄᄖ健診時に֊גしׂくがցる֩

֨のၟตが౪࿤されていたこ֧がᇀ֊֢た。

また、アンケート実౮時点における保護ೄの

๺໲࿨健康শの࿃さ֧、子֨ものഞ生後、長

ৼ間に׎たるᅊႍ生ঊも影響しているこ֧が

ᇀ֊֢た。൚学５年生で౫援؀ーׯのஸい子

֨もは、３ఄᄖ健診時֧アンケート実౮時のፊ

時点において、ሀැが೮׃ࡗ夫のתポートが

ᆊ໑している֧শ֗ており、長ৼ間に׎たり、

ሀැが೮ࡗ֊らתポートをၜられてい֩い֧

認ಡしていた（スライド５ӣ６）。

これらの調査ଅऐ֊ら、൚学生時に౫援؀

ーׯのஸいැ子は、ዲಋৼ֊ら֜のཽ୭がց

り、֜のཽ୭に౫援ೄがਂᆋ֌ວৼにऴႚす

るこ֧でැ子のඡ໺のू๷につ֩がるईႷต

がցる。さらに、౫援؀ーׯのஸいැ子はఆ

॔֩֨の大֌֩ഞ጖事が発生した際には生ঊ

௺ଔが長ৼँする֧い֢たड༎をಏ֠׃すい

こ֧もᇀ֊֢た。調査໴ඉ地ࡰでは、תポート

ಃଳが଺られているた׀、൛֩いתポートಃ

ଳを౫援؀ーׯのஸいැ子に॰実にၫける

た׀の໲ฑを構ཝするᅢጅがցる。本研究の

଺ै点は、႙ዲಋ健診の׼ータ֧学ၔৼの׼

ータをᅩ֤けてྩ฿で֌る事፯が൛֩֊֢た

こ֧でցる。ௗ後は、౫援のた׀の୲ጴ࿨֩

ータཡูがᅢጅでցり、当ड़ಛ治໲֧連携׼

し౫援にዂ立つ調査研究を૫໗していく（ス

ライド７）。

㕲 㕱 福島֭౤֨もַ֭֞֠඾理࿨ࢬ੽と֭֜חצ：
ഒཉ調査֊־׈և֥֌֞֒と
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ၾ౅ ဎਈᆍ

福島学院大学 副学長

၍福祉学ᆪ福祉心理学科 教೨

ဪ日本大ූఆ発ఆ෾֊月後、福島県࣎য়

ᆪのಛ治໲ධ員ׇり福島大学にઌ務してい

たဎཇೄのも֧に「ጜ֠ཧ֌の֩いዲಋがໃ

ևている」֧のະཎがցり、ᆃྫྷりの子֨もに

ःが਍֌ているの֊、実໺を解明するた׀の

調査֧౫援を開ౡした。֜の後１０年ࡒඑにဍ

り、पyは当ड़ಛ治໲の協፛をၜて、႙ዲಋ

健康診査ኴ診ᅲを用いた健診を೥けたැ子

๺てを໴ඉにした調査を૫໗している（スライ

ド１）。

ኴ診ᅲ׼ータをᇀืした֧こ׌、ූఆྞ後

֊ら෾年後に健診を೥診した、つまり႙ዲಋ

ৼにූఆを૪ଫした１ఄᄖ・３ఄᄖのዲಋの

ആ団では、ූఆࡒ前に健診を೥診したූఆを

૪ଫしてい֩い၍地ࡰのዲಋのആ団֧ᄾॵ

して、໣၌֩֨のၟตをಏつ子֨もがໃևて

いるこ֧がᇀ֊֢た。ූఆ෾年後には、໣၌

֩֨のআ஽はූఆࡒ前の෯മに኱りつつց֢

たが、ᅊႍ౪ಘが解ൊされ਀৔ࡤ׃ഉ֩֨の

၌がঊ発ँするにᄔい、௺ֲ、子֨ものആࡤ

団の中でጜ֠ཧ֌の֩さが৑ళされるׇօに

֢֩た（スライド２～４）。

֜こで、पyは、子֨もた֠の૪時࿨֩ᇥ

ँを調ָるこ֧がᅢጅ֧ணև、 （平ถ

）年ׇり൚学２年生・５年生の保護ೄを໴

ඉにしたアンケート調査をౡ׀た。֝れ֝れ

の学年について３年間ᇀの׼ータをᇀืした

ଅऐ、ූఆ当時は႙ಋもしくはቴഞ生֢֟た

൚学２年生の中で౫援؀ーׯのஸい子֨も

は、すでに３ఄᄖ健診時に֊גしׂくがցる֩

֨のၟตが౪࿤されていたこ֧がᇀ֊֢た。

また、アンケート実౮時点における保護ೄの

๺໲࿨健康শの࿃さ֧、子֨ものഞ生後、長

ৼ間に׎たるᅊႍ生ঊも影響しているこ֧が

ᇀ֊֢た。൚学５年生で౫援؀ーׯのஸい子

֨もは、３ఄᄖ健診時֧アンケート実౮時のፊ

時点において、ሀැが೮׃ࡗ夫のתポートが

ᆊ໑している֧শ֗ており、長ৼ間に׎たり、

ሀැが೮ࡗ֊らתポートをၜられてい֩い֧

認ಡしていた（スライド５ӣ６）。

これらの調査ଅऐ֊ら、൚学生時に౫援؀

ーׯのஸいැ子は、ዲಋৼ֊ら֜のཽ୭がց

り、֜のཽ୭に౫援ೄがਂᆋ֌ວৼにऴႚす

るこ֧でැ子のඡ໺のू๷につ֩がるईႷต

がցる。さらに、౫援؀ーׯのஸいැ子はఆ

॔֩֨の大֌֩ഞ጖事が発生した際には生ঊ

௺ଔが長ৼँする֧い֢たड༎をಏ֠׃すい

こ֧もᇀ֊֢た。調査໴ඉ地ࡰでは、תポート

ಃଳが଺られているた׀、൛֩いתポートಃ

ଳを౫援؀ーׯのஸいැ子に॰実にၫける

た׀の໲ฑを構ཝするᅢጅがցる。本研究の

଺ै点は、႙ዲಋ健診の׼ータ֧学ၔৼの׼

ータをᅩ֤けてྩ฿で֌る事፯が൛֩֊֢た

こ֧でցる。ௗ後は、౫援のた׀の୲ጴ࿨֩

ータཡูがᅢጅでցり、当ड़ಛ治໲֧連携׼

し౫援にዂ立つ調査研究を૫໗していく（ス

ライド７）。

㕲 㕱 福島֭౤֨もַ֭֞֠඾理࿨ࢬ੽と֭֜חצ：
ഒཉ調査֊־׈և֥֌֞֒と ֪׀֮֗

Ⴉ⿤

ׁ֒֨ ᇱ୦ೄषး

・ි໲֧֒֒׌のᄇ༥

・日ඛภঊのಛጵ

・ጊৄࡱ੩

ᇱ୦ೄ
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・ගഽ・ப၌
・ვፄ׃౫࣍のᅢጅ
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スؠ؍ؠ״بؖ・
・ภঊ ᅊႍඡੳ֩֨

ጜ֠ཧ֌֋֩い

ᇱ୦ೄषး：֒֨も֭ப၌ （㕱ఄᄖ健ෑ）
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一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事 ଍
事務局長

ဪ日本大ූఆਸֲମ子፛ఆ॔にׇり、ௗ֩

お、ዃ２ቮ人の県民が県外ַᅊႍしている。

ふくしま連携復興センターでは、福島県֊

ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」を

೥༛し、๺国２６֊所においてᅊႍ๐の民間

団໲֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ໴ࣤにցた

֢て֌た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎ໴ࣤの໢、୪ጺ会の開催֩֨を

行֢て֌た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援੐点を༶֢ている団໲の໣

くは一般のNPO֩֨の౫援団໲֟が、๔኷

ऌでցる、公認心理師協会׃社会福祉士会、

精神保健福祉士が༶֢ている֧こ׌もցる。

事業開ౡ当ഷは、ഉ༔॰保に৘するະཎ

ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援పに৘するග報をਿ׃

؍ؠるもの֩֨が໣֊֢た。֜の後、ؖンタ׀

れるሑ֊らの׎スのኴ༎をሎևている֧౩ؠ

ະཎ׃生ঊ௘੅のະཎ֩֨生ঊ๺般に৘す

るະཎがໃևて֌た（スライド３～５）。

౫援పの೸ፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֩֨にᄔ֢て౫援؀ーׯもᇥँしている。ま

た、時間の૪थ֧֧もに、ᅊႍೄがሎևるड

༎はᅊႍዡ጖のड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

して֌ているこ֧が׎֊֢た。֜のგ૤には、

ᅊႍにׇる地؀ؚؔרࡰテט֊らのୁ立֧いօ

ड༎がໜఓしているもの֧ணևられる（スライ

ド６）。

地؀ؚؔרࡰテט֊らୁ立しているᅊႍೄ

は、ෆ௅֩ඡੳにց֢ても೮ࡗの発ଣがཛれ

たり、ಛらฤをඑ֑にくい֧いօඡੳがցる。

ஏに、ஸ፼ೄؖ׃ンタؠ؍ؠスにኴ༎がցる

඘஽、ಛらᅢጅ֩ග報をၜるこ֧がႍしく、ಛ

ිの፛֟けでは生ঊを௺ଔするこ֧が௘ႍに

֢֩てくる。

こօしたඡੳをふまև、ᅊႍೄが਀৔、ցる

いは࿊ഉい֙れを๰༖するにׇ֚、֜の地ࡰ

の生ঊೄ֧して、౫援していくこ֧がഓጅでց

り、地ࡰの社会ಃଳ֧連携していくこ֧が一

ພᅢጅ֧֢֩て֌ている。৻に、社会が地ࡰ

の੢၍໲機Ⴗにׇり೥け౱׀て֌ていたもの

が、社会のᇥँに֧も֩い、ዻy֩౫援؀ー

。してᅳれて֌ている֧ׯ

地ࡰの੢၍໲の機Ⴗに༉׎るもの֧して、

国では、ഓພ࿨౫援໲ฑธᅏ事業†׃ఆ॔ケ

ースؓネジؖント†֩֨横断࿨֩Ꮂຎみの֩֊

で౫援していくた׀の໲ฑを作׌օ֧してい

る。広ࡰᅊႍೄの౫援に際しても֜れ֝れの

地ࡰにおいて、平時֊らし֢֊り֧連携してい

くこ֧がഓጅでցるこ֧֊ら、こօした၌֌が

ౄண֧֩る。

ௗषのႷဎᄖ島地ූにおいても広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙጖、ႊॆトラ؊地ූ׃

ೣဒྞऀ地ූ֩֨੎大ఆ॔の発生もያ໐さ

れている。ဪ日本大ූఆでၜられた教ો֩֨

をዻy֩機会に発ම、੢ዛしていくこ֧がഓ

ጅ֩こ֧֧いևる（スライド７ӣ㕸）。

2-2 東日቎大ූఆਸֲମ౤፛ఆ॔によ׊ஃࡰᅊႍೄַ֭౫࣍に
֣い֥
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ᇦᇓ ൹໋

一般社団法人 ふくしま連携復興センター 理事 ଍
事務局長

ဪ日本大ූఆਸֲମ子፛ఆ॔にׇり、ௗ֩

お、ዃ２ቮ人の県民が県外ַᅊႍしている。

ふくしま連携復興センターでは、福島県֊

ら「県外ᅊႍೄַのະཎ・୪ጺ౫援事業」を

೥༛し、๺国２６֊所においてᅊႍ๐の民間

団໲֧連携し、ᅊႍೄ֊らのະཎ໴ࣤにցた

֢て֌た。၍事業は 2016（平ถ２㕸）年ဗ֊ら

ౡまり、ະཎ໴ࣤの໢、୪ጺ会の開催֩֨を

行֢て֌た（スライド１ӣ２）。

生ঊ௺ଔ౫援੐点を༶֢ている団໲の໣

くは一般のNPO֩֨の౫援団໲֟が、๔኷

ऌでցる、公認心理師協会׃社会福祉士会、

精神保健福祉士が༶֢ている֧こ׌もցる。

事業開ౡ当ഷは、ഉ༔॰保に৘するະཎ

ऌྡྷᇸ助֩֨の౫援పに৘するග報をਿ׃

؍ؠるもの֩֨が໣֊֢た。֜の後、ؖンタ׀

れるሑ֊らの׎スのኴ༎をሎևている֧౩ؠ

ະཎ׃生ঊ௘੅のະཎ֩֨生ঊ๺般に৘す

るະཎがໃևて֌た（スライド３～５）。

౫援పの೸ፇ׃ᅊႍೄの生ঊඡੳのᇥँ

֩֨にᄔ֢て౫援؀ーׯもᇥँしている。ま

た、時間の૪थ֧֧もに、ᅊႍೄがሎևるड

༎はᅊႍዡ጖のड༎֊ら生ঊड༎ַ֧ᇥँ

して֌ているこ֧が׎֊֢た。֜のგ૤には、

ᅊႍにׇる地؀ؚؔרࡰテט֊らのୁ立֧いօ

ड༎がໜఓしているもの֧ணևられる（スライ

ド６）。

地؀ؚؔרࡰテט֊らୁ立しているᅊႍೄ

は、ෆ௅֩ඡੳにց֢ても೮ࡗの発ଣがཛれ

たり、ಛらฤをඑ֑にくい֧いօඡੳがցる。

ஏに、ஸ፼ೄؖ׃ンタؠ؍ؠスにኴ༎がցる

඘஽、ಛらᅢጅ֩ග報をၜるこ֧がႍしく、ಛ

ිの፛֟けでは生ঊを௺ଔするこ֧が௘ႍに

֢֩てくる。

こօしたඡੳをふまև、ᅊႍೄが਀৔、ցる

いは࿊ഉい֙れを๰༖するにׇ֚、֜の地ࡰ

の生ঊೄ֧して、౫援していくこ֧がഓጅでց

り、地ࡰの社会ಃଳ֧連携していくこ֧が一

ພᅢጅ֧֢֩て֌ている。৻に、社会が地ࡰ

の੢၍໲機Ⴗにׇり೥け౱׀て֌ていたもの

が、社会のᇥँに֧も֩い、ዻy֩౫援؀ー

。してᅳれて֌ている֧ׯ

地ࡰの੢၍໲の機Ⴗに༉׎るもの֧して、

国では、ഓພ࿨౫援໲ฑธᅏ事業†׃ఆ॔ケ

ースؓネジؖント†֩֨横断࿨֩Ꮂຎみの֩֊

で౫援していくた׀の໲ฑを作׌օ֧してい

る。広ࡰᅊႍೄの౫援に際しても֜れ֝れの

地ࡰにおいて、平時֊らし֢֊り֧連携してい

くこ֧がഓጅでցるこ֧֊ら、こօした၌֌が

ౄண֧֩る。

ௗषのႷဎᄖ島地ූにおいても広ࡰᅊႍ

のඡੳが生֗、また、൙጖、ႊॆトラ؊地ූ׃

ೣဒྞऀ地ූ֩֨੎大ఆ॔の発生もያ໐さ

れている。ဪ日本大ූఆでၜられた教ો֩֨

をዻy֩機会に発ම、੢ዛしていくこ֧がഓ

ጅ֩こ֧֧いևる（スライド７ӣ㕸）。

2-2 東日቎大ූఆਸֲମ౤፛ఆ॔によ׊ஃࡰᅊႍೄַ֭౫࣍に
֣い֥
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ဂব ፝ነ

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ
௶ン学講؜ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ؀ケؚؔרפス؟
ーシ؜ン室長

福島県「県民健康調査」は、調査֧౫援の

二つの཮でถり立֢ている。本発ᅳでは、福

島県「県民健康調査」をྫྷ֗て、放射線医学

県民健康管理センターが行֢ている؟スרפ

ؚؔ؀ケーシ؜ン֧౫援ঊ၌をൾऴする（スラ

イド１）。

健康診査では、健診ଅऐのま֧׃׀健康ໃ

進のた׀の؟ー؊レットをଅऐ֧੢に२଼人

にვᆑし、๺໲のଅऐ׃市ྎ村ቚのᇀืଅ

ऐを報告書にま֧׀、२市ྎ村に࿓੝してい

る。また、市ྎ村のጅሰにࣤ֗て「健康セؔ׿

ー」を開催している（２０１６～２０２２〔平ถ２㕸

～令和４〕年ဗまで૱１７７ष開催）（スライド

２）。

ஙඡ๩検査では、検査໴ඉೄ֧֜の保護

ೄに୶けて௻新のଅऐ׃ਝኴにးևる ´

֩֨をมり௔֟ג「ஙඡ๩ྫྷම」を年２ष発

行し送ᆋしている。また、検査をྫྷ֗て医師、

看護師、臨床心理士֩֨ዻy֩ධ೟にׇる医

学࿨・心理࿨・社会࿨֩תポートを࿓੝してい

る。２０２２（令和４）年ဗ֊らは、೓いฌ༉の

ஙඡ๩がג૪ଫೄを໴ඉにした؉アתポート†

もౡま֢た。֜の໢、ஙඡ๩検査に৘する理

解をෆ׀ていた֟くኬ࿨で、ጅሰにࣤ֗て、

学஑ではഞ前೨業、保護ೄ等୶けにはഞ྅

説明会も開催している（スライド３）。

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষに৘する調査で

は、セؠ؊ケアにዂ立つ৊ଃ֩助ସを଼人ଅ

ऐ֧੢に送ᆋしているが、౫援ৰമにৰ֤֌

౫援がᅢጅ֧ᄕ断されたሑyには電話౫援

で๔኷࿨֩תポートを࿓੝している（年間ዃ

኎）。また、౫援ৰമに֢࣎て、健康に

৘するග報׃医療機৘、ະཎັ୵֩֨をൾऴ

する「ここ׌の健康ဗ֧生ঊ೺ষתポート؋ッ

を送ᆋしている。ஏに本調査では市ྎ村「פ

ቚの調査ଅऐをま֧׀、֜のଅऐにৰ֤いた

๔኷࿨֩助ସを࿓੝している（スライド４ӣ５）。

႟産婦に৘する調査では、「心֧ි໲の健

康תポート؋ッפ（福島県ಋၔऌ࿍ड発行）」

ー؊レットを調査ᅲ֧؟た׀調査ଅऐをま֧׃

੢にვᆑし、षး内容にࣤ֗て๔႞の助産

師・保健師֩֨が電話ؖ׃ーؠでະཎ・౫援

を行֢た。また、市ྎ村׃産婦人科֩֨の৘

૒機৘֧連携し、地ࡰ๺໲での౫援に૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌にঊ֊されている（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１３ࡰ市ྎ村֧の連携を੫׀るた׀に、「１３

市ྎ村連ጛ会」を実౮し、「県民健康調査」の

ᇀืଅऐを੢ዛする֧੢に、२市ྎ村のඡੳ

し、ዛ୲֩౫援に૬֑るׇօဖ࠶ጅሰをႾ׃

ている。２０１３～２０２２（平ถ２５～令和４）׀

年ဗまで૱３４２ष実౮しており、この連ጛ会

֊ら૫໗࿨֩౫援がで֌るׇօ、センター内

ጅሰ׃大学の໢ᆪാ֧も連携しྩइ౫援׃

ַの໴ࣤに当た֢ている。この連ጛ会֩֨を

ྫྷ֗て、県民健康調査のঊ၌に、１３市ྎ村の

ଵඡ・ጅሰ・࡝ଣをᄗࢭで֌るׇօにௗ後もဖ

፛していく所ໜでցる（スライド７ӣ㕸）。

㕳 県民健康管理センター֭ᅇఆ市町໠に໴֘؟׊ス؀ؚؔרפ
ンと౫࣍ঊ၌؜ーシצ
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ဂব ፝ነ

福島県立医科大学 医学ᆪ 健康؟ス؀ؚؔרפケーシ
௶ン学講؜ 主႞教೨
၍放射線医学県民健康管理センター ؀ケؚؔרפス؟
ーシ؜ン室長

福島県「県民健康調査」は、調査֧౫援の

二つの཮でถり立֢ている。本発ᅳでは、福

島県「県民健康調査」をྫྷ֗て、放射線医学

県民健康管理センターが行֢ている؟スרפ

ؚؔ؀ケーシ؜ン֧౫援ঊ၌をൾऴする（スラ

イド１）。

健康診査では、健診ଅऐのま֧׃׀健康ໃ

進のた׀の؟ー؊レットをଅऐ֧੢に२଼人

にვᆑし、๺໲のଅऐ׃市ྎ村ቚのᇀืଅ

ऐを報告書にま֧׀、२市ྎ村に࿓੝してい

る。また、市ྎ村のጅሰにࣤ֗て「健康セؔ׿

ー」を開催している（２０１６～２０２２〔平ถ２㕸

～令和４〕年ဗまで૱１７７ष開催）（スライド

２）。

ஙඡ๩検査では、検査໴ඉೄ֧֜の保護

ೄに୶けて௻新のଅऐ׃ਝኴにးևる ´

֩֨をมり௔֟ג「ஙඡ๩ྫྷම」を年２ष発

行し送ᆋしている。また、検査をྫྷ֗て医師、

看護師、臨床心理士֩֨ዻy֩ධ೟にׇる医

学࿨・心理࿨・社会࿨֩תポートを࿓੝してい

る。２０２２（令和４）年ဗ֊らは、೓いฌ༉の

ஙඡ๩がג૪ଫೄを໴ඉにした؉アתポート†

もౡま֢た。֜の໢、ஙඡ๩検査に৘する理

解をෆ׀ていた֟くኬ࿨で、ጅሰにࣤ֗て、

学஑ではഞ前೨業、保護ೄ等୶けにはഞ྅

説明会も開催している（スライド３）。

ここ׌の健康ဗ・生ঊ೺ষに৘する調査で

は、セؠ؊ケアにዂ立つ৊ଃ֩助ସを଼人ଅ

ऐ֧੢に送ᆋしているが、౫援ৰമにৰ֤֌

౫援がᅢጅ֧ᄕ断されたሑyには電話౫援

で๔኷࿨֩תポートを࿓੝している（年間ዃ

኎）。また、౫援ৰമに֢࣎て、健康に

৘するග報׃医療機৘、ະཎັ୵֩֨をൾऴ

する「ここ׌の健康ဗ֧生ঊ೺ষתポート؋ッ

を送ᆋしている。ஏに本調査では市ྎ村「פ

ቚの調査ଅऐをま֧׀、֜のଅऐにৰ֤いた

๔኷࿨֩助ସを࿓੝している（スライド４ӣ５）。

႟産婦に৘する調査では、「心֧ි໲の健

康תポート؋ッפ（福島県ಋၔऌ࿍ड発行）」

ー؊レットを調査ᅲ֧؟た׀調査ଅऐをま֧׃

੢にვᆑし、षး内容にࣤ֗て๔႞の助産

師・保健師֩֨が電話ؖ׃ーؠでະཎ・౫援

を行֢た。また、市ྎ村׃産婦人科֩֨の৘

૒機৘֧連携し、地ࡰ๺໲での౫援に૬֑た。

本調査ଅऐは、ଵఓ、ྫྷඛの႟産婦౫援ঊ

၌にঊ֊されている（スライド６）。

放射線医学県民健康管理センターは、ᅊႍ

地１３ࡰ市ྎ村֧の連携を੫׀るた׀に、「１３

市ྎ村連ጛ会」を実౮し、「県民健康調査」の

ᇀืଅऐを੢ዛする֧੢に、२市ྎ村のඡੳ

し、ዛ୲֩౫援に૬֑るׇօဖ࠶ጅሰをႾ׃

ている。２０１３～２０２２（平ถ２５～令和４）׀

年ဗまで૱３４２ष実౮しており、この連ጛ会

֊ら૫໗࿨֩౫援がで֌るׇօ、センター内

ጅሰ׃大学の໢ᆪാ֧も連携しྩइ౫援׃

ַの໴ࣤに当た֢ている。この連ጛ会֩֨を

ྫྷ֗て、県民健康調査のঊ၌に、１３市ྎ村の

ଵඡ・ጅሰ・࡝ଣをᄗࢭで֌るׇօにௗ後もဖ

፛していく所ໜでցる（スライド７ӣ㕸）。

㕳 県民健康管理センター֭ᅇఆ市町໠に໴֘؟׊ス؀ؚؔרפ
ンと౫࣍ঊ၌؜ーシצ

•

•

•
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スライ5׾ スライ6׾

スライ7׾ スライ8׾

放射線医学県民健康管理センターホームページに๺֥֭スライ׾を掲載֖֥いֽ֘
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௶ 長 ӱ 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

෯ 木 理 ૝（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内౅ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

ンは、ౄइೄ֊ら事前または当日に೥けたಱኴを௶長が༉ၥし、֜れにးևる؜ッシנスט׼

૛で進׀られた。

À㕱ఄᄖ֭健ෑ֦֭「֒と֯」と「֊ׂ֖ג֎」に֣い֥、ූఆ前֭׼ータ֮֩い֭֊Փᄇ༥֭ड

༎に৘֘׊෾ཏ֮ූఆ前よりໃև֞といօ理解֦よい֊Փ（代ၥ）

（ၾ౅）健診内容は市ྎ村がଂ׀るものでցり、ௗषの調査地તではූఆ前に実౮してい֩֊֢

たが、たまたまූఆ前に「こ֧֯」֧「֊גしׂく」をஶኬにႚれるこ֧がଂま֢ていたた2011、׀

（平ถ２３）年֊ら׼ータがցる。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊については、ஶኬにׇ֢て֢࡫ていて、

ໃևているものもցるし、一༸ऀが֢たものもցる。こ֧֯のཛれ֩֨はᄾॵ࿨ஸ౱まりしている。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭׈ະཎၾዴに֣い֥、ภঊ௘੅׃ภঊ๺ᄤに৘֘׊ະཎ֋ໃև֥֌֞とい

օ֒と֟֋、֭֨よօ֩解ଂࡎを࿓ಘ֖֥い׊֊Փ（代ၥ）

（ᇦ平）ᅢጅにࣤ֗て社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗをࡎ内したり、地ࡰの؊ードバンפをൾऴ

する֩֨している。ಛ治໲のັ୵׃本人が೥診している医療機৘のケースؤーנーַつ֩֏こ֧

もցる。ᅢጅ֧しているᆾಃ׃ග報にၫく֧こ׌までの౫援をኬ౪している。

セ׸シ؜ン㕲

「学ֲを಑ฌ代に֣֩֏：ִ֎ֽ֖֊׈日቎Քฌैַ」
ンൢᎩ؜シ׸スカט׼
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௶ 長 ӱ 坪 倉 正 治（福島県立医科大学）

෯ 木 理 ૝（福島県立医科大学）

ဎཇೄӱ 内౅ဎਈ夫（福 島 学 院 大 学 ）

ᇦ 平 ൹ ໋（ふくしま連携復興センター）

田 巻 倫 明（福島県立医科大学）

ンは、ౄइೄ֊ら事前または当日に೥けたಱኴを௶長が༉ၥし、֜れにးևる؜ッシנスט׼

૛で進׀られた。

À㕱ఄᄖ֭健ෑ֦֭「֒と֯」と「֊ׂ֖ג֎」に֣い֥、ූఆ前֭׼ータ֮֩い֭֊Փᄇ༥֭ड

༎に৘֘׊෾ཏ֮ූఆ前よりໃև֞といօ理解֦よい֊Փ（代ၥ）

（ၾ౅）健診内容は市ྎ村がଂ׀るものでցり、ௗषの調査地તではූఆ前に実౮してい֩֊֢

たが、たまたまූఆ前に「こ֧֯」֧「֊גしׂく」をஶኬにႚれるこ֧がଂま֢ていたた2011、׀

（平ถ２３）年֊ら׼ータがցる。ූఆ前ׇりໃևた֊֨օ֊については、ஶኬにׇ֢て֢࡫ていて、

ໃևているものもցるし、一༸ऀが֢たものもցる。こ֧֯のཛれ֩֨はᄾॵ࿨ஸ౱まりしている。

Àஃࡰᅊႍೄ֊֭׈ະཎၾዴに֣い֥、ภঊ௘੅׃ภঊ๺ᄤに৘֘׊ະཎ֋ໃև֥֌֞とい

օ֒と֟֋、֭֨よօ֩解ଂࡎを࿓ಘ֖֥い׊֊Փ（代ၥ）

（ᇦ平）ᅢጅにࣤ֗て社会福祉協議会֩֨の༃ᆋฑဗをࡎ内したり、地ࡰの؊ードバンפをൾऴ

する֩֨している。ಛ治໲のັ୵׃本人が೥診している医療機৘のケースؤーנーַつ֩֏こ֧

もցる。ᅢጅ֧しているᆾಃ׃ග報にၫく֧こ׌までの౫援をኬ౪している。

セ׸シ؜ン㕲

「学ֲを಑ฌ代に֣֩֏：ִ֎ֽ֖֊׈日቎Քฌैַ」
ンൢᎩ؜シ׸スカט׼

À㕱㕳市町໠ᎌጛ会֦֮֨֩גಱኴ、ጅሰを೥׊֐֊Փֽ֞、放射ตᆾಱৄ׃੩၌໺、ඳᆀに

৘֘׊ಱኴ֮֩֨ց׊֊Փ（代ၥ）

（田ব）１３市ྎ村連ጛ会では保健師׃保健福祉༶当ධ員֧ኜཎしており、放射ตᆾಱ׃環境၌

໺׃ඳᆀに৘するಱኴは֜れֺ֨ഞてこ֩い。保健師֊らは、放射線に৘するᆊ安はଲりつつ

ց֢て、֜のಱኴは௻ઝ൛֩く֢֩ている֧ସ׎れるこ֧が໣いが、県民健康調査をඈしくཐら

֩いሑ׃新႞の༶当ೄもいるので、ᅢጅ֩ග報࿓੝はࢂ֌໗֌行֢ていくᅢጅがցる。また、１３

市ྎ村֜れ֝れでඡੳが࡫い、ଵ඘ではન᎕している。৻に਀৔しているሑ、਀৔ያ࿊のሑַ

の໴ࣤ֟けでは֩く、਀৔してい֩いሑַのアפセスもし֩けれ֯֩ら֩いこ֧֩֨が大ᇥ֧֟も

聞く。֜のた׀、ଵ඘に実際に行֢て、ଵඡ؀׃ーׯをႾ࠶するこ֧が大事で、֜こで調査の内

容׃ଅऐを正॰に࿿և、౫援に૬がるׇօ֩連ጛ会にしたい֧౩֢ている。

（ྺຘ）౶もःဗ֊ౄइしたが、市ྎ村にׇ֢て؊לーׯが๺๹࡫օ。ວৼにᅊႍ౪ಘを解ൊし

た֧こ֧׌௻ઝ解ൊした֧こ֧׌ではᅢጅ֩ײ؟ースの೟፬が๺く࡫օので、こ֠ら໊が֨こに൳

点を஽֚׎てග報࿓੝する֊が大事֧֟౩օ。

Àᇱ୦ೄ֭๺໲࿨健康শ֭࿃֔֋౤֨もに໴֖֥ᅋඛに੫いࢬ੽をಏ֣といօ֒と֟֋、֜

֭ၾዴとମࢀ、ू๷ప֩֨をੱև֥い֞֟֌֞いՓ（代ၥ）

（ၾ౅）ௗषの調査地ત（福島県ᆃྫྷり）での保護ೄの๺໲࿨֩健康শの࿃さは、保護ೄが「౫

援が໑り֩い֧主৑࿨にশ֗ている」こ֧֧「ᅊႍ生ঊが長ࢂいている」こ֧が੫く৘૒している

こ֧がᇀ֊֢た。၍ׇ֗օ֩調査をූఆの影響の֩い໢地તで行֢たଅऐは、子֨も時༉（３ఄ

ᄖ時）の໣၌֩֨の発༥౪෾֧౫援؀ーׯが保護ೄの๺໲࿨֩健康ဗ֧؟ンפしていたが、ௗष

の調査地તでは࡝外にも֜れֺ֨؟ンפしてい֩֊֢た。これは෮໐ではցるが、ௗषの調査地

તが、ූఆ後に社会構່がᇥ֢׎たり、地ࡰ๺໲にጜ֠ཧ֌が֩֊֢たりしたた֧׀౩׎れる。

（ྺຘ）保護ೄַの౫援について、ભ໲࿨に教ևていた֟ける֊。

（ၾ౅）ූఆ後、႙ಋ健診に஽֚׎て心理士をჃଧしていた。ූఆ後１～２年は放射線に৘する

ᆊ安がᅋඛに੫֊֢たので、֜れを೥け౱׀つつ、正॰֩ග報を࿿ևていこօ֧ဖ׀た。３～４

年֧૪֢てくる֧、子֨ものጜ֠ཧ֌の֩さがະཎ֧してໃևて֌た。ࣁ֢ࢂし֩֨で४大ऌ໖֊

ら७ऌ໖に֢֩たり、ᆙැ֟けがࣙくに行֢ている֩֨ऌ໖構ถ

がᇥ֢׎たこ֧にׇるୁၤশもց֢たので、子֨もの行၌に໴し

ては֩るָくભ໲࿨֩アドバイスをした。当時はྫྷ֢ていた保育

ಋၔ発༥౫援の療育センター֩֨の社会ಃଳが֩く֢֩たこ׃ࣆ

֧もցり、༱にもະཎで֌֙、子֨もをደける඘も֩く֩り、ୁ立

শをෆ׀てᆊ安࿊に֢֩たැ୞さגが໣֊֢たの֊֧֩౩օ。ျ

૱࿨にもᆃྫྷりでは一時࿨にਲ໸がໃևたこ֧がց֢た。

Àஃࡰᅊႍೄとไ֘׊ཨ֦֭ન᎕、ႍ֖い֒と֮ः֊Փ（代ၥ）

（ᇦ平）ූఆࡒவ、ુ本׃中国地ሑのு࢑ఆ॔、Ⴗဎ地ූ֩֨๺国२地でఆ॔が発生しており、

ဪ日本大ූఆ・ମ子፛ఆ॔にׇるᅊႍೄが֛֩֜こにいるの֊が理解されにくく֢֩ている。ମ

子፛ఆ॔にׇるᅊႍೄは、福島県内にഉ民ᅲをམいたままᅊႍしている。ᅊႍ๐でもମ発ၟ፯

法֩֨にׇ֢てฑဗ࿨にはഋᇀ֩໲ฑは೘られているものの、ಛ治໲ັ୵で֜れがഋᇀ理解さ
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れている֊֧いօ֧֜օでも֩い。ಛ治໲֊らଣる֧、֛֩ここにഉגで

いるのにഉ民ᅲが֩いの֊֧いօこ֧に֩る。ᅊႍೄのアイ׼ンテטテט

֧しては、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ցるいは༳֩る転੍では֩いた׀、֜の

ඡੳを一ഽに説明するこ֧もᅢጅに֩る。

（෯ኪ）ಛ治໲のັ୵に行֢たけれ֨もスムーׯ

に話が進ま֙、౫援に೚をභ֚֯֩い֧ಚにす

るこ֧がցる。֜օい֢た඘஽、֨のׇօ֩໴ࣤ

をされているの֊。

（ᇦ平）֜օい֢た඘஽はᅊႍೄに၍行したり、ᅊႍೄを౫援している福

島県のධ員がႚ֢て話を進׀るこ֧もցる。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦、֥֢׃い֥よ֊֢֞と౩֢֞֒とを։ᇍ֊֚い֞֟֌֞いՓ

（代ၥ）

（ᇦ平）ௗの話֧ጮᆶに֩るが、ဪ日本大ූఆでの実฻にׇ֢て、२ಛ治໲֊らමጘで֌るັ୵

֧して認ཐされ、ఆ॔がց֢た֧֌に෉֢๐にฤが֊֊るこ֧もցる。

À౶֮ූఆಐもଵఓも福島市にᇿ֥֖׈い׊Փූఆಐ֮放射線֋大ᇥᆓ֎、ᅊָႍ֘֌֊ኒ

֢֞֋、ಛᇀ֦調ָ֞り๔኷ऌ֭๐ภ֭Ꭽをᇍい֞り֖֥、線ፘ֮健康ࢬ੽֭֩いレ؎ル֦

ցり、ᅢጅࡒඑに放射線を඾ვ֘֒׊と֭ሑ֋ストレスフル֦໲に࠵いとணև、ଵఓに౼ֽ׊

֦ଭਂにᇿ֥֖׈い׊Փࡴሑ、ಛ主ᅊႍを֖֞ዕ人֩֨ቴ֟福島֮৭֩いとணև֥い׊Փ֜օ

い֢֞ணև֋福島ַ֭ᇤଣ֋൯և֩いମ֣֟ࡴ֭ࢀと౩օՓ֨֩גସጃ֊֐を֘׊と֜օい

֢֞ሑy֮ࡊ඾֖֥֎֭׊׋֊Փ（代ၥ）

（田ব）౶は放射線治療医֟が、放射線はᅋඛにႍしいものでցる֧শ֗ている。これまでの日

本の፾ౝ׃福島༌一ମ発事୆をணևる֧、放射線にはネסテ֩؋טイؖージが֨օしてもᆋいて

くる֊ら֟。県民健康調査໴ඉೄַの「಑ฌ༉ࡒவの࡬࿿影響がցる֧౩օ֊」֧いօಱኴに໴

し、ූఆྞ後は「࡬࿿影響がցる」֧းևる人は６আ࿘ဗいたが、ௗは３আをโるくらいまでにू

๷している。し֊し、၍֗ಱኴを一般のሑに聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島では࡬࿿影響

がցる」֧षးするআ஽がஸい。

一ሑ、がג治療の঵ೄさגに໴しても၍ׇ֗օに放射線の副作用֩֨について話すが、঵ೄさ

、の੮ᆓのሑが大֌いので、「放射線のこ֧はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生のこ֧をමጘしている֊ら治療して。」֧ସօ。ମ発事୆での「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ໴でցる。֜օணևる֧、放射線に

໴して人間が֨օᄗࣤする֊は、ཐಡのኴ

༎もցるが、֜れにまつ׎るᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮにःがցるの֊、本当はः

がᆊ安֩の֊をཐるこ֧が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢ている人に、֧
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れている֊֧いօ֧֜օでも֩い。ಛ治໲֊らଣる֧、֛֩ここにഉגで

いるのにഉ民ᅲが֩いの֊֧いօこ֧に֩る。ᅊႍೄのアイ׼ンテטテט

֧しては、ྫྷઌ֧֊ྫྷ学֧֊、ցるいは༳֩る転੍では֩いた׀、֜の

ඡੳを一ഽに説明するこ֧もᅢጅに֩る。

（෯ኪ）ಛ治໲のັ୵に行֢たけれ֨もスムーׯ

に話が進ま֙、౫援に೚をභ֚֯֩い֧ಚにす

るこ֧がցる。֜օい֢た඘஽、֨のׇօ֩໴ࣤ

をされているの֊。

（ᇦ平）֜օい֢た඘஽はᅊႍೄに၍行したり、ᅊႍೄを౫援している福

島県のධ員がႚ֢て話を進׀るこ֧もցる。

Àஃࡰᅊႍೄַ֭౫֭࣍ཨ֦、֥֢׃い֥よ֊֢֞と౩֢֞֒とを։ᇍ֊֚い֞֟֌֞いՓ

（代ၥ）

（ᇦ平）ௗの話֧ጮᆶに֩るが、ဪ日本大ූఆでの実฻にׇ֢て、२ಛ治໲֊らමጘで֌るັ୵

֧して認ཐされ、ఆ॔がց֢た֧֌に෉֢๐にฤが֊֊るこ֧もցる。

À౶֮ූఆಐもଵఓも福島市にᇿ֥֖׈い׊Փූఆಐ֮放射線֋大ᇥᆓ֎、ᅊָႍ֘֌֊ኒ

֢֞֋、ಛᇀ֦調ָ֞り๔኷ऌ֭๐ภ֭Ꭽをᇍい֞り֖֥、線ፘ֮健康ࢬ੽֭֩いレ؎ル֦

ցり、ᅢጅࡒඑに放射線を඾ვ֘֒׊と֭ሑ֋ストレスフル֦໲に࠵いとணև、ଵఓに౼ֽ׊

֦ଭਂにᇿ֥֖׈い׊Փࡴሑ、ಛ主ᅊႍを֖֞ዕ人֩֨ቴ֟福島֮৭֩いとணև֥い׊Փ֜օ

い֢֞ணև֋福島ַ֭ᇤଣ֋൯և֩いମ֣֟ࡴ֭ࢀと౩օՓ֨֩גସጃ֊֐を֘׊と֜օい

֢֞ሑy֮ࡊ඾֖֥֎֭׊׋֊Փ（代ၥ）

（田ব）౶は放射線治療医֟が、放射線はᅋඛにႍしいものでցる֧শ֗ている。これまでの日

本の፾ౝ׃福島༌一ମ発事୆をணևる֧、放射線にはネסテ֩؋טイؖージが֨օしてもᆋいて

くる֊ら֟。県民健康調査໴ඉೄַの「಑ฌ༉ࡒவの࡬࿿影響がցる֧౩օ֊」֧いօಱኴに໴

し、ූఆྞ後は「࡬࿿影響がցる」֧းևる人は６আ࿘ဗいたが、ௗは３আをโるくらいまでにू

๷している。し֊し、၍֗ಱኴを一般のሑに聞く֧、県外ఓഉೄのሑがቴ֟「福島では࡬࿿影響

がցる」֧षးするআ஽がஸい。

一ሑ、がג治療の঵ೄさגに໴しても၍ׇ֗օに放射線の副作用֩֨について話すが、঵ೄさ

、の੮ᆓのሑが大֌いので、「放射線のこ֧はׇくᇀ֊ら֩いがַגは放射線ַの੮ᆓׇりがג

๐生のこ֧をමጘしている֊ら治療して。」֧ସօ。ମ発事୆での「ׇくᇀ֊ら֩い֊らᆓい」֧い

օの֧ᄗ໴でցる。֜օணևる֧、放射線に

໴して人間が֨օᄗࣤする֊は、ཐಡのኴ

༎もցるが、֜れにまつ׎るᆊ安、੮ᆓ、ᆊ

මশ֩の֧֟౩օ。֟֊ら「放射線がᆓい」

֧いօସጃのጮにःがցるの֊、本当はः

がᆊ安֩の֊をཐるこ֧が大事֧֟౩օ。

፯և֯、福島は৭֩い֧౩֢ている人に、֧

օ֧օ֧福島の放射線は大ඒ夫֧֟レؘ׶פーしてもᆊ安は解൯され֩い֧౩օ。ःがᆓいの֊、

ःに௘֢ているの֊を෉ឋに聞いて、こ֠らをමጘしてもらևた時に、௻೸࿨に放射線に໴する

໎ևሑがးև֧してഞてくるの֊֧֩౩օ。実は؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ンでは放射線のこ֧を࿿

ևるこ֧も大事֟が、֜れ֧໴局の֧こ׌に放射線֧は๺く৘૒の֩いමጘ׃安心がց֢て、֜

の中で֨օಛᇀは؀ؚؔרケーシ؜ンする֊をඛにணևている。֟֊らಱኴに໴するးև֧しては、

友人に৳り࿸֢て、ຖሑ୶の؀ؚؔרケーシ؜ンをして、ୗいのමጘ৘૒がで֌た時に、ふ֧放射

線、֜֩גこ֧もց֢た֩、֧֢֩たりするの֊֧֩౩օ。֜れは県民健

康調査にも৘׎る֧こ׌で、福島県民が健康に生֌ていけるた׀にपy

が一生ଖ኏২྅֢ていく中で、௻೸࿨にみ֩さגが放射線の影響֢て

に֩いの֊֢֩て౩ևた֧いօশ֗で解൯していくの֊֧֩౩֢֩ג֜

ている。

（ྺຘ）本当に放射線のこ֧に৘֢׎ている๺ての人がこの１３年間、ः

ဗもःဗもֵ֠当た֢たᇝ֧֟౩օ。科学࿨֩事実は大事֟が、ま֙ୗ

いのමጘがց֢てኬ線が஽֢たඡ໺で֩い֧ະ೚に๺く࿿׎ら֩い。

पyは県民健康調査で科学࿨֩事実をཡูしていくの֧၍時に、මጘ

を്֠೘るこ֧も֧ても大事֧֟ू׀て౩օ。

À県民健康調査֦もSDQ†׃ K㕶†֭֩֨૪ಐ࿨֩ᇥँを調ָ֥い׊Փଵఓ、ӻԀఄࡒඑを໴

ඉに調査֖֥い׊K㕶に֣い֥֮ू๷֖֥い׊も֭֭日቎֭ࡴᄤ人୵平ઍより֮׃׃ஸいඡ

໺にց׊Փ֜׈׋も৞֥׀、֭֒๐֭㕱㕵年、㕲㕰年をணև֞と֌、֨օい֢֞໴ప֋ᅢጅに֩

Փ（ྺຘ）֊׊֎֥֢

（ၾ౅）ௗ日はᆃྫྷりのցるಛ治໲の׼ータをおಘししたが、これをᆃྫྷりの໢ಛ治໲でもౡ׀

ている。၍֗ᆃྫྷりでも地ࡰにׇ֢て֟いֵ復興ַの進ྜྷඡੳは࡫օた׀、地ࡰにࣤ֗た֌׀఍

֊いתポートがᅢጅでցる。਀৔ࡒ外に新た֩ࡤഉが໣い地તもցる。֜こは新ਊࡤഉೄ、਀

৔ೄ、ଭyの੍ഉೄ֧ؠץー،が３つցり、し֊も子֨もの人୵が਼໒にໃևている。実ගは२

ಛ治໲にׇ֢て࡫い、अཏ৑も࡫օので、֜れ֝れのዻ子をׇくଣて、保健師֧֩֨ቹに協議し

֩がらᅢጅ֩こ֧をணևていくこ֧が֧ても大事でցる。֜օいօ࡝ታでは、SDQ֩֨を大֌い

༳ࡔでଣるの֧၍時に、଼人、ऌ໖༳֨֩ࡔの൚さい༳ࡔで౫援をணևていくこ֧がௗ後ᅢጅ֟

֧౩օ。

À׿آרウטルスশ๟൵֭ጺபにᄔい、ᅊႍ֔֞׋ሑ֭౫֭࣍ዻະもᇥँ֖֞と౩օՓポスト

ड༎֩֨を֓ੱಘい֞֟֌֞いՓ（代ၥ）׃ಐ代֭దௗ、ශ֞֩౫֭࣍ሑ୶ต׿آר

（ᇦ平）ະཎೄのड༎を解ଂするた׀には地ࡰの社会ಃଳにつ֑֩るᅢጅがցり、平時֊ら地

の連携を֧るこ֧がᅋඛに大事֧֟ணևている。ఆ॔ケースؓネジؖント֧֊福祉のഓພ࿨֧ࡰ

౫援໲ฑธᅏ事業֧֊、いくつ֊の事業をঊ用し֩がら、֜れ֝れの地ࡰで৩のଣևる৘૒を

作֢ていくこ֧が大事でցる。

（ྺຘ）広ࡰᅊႍೄַの౫援について、ᅢጅに֩る౫援はௗ後ᇥ֢׎ていく֊。

（ᇦ平）時間の૪थにׇ֢てड༎がᇥ׎る。１０年૪て֯人は１０ఄ年を೘る。֜օする֧ऴ護がᅢ

ጅに֩る֩֨い֩ג׌ड༎がഞてくる。時間の૪थにׇ֢てᇥ֢׎ていくड༎に໴し、地֧֓ࡰに

໲ฑを֧֢て行օこ֧がःׇり大事֧֟౩֢ている。
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À県民健康調査֭ኬ࿨֦もց׊県民ַ֭࿪โ֩౫࣍に֣い֥、֭֒๐ः֋ᅢጅに֢֥֩֎׊

֊、։ணևを։ᇍ֊֚い֞֟֌֞いՓ

（田ব）県民健康調査のଅऐにৰ֤いて、ࢂ֌໗֌健康ड༎を௄ᆴしていくこ֧が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँ֧֧もに固࿊ँしてしま֢ている。ၟに࡬࿿影響׃

放射線影響についてのග報࿓੝、֜の中でも႟産婦調査でᇀ֊֢た子֨もた֠には影響が๺く

ഞてい֩い֧いօこ֧を発මし໗けるこ֧がᅢጅに֢֩てくる֧౩օ。

（ᇦ平）๐日、ցる৫業のᇭ੫会で広ࡰᅊႍに৘する話をしたが、ま֟֜֩גにᅊႍೄがいる֧

はཐら֩֊֢た֧いօ話もց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がցる֧いօこ֧をସい໗けるこ֧が大事֟

֧౩֢ている。

（ၾ౅）放射線の影響をネסテ؋טにணևている人はま֟ଅ構いて、臨床でःषも会֢ているօ

֠にׇօ׃くစ᎔されるこ֧もցる。֟֊ら正॰֩ග報を発මし໗けるこ֧は֧ても大事でցる。

֜れ֊ら、֜の地ࡰの౫援ೄが、౫援をᅢጅ֧するැ子を助けるスؠעをිにᆋけていくこ֧が

大事֧֟౩օので、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムを作֢て、ಛᇀた֠で֜れをूፕしていけるׇ

օに֩れ֯いい֧౩֢ている。֜れ֊ら、地ࡰの౫援ೄもዻy֩ストレスをশ֗ている。ᄸらがະ

ཎで֌る໲ฑも作֢てい֌たい֧౩֢ている。
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À県民健康調査֭ኬ࿨֦もց׊県民ַ֭࿪โ֩౫࣍に֣い֥、֭֒๐ः֋ᅢጅに֢֥֩֎׊

֊、։ணևを։ᇍ֊֚い֞֟֌֞いՓ

（田ব）県民健康調査のଅऐにৰ֤いて、ࢂ֌໗֌健康ड༎を௄ᆴしていくこ֧が大事֧֟౩օ。

また、放射線׃福島ַの࠵いイؖージがᆭँ֧֧もに固࿊ँしてしま֢ている。ၟに࡬࿿影響׃

放射線影響についてのග報࿓੝、֜の中でも႟産婦調査でᇀ֊֢た子֨もた֠には影響が๺く

ഞてい֩い֧いօこ֧を発මし໗けるこ֧がᅢጅに֢֩てくる֧౩օ。

（ᇦ平）๐日、ցる৫業のᇭ੫会で広ࡰᅊႍに৘する話をしたが、ま֟֜֩גにᅊႍೄがいる֧

はཐら֩֊֢た֧いօ話もց֢た。広ࡰᅊႍのኴ༎がցる֧いօこ֧をସい໗けるこ֧が大事֟

֧౩֢ている。

（ၾ౅）放射線の影響をネסテ؋טにணևている人はま֟ଅ構いて、臨床でःषも会֢ているօ

֠にׇօ׃くစ᎔されるこ֧もցる。֟֊ら正॰֩ග報を発මし໗けるこ֧は֧ても大事でցる。

֜れ֊ら、֜の地ࡰの౫援ೄが、౫援をᅢጅ֧するැ子を助けるスؠעをිにᆋけていくこ֧が

大事֧֟౩օので、ᄸらがౚい׃すい،ץآラムを作֢て、ಛᇀた֠で֜れをूፕしていけるׇ

օに֩れ֯いい֧౩֢ている。֜れ֊ら、地ࡰの౫援ೄもዻy֩ストレスをশ֗ている。ᄸらがະ

ཎで֌る໲ฑも作֢てい֌たい֧౩֢ている。

ᝧ৖ ൻშ
福島県立医科大学副理事長

ᇘ会に当たり、֓࠯ఴ෇しඑ֑ます。

２０２４年「県民健康調査」国際シンポジウムの開催にցたり、実に໣くのሑy֊らお፛࿸ևを಄り、

ॉさまの֓౫援・֓協፛にׇりまして、無事ここにᇘ会を૸ևるこ֧がで֌ますこ֧、本学を༉ᅳして

୴く୞፵෇しඑ֑ます。

ௗषのシンポジウムでは、国内外の๔኷ऌのሑyにဎཇྚ֌、֜れ֝れのᇀኾに৘しての大ᇥ਌

ഓ֩お話をྚ໻しました。また、֓ౄइのॉさま֊らのಱኴを၃まևたט׼スנッシ؜ンは、「県民健

康調査」׃福島のଵඡについての理解をෆ׀ていた֟く、ዛ࡝ਟ֩機会֧֢֩たのでは֩いでし׆օ

֊。

さて、本日の講演׃၀Ꭺの内容を൛しවりᇪ֢てみたい֧౩います。

セッシ؜ン１では、当センター教員が外ᆪᅇ֯く線量をႾ࠶するৰ本調査、健康ඡ໺をႾ࠶するඈ

఍調査をྫྷ֗てၜられたถऐ等についてඈしく説明しました。

ৰ調講演では、国際ମ子፛機৘（IAEA）のؖイ・ア؋؄ؤ・ؠ׼؋博士ׇり、放射線影響の認ಡ،

ン୶එַの೘ຎみ؜؀ケーシؚؔרפス؟ᅴअのሑ法、๔኷ऌ֧一般市民֧のפス؟セス、放射線آ

等について発ᅳがցりました。

セッシ؜ン２では、ၜられたཐଣ等を֨օঊ֊す֊֧いօ৑点֊ら、ଵఓ೘りຎגでいる研究׃ঊ

၌について、ௗ後の࿶ሰも၃まևて発ᅳ・၀Ꭺし、ஏ֩る県民の健康のࡥಏ・ໃ進につ֑֩る֧֧もに、

国内外でௗ後਍こりၜるዛ事に໴するᅏևについてணևました。

֜の中で、福島学院大学の内౅ဎਈ夫๐生֊らは、႙ዲಋৼにූఆを૪ଫしたആ団において、発

༥の一ᆪ֩֨にड༎がցるこ֧がᄕ明したこ֧֊ら、保護ೄַのアンケート調査を行い、ᅢጅ֧され

る౫援؀ーׯを検၀している֧いօ֓ൾऴがցりました。

一般社団法人ふくしま連携復興センター理事଍事務局長のᇦ平൹໋ዻ֊らは、県外ᅊႍೄַの

ະཎ・୪ጺ౫援事業を行֢ているこ֧、ᅊႍೄのະཎ内容のᇥँを၃まև、ᅊႍೄを२地ࡰでの生

ঊೄ֧して౫援するこ֧の大โさの֓ൾऴがցりました。

また、本学教員ׇり、ᅇఆ市ྎ村に໴する؟ス؀ؚؔרפケーシ؜ン֧౫援ঊ၌のॗጅがൾऴされ

ました。

このׇօに、ᆳ広い౽点֊ら、ಘ௪にᆏֿ議Ꭺが࿶開され、໣くのዛ࡝ਟ֩ਂᆋ֌をၜるこ֧がഞ

጖ましたこ֧は、このඑ֩い৮ֲで֓֕います。

本学֧しましては、これ֊らも、広くฌै֧の連携をෆ׀るこ֧にׇ֢て、福島の復興֧ቴ጖のຕ生

に஭ଝする֧֧もに、県民健康調査をྫྷ֗て県民一人ֱ֧りに৳り࿸い֩がら、ॉさまの健康を౫և

໗けたい֧౩います。

ଅֲ֧֩りますが、ցらた׀て、本シンポジウムに֓ౄइ・֓協፛く֟さいました๺てのሑyに໴し、

心֊らのশ೅֧、本学ַの益yの֓理解・֓協፛をお৪いいたしまして、ᇘ会の࠯ఴ֧さ֚ていた֟

֌ます。ցりが֧օ֓֕いました。

ᇘ会࠯ఴ
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20２４（令和６）年３月２日（ဘ）、JA੢అビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）をؖイン会඘、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）をתテライト会඘֧して、「ဪ日本大ූఆ ふくしまの学ֲを日本・ฌैַ」

をテーؓに、６षኬ֧֩る国際シンポジウムを開催した。ௗषも会඘ౄइ֧オンライン౽ྐの؄イ؟؋ッド

開催֧した。会඘ౄइはဪੜ会඘３０኎、福島会඘１７኎、オンライン౽ྐは１２㕹኎、૱１７６኎がౄइした。

当日は日２ࢷସ語で発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴをも֧にט׼スנッシ؜ンを行֢た。後日、YouTubeで

のオンؓ׼ンドვමにׇり、当日ౄइで֌֩֊֢たሑも౽ྐで֌るׇօにした。

開催֭਋Ꭹ

（ート࣏ೄと֭ಱਝࣤး֭ዻ౤ؗ؟）

ラシ（ᅳኜ）と׶

෇௔ി（ጮኜ）

（၍ಐྫྷዅ؋ースとレシー؅ー）

（福島サテライト会場֭ዻ౤）（ࢭໂՔࣿฤვම৿ఔ֭ዻ౤）
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20２４（令和６）年３月２日（ဘ）、JA੢అビנؠン؊זレンスؐーؠ（ဪੜဒ๑༉田ત）をؖイン会඘、本

学福島ࢾ前ؘעン؆ス（福島市）をתテライト会඘֧して、「ဪ日本大ූఆ ふくしまの学ֲを日本・ฌैַ」

をテーؓに、６षኬ֧֩る国際シンポジウムを開催した。ௗषも会඘ౄइ֧オンライン౽ྐの؄イ؟؋ッド

開催֧した。会඘ౄइはဪੜ会඘３０኎、福島会඘１７኎、オンライン౽ྐは１２㕹኎、૱１７６኎がౄइした。

当日は日２ࢷସ語で発ᅳし、౽ྐೄ֊らのಱኴをも֧にט׼スנッシ؜ンを行֢た。後日、YouTubeで

のオンؓ׼ンドვමにׇり、当日ౄइで֌֩֊֢たሑも౽ྐで֌るׇօにした。

開催֭਋Ꭹ

（ート࣏ೄと֭ಱਝࣤး֭ዻ౤ؗ؟）

ラシ（ᅳኜ）と׶

෇௔ി（ጮኜ）

（၍ಐྫྷዅ؋ースとレシー؅ー）

（福島サテライト会場֭ዻ౤）（ࢭໂՔࣿฤვම৿ఔ֭ዻ౤）

૱１７６኎のౄइೄのօ֠、６㕹኎のሑ֊らアンケートषးの֓協፛をいた֟֌、ऀࡒにആ૱ଅऐをま֧׀まし

た。֓協፛いた֟いたॉዻには心ׇりশ೅෇しඑ֑ます。

षးೄၾዅ（षး෾㕶㕹኎）

主֩ആ૱ଅऐ（षး෾㕶㕹኎）

Àၾዴ֭ᇀ֊り֔֘׃を 5 ཌॎ֊׈๰༖֖֥֎֟֔いՓ

֧ても
ᇀ֊り׃す֊֢た

ᇀ֊り׃す֊֢た ֨֠ら֧もいև֩い ᇀ֊りにく֊֢た
֧てもᇀ֊りにく
֊֢た

１７኎ ３６኎ １４኎ ０኎ ２኎

２５% ５２% ２０% ０% ３%

À๺໲をྫྷ֖֥֭ተ໑ဗを 5 ཌॎ֊׈๰༖֖֥֎֟֔いՓ

大ᇥተ໑ ተ໑ ֨֠ら֧もいև֩い
ցまり

ተ໑してい֩い
๺くተ໑してい֩い

１４኎ ３４኎ １３኎ ３኎ ５኎

２０% ４㕹% １㕹% ５% ７%

À಑षシンポジウムにౄइ֘׈֩׊、֭֨ሑ法を৵ሰֽ֖֘֊Փ

Zoom ౽ྐ 会඘ౄइ ቴषး

３㕹኎ ２㕸኎ ２኎

５６% ４１% ３%

年፼ ੍ഉ地 ධ業

ஶኬ 人෾ আ஽ ஶኬ 人෾ আ஽ ஶኬ 人෾ আ஽

70 ༉ࡒඑ ７ １０% 福島県内 ３４ ４㕹% 保健・医療ഌ事ೄ ２２ ３２%

60 ༉ １㕹 ２㕸% 福島県外 Å1 ６ 㕹% 教員 １４ ２０%

50 ༉ ２５ ３６% 福島県外 Å2 ２㕸 ４１% 行ท৘૒ೄ １３ １㕹%

40 ༉ １０ １５% 日本国外 １ １% 学生 ２ ３%

30 ༉ ６ 㕹%
Å1 ූఆ時は県内、ଵఓは県外におഉ

まいのሑ

Å2 ූఆ時もଵఓも県外におഉまいの

ሑ

ಛࢪ業 ２ ３%

20 ༉ １ １% 会社員 １ １%

10 ༉ऀࡒ １ １% ֜の໢ １５ ２２²

ートଅऐצンח
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ᆋ Ꭹ

ൃସ
Advice

ະཎՔ౫࣍
Consultation
and Support

連携
Cooperation

国ၾ֭৘૒৿৘
Institutions in Japan

৘ᎌ֘׊国際৿৘
International Institutions

「県民健康調査」
ଙ၀࡙ࡿ会

Prefectural Oversight Committee 
for the Fukushima Health 

Management Survey
࡙༛
Commission

Ք健康調査׃ଙ査֭ଅऐを଼y人֋਋ᎩՔᇱ管

Ք放射線に৘֘׊ཐಡ֭ᆗਸ

・Maintaining the health check records of
participants

・Providing information on radiation

フآמー
Follow-up

ະཎՔ౫࣍
Consultation and 

Support

県民健康調査（県民໴ඉ）
Fukushima Health Management Survey( for Fukushima residents)

૫໗֖֥管理
Long-term health management

健康ඡ໺をႾ࠶

Following up the health of the
residents

ஙඡ๩ଙ査
Thyroid Ultrasound Examination

健康ဗՔภঊ೺ষに֭׌֒֒
৘֘׊調査（֒֒֊׈調査）

Mental Health and Lifestyle Survey

健康ෑ査
Comprehensive Health Check

႟ౌᆎに৘֘׊調査
Pregnancy and Birth Survey

ᇱ健福౵ᆪ
Social Health and Welfare Department

Քホールؑט׼カウンター
Whole Body Counter

Ք଼人線ፘ૱
Personal Dosimeter

福島県
Fukushima Prefecture

放射線医学県民健康管理センター
Radiation Medical Science Center

for the Fukushima Health
Management Survey

福島県立医科大学
Fukushima Medical University

ৰ቎調査
Basic Survey

県民健康管理ファイル
Health Management File

ඈ఍調査
Detailed Surveys

Ք県民֭ྙৼに׊֞׎健康管理とಓፑにঊ用
Ք健康管理をと։֖֥ၜ֞׋׈ཐଣを಑ฌ代にঊ用
・Promoting long-term health of residents
・Informing and guiding future generations

線ፘをႾ࠶（ৰຉ׼ータ）

Estimating the radiation dose (Basic data)

ータ؎ース׼
Database System

ᆋᎩҒ 福島県「県民健康調査」֭ॗጅ
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Å቎६ଙ査（ଙ査㕵षኬ）֮ශ૙׿آרウイルスশ๟൵֭শ๟ሻ౱֭֞׀、㕲年৖֊׈㕳年৖に૱बをᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡ๩ଙ査

のօመは「中にࢻ໲がたま֢た袋ඡのもの」で、健康֩ሑにもଣつ֊るこ֧の໣いፕตのものです。

のօመの中はࢻ໲֟けで఍መが֩いた׀、がגに֩るこ֧はցりま֚ג。෾׃大֌さはし֯し֯ᇥ׎り、໣

くのሑがᆷ෾ののօመをಏ֢ています。これまでの検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼに൛֩く、൚学生׃中ஸ生

には໣くଣられるこ֧がᇀ֊֢て֌ています。

ଅ้は「しこり」֧もା֯れ、ஙඡ๩の఍መのቹဗがᇥँしたものです。

ଅ้にはፕต֧࠵ต（がג）がցり、໣くはፕตです。֩お、5.0㖠㖠ऀࡒでも二಑検査を೥けたֺօが

ፕい֧ᄕ断された඘஽は㕻ᄕ࿊֧しています。

ஙඡ๩がגは生क़に׎たり、健康にま֢たく影響し֩い๠ఓがגが໣い病ਂ֧して、ࡒ前֊らཐられて

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛに൚さいものです。֜れらを発ଣして治療するこ֧は঵ೄさגに֧

֢て؟ؖ׼ット֧ணևられていますので、一般࿨に5.0㖠㖠ऀࡒのଅ้は఍መ診等のඈしい検査を行֩׎

いこ֧が෮ൕされています。

֜れに֩らい、県民健康調査のஙඡ๩検査も二಑検査は行５～２、֙׎年後にྖࣿჂ検査（一಑検査）

を行օこ֧にしています。

ଙ査֭໴ඉೄとスצジؚール

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ査区ᇀ ৼ৖ ໴ඉೄ

ଙ査
1षኬ

๐பଙ査
ஙඡ๩֭ඡ໺をႾ࠶

2011（平ถ23）10月⿤
2014（平ถ26）3月

ූఆಐ福島県に։ഉֽい֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992（平ถ4）年4月2日⿤2011（平ถ23）年4月1日ภֽ֭׋ሑ

ଙ査
2षኬ

቎६ଙ査
๐பଙ査とᄾॵ

2014（平ถ26）4月⿤
2016（平ถ28）3月

ଙ査
5षኬ

2020（令和2）4月⿤
2023（令和5）3月

ଙ査
6षኬ

2023（令和5）4月⿤
2025（令和7）3月

1992（平ถ4）年4月2日⿤
2012（平ถ24）年4月1日ภֽ֭׋ሑ
20ఄをྖև2ֽ֦֮׊年֓と、
、வ֮25ఄ、30ఄ֩֨ࡒ25ఄ
5年֓と้֭ኬにଙ査をಲ౮֘׊Փ

結節とは
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Å቎६ଙ査（ଙ査㕵षኬ）֮ශ૙׿آרウイルスশ๟൵֭শ๟ሻ౱֭֞׀、㕲年৖֊׈㕳年৖に૱बをᇥஏ֖֥ಲ౮Փ

ᆋᎩғ ஙඡ๩ଙ査

のօመは「中にࢻ໲がたま֢た袋ඡのもの」で、健康֩ሑにもଣつ֊るこ֧の໣いፕตのものです。

のօመの中はࢻ໲֟けで఍መが֩いた׀、がגに֩るこ֧はցりま֚ג。෾׃大֌さはし֯し֯ᇥ׎り、໣

くのሑがᆷ෾ののօመをಏ֢ています。これまでの検査֊ら、のօመは႙ዲಋৼに൛֩く、൚学生׃中ஸ生

には໣くଣられるこ֧がᇀ֊֢て֌ています。

ଅ้は「しこり」֧もା֯れ、ஙඡ๩の఍መのቹဗがᇥँしたものです。

ଅ้にはፕต֧࠵ต（がג）がցり、໣くはፕตです。֩お、5.0㖠㖠ऀࡒでも二಑検査を೥けたֺօが

ፕい֧ᄕ断された඘஽は㕻ᄕ࿊֧しています。

ஙඡ๩がגは生क़に׎たり、健康にま֢たく影響し֩い๠ఓがגが໣い病ਂ֧して、ࡒ前֊らཐられて

います。ֺ֧֨גは5.0㖠㖠ऀࡒのᅋඛに൚さいものです。֜れらを発ଣして治療するこ֧は঵ೄさגに֧

֢て؟ؖ׼ット֧ணևられていますので、一般࿨に5.0㖠㖠ऀࡒのଅ้は఍መ診等のඈしい検査を行֩׎

いこ֧が෮ൕされています。

֜れに֩らい、県民健康調査のஙඡ๩検査も二಑検査は行５～２、֙׎年後にྖࣿჂ検査（一಑検査）

を行օこ֧にしています。

ଙ査֭໴ඉೄとスצジؚール

「のう胞」と「結節」について

のう胞とは

ଙ査区ᇀ ৼ৖ ໴ඉೄ

ଙ査
1षኬ

๐பଙ査
ஙඡ๩֭ඡ໺をႾ࠶

2011（平ถ23）10月⿤
2014（平ถ26）3月

ූఆಐ福島県に։ഉֽい֦
ց֢֞ሑ֦ऀࡒ18ఄ֬ॗ

1992（平ถ4）年4月2日⿤2011（平ถ23）年4月1日ภֽ֭׋ሑ

ଙ査
2षኬ

቎६ଙ査
๐பଙ査とᄾॵ

2014（平ถ26）4月⿤
2016（平ถ28）3月

ଙ査
5षኬ

2020（令和2）4月⿤
2023（令和5）3月

ଙ査
6षኬ

2023（令和5）4月⿤
2025（令和7）3月

1992（平ถ4）年4月2日⿤
2012（平ถ24）年4月1日ภֽ֭׋ሑ
20ఄをྖև2ֽ֦֮׊年֓と、
、வ֮25ఄ、30ఄ֩֨ࡒ25ఄ
5年֓と้֭ኬにଙ査をಲ౮֘׊Փ

結節とは

ቚ年、ฌैの研究ೄ֊ら、放射線の線ଳ׃影響に৘する研究が໣෾発ᅳされます。

ମ子放射線の影響に৘する国連科学委員会（UNSCEAR）は、ᆳ広い研究ଅऐをህউ࿨にᅴअ

し、国際࿨֩科学רンセンתスをท治࿨に中立の立඘֊らま֧׀、࿊ৼ࿨に報告書の૛でଣ解を

発ᅳしています。

民間ၤ立の国際学術ຎදでցる国際放射線ሻ護委員会（ICRP）は、UNSCEARの報告等をౄ

ணにし֩がら、๔኷ऌの立඘֊ら放射線ሻ護のᎲຎみに৘するফ告を行֢ています。 ICRPのফ

告׃、国際ମ子፛機৘（IAEA）がప࿊した国際࿨֩஽࡝૛ถにׇるৰ本安๺ৰമを၃まև、日本

でも放射線ሻ護に৘する法令׃౪෕等が࿊׀られています。

ᆋᎩҔ 国際৿৘に֣い֥（放射線ሻ୦໲૩）

ഞ࿳ӱ環境省ը放射線にׇる健康影響等に৘するျ一࿨֩ৰຉಃፍթ（令和４年ဗᄟ）ׇり

https://www.env.go.jp/chemi/rhm/r4kisoshiryo/r4kiso-04-01-01.html

国際機関
世界保健機関（WHO）
国際労働機関（ILO）

経済協力開発機構原子力機関
（OECD／NEA）
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印（†）がᆋいている用語の解説 ഷഞの掲載ページവ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ ໢

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線を໲外֊ら೥ける֧֌

のᅇ֯くの大֌さをಘすものでցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾをྫྷ֗て໲内にႚ֢た放射ตᆾಱ֊ら೥けるᅇ

֯くの大֌さをಘす。

２ ஙඡ๩ ӣ ໢

。中にᇀᄿする໅৯ࢻンを作りଆؗؠؐ、ウຍを೘り௔み؝

ྒྷ૛（ྒྷが࢏を広֑たׇօ֩૛）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

つの間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถる。

３

・൵፯໴൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

໴൴研究

ӣ ӣ

໢

൵፯໴൴研究֧は、病ਂをዛする人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

てथੌにおけるჲ᎔໲ଫに࡫いがց֢た֊ᄵ֊を調ָるሑ

法で、ؐרート研究֧は、ჲ᎔を೥けているആ団֧೥けてい

֩いആ団で病ਂの発生ᆇဗに࡫いがցる֊ᄵ֊を調ָる

ሑ法。ؐרート内൵፯໴൴研究֧は、ؐרート研究内で൵፯

໴൴研究を行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ

໢

ցる事ඉの਍こり׃すさをಘすཏ。オッ֧ׯは、ցる事ඉの

਍こる॰ጴを ֧して、 のཏでցり、オッׯᄾ֧は

֜れをૌ間でᄾॵしたもの。

５ ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理࿨ス

トレスを৞ֿःら֊の精神࿨֩ኴ༎（օつ病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פー؀ンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל׶ ൵

ඡをス؟פー؀ンץするた׀のಛ਋ಠಱኴ౸の一つ。

７ ӣ

（子֨も

の੫さ֧௘ႍさᅴअೌဗ）のጸ。子֨もの心理発༥等をᅴ

अする保護ೄ等が਋載するಛ਋ಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨れくらい「がג」をࢂ֌਍こす֊を、๺

ිにおしָ֩て（平ઍ）して૱్した෾ཏ。

㕹
๤
֚ ג

౛
し

ਹࢂ఍መ診

（ ）

཯射৯をᆋけた఍い෕をしこりに౛して఍መをਹࢂし、ၜら

れた఍መの૛໺をପᅑ੼で検査するሑ法。఍መをྞไ検

査で֌るた׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐをၜ׃すい。

１０ ஙඡ๩等अ線量 ӣ ໢

ਹ೭線量が၍֗でも放射線の೟፬にׇり人໲ַの影響の

大֌さがᇥ׎るた׀、放射線の೟፬֧֓に影響の大֌さに

ࣤ֗たഓみ֤けをした線量を等अ線量֧いい、このօ֠ங

ඡ๩が೥けるഓみ֤けをした線量をஙඡ๩等अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐ৘૒を解ืする際、 、 ፊሑに৘連

するᇠのጅࢀがໜఓするこ֧。֜のඡ໺を「୪ጛが生֗てい

る」、୪ጛを生֗さ֚るጅࢀを「୪ጛࢀ子」֧ାֵ。

１２ 機െ 発൵に౼るまでのؖׯ؀נム、౗ຎみのこ֧。

用語ആ
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ӼӺӼӾ年福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム報告書

印（†）がᆋいている用語の解説 ഷഞの掲載ページവ

用 語 掲載ページ 解 説

１
・外ᆪᅇ֯く線量

・内ᆪᅇ֯く線量
ӣ ໢

外ᆪᅇ֯く線量は、環境中の放射線を໲外֊ら೥ける֧֌

のᅇ֯くの大֌さをಘすものでցり、内ᆪᅇ֯く線量はਹ

ႚࢃ׃ඳᆾをྫྷ֗て໲内にႚ֢た放射ตᆾಱ֊ら೥けるᅇ

֯くの大֌さをಘす。

２ ஙඡ๩ ӣ ໢

。中にᇀᄿする໅৯ࢻンを作りଆؗؠؐ、ウຍを೘り௔み؝

ྒྷ૛（ྒྷが࢏を広֑たׇօ֩૛）の「ࢌጃ」֧「௬ጃ」おֲׇ２

つの間の連ଅᆪᇀ「੪ᆪ」֊らถる。

３

・൵፯໴൴研究

ート研究ؐר・

ート内൵፯ؐר・

໴൴研究

ӣ ӣ

໢

൵፯໴൴研究֧は、病ਂをዛする人֧病ਂが֩い人֧ᄾָ

てथੌにおけるჲ᎔໲ଫに࡫いがց֢た֊ᄵ֊を調ָるሑ

法で、ؐרート研究֧は、ჲ᎔を೥けているആ団֧೥けてい

֩いആ団で病ਂの発生ᆇဗに࡫いがցる֊ᄵ֊を調ָる

ሑ法。ؐרート内൵፯໴൴研究֧は、ؐרート研究内で൵፯

໴൴研究を行օሑ法。

４ オッׯᄾ
ӣ ӣ

໢

ցる事ඉの਍こり׃すさをಘすཏ。オッ֧ׯは、ցる事ඉの

਍こる॰ጴを ֧して、 のཏでցり、オッׯᄾ֧は

֜れをૌ間でᄾॵしたもの。

５ ӣ

６ （ケスラー６౪ᅮ）のጸ。心理࿨ス

トレスを৞ֿःら֊の精神࿨֩ኴ༎（օつ病׃ᆊ安ඏ॔֩

֨）のス؟פー؀ンץテスト。

６
（ 。スト）のጸ؟פッל׶ ൵

ඡをス؟פー؀ンץするた׀のಛ਋ಠಱኴ౸の一つ。

７ ӣ

（子֨も

の੫さ֧௘ႍさᅴअೌဗ）のጸ。子֨もの心理発༥等をᅴ

अする保護ೄ等が਋載するಛ਋ಠᅴअᅲ。

㕸 実୲線量 ӣ
ᅇ֯くした放射線が֨れくらい「がג」をࢂ֌਍こす֊を、๺

ිにおしָ֩て（平ઍ）して૱్した෾ཏ。

㕹
๤
֚ ג

౛
し

ਹࢂ఍መ診

（ ）

཯射৯をᆋけた఍い෕をしこりに౛して఍መをਹࢂし、ၜら

れた఍መの૛໺をପᅑ੼で検査するሑ法。఍መをྞไ検

査で֌るた׀、ፕต࠵�ตの正॰֩診断ଅऐをၜ׃すい。

１０ ஙඡ๩等अ線量 ӣ ໢

ਹ೭線量が၍֗でも放射線の೟፬にׇり人໲ַの影響の

大֌さがᇥ׎るた׀、放射線の೟፬֧֓に影響の大֌さに

ࣤ֗たഓみ֤けをした線量を等अ線量֧いい、このօ֠ங

ඡ๩が೥けるഓみ֤けをした線量をஙඡ๩等अ線量֧い

օ。

１１ ୪ጛ

ଵඉ ֧ のࢀऐ৘૒を解ืする際、 、 ፊሑに৘連

するᇠのጅࢀがໜఓするこ֧。֜のඡ໺を「୪ጛが生֗てい

る」、୪ጛを生֗さ֚るጅࢀを「୪ጛࢀ子」֧ାֵ。

１２ 機െ 発൵に౼るまでのؖׯ؀נム、౗ຎみのこ֧。

用語ആ 用 語 掲載ページ 解 説

１３
ᇏໜ൵

（ᇏໜರ঵）

֜の病ਂがᇠの病ਂをྞไࢂ֌਍こす׎けでは֩いが、၍

時に਍֌るこ֧で֊ら֟にׇり影響をይև׃すい病ਂのこ

֧。

１４ アウト؟ー׶
౫援がᅢጅでもցるにも֊֊׎ら֙ၫいてい֩い人に໴

し、ูઇ࿨に။֌֊けてග報・౫援をၫける೚法。

１５

・ ・

・ （アרؠーࡕؠໜ൵ス؟פー؀ン

の೺ষに৘するೢࢃ、テスト）のጸでץ ஶኬのಱኴ֊ら

構ถされる。

１６

ジンバラ産後օם

つ病ಛ己ᅴअᅲ

（ ）

産後օつ病に໴するス؟פー؀ンץ検査でցり、ಛ己਋ႚ

ಠのᅴअᅲ。

１７
૱్機シؚؔレー

シ؜ン

ン؉ؚータをౚ֢た૱్でଵ実のฌैをኟਚするこ֧。本ר

シンポジウムでは、福島༌一ମ発֊ら放ഞされた放射ตᆾ

ಱが大ਂ中を֨のׇօに४ైして人yの໲内に೘り௔まれ

たの֊を෾学࿨֩ؗؠ׼で૱్するこ֧にׇ֢て、事୆ྞ

後の内ᆪᅇ֯くඡੳをኟਚするこ֧をಘす。

１㕸 査ၥ ӣ

学術఺ಁにဨஜされたᎪᇌを、֜のᇀኾを๔኷֧する研究

ೄがၥגで内容の໩当ต֩֨をל׶ッפし、掲載する֊ᄵ

֊のᄕ断ఔፍにするᅴअ׃検ආのこ֧。

１㕹 テラシー؟スؠ؍ 健康ග報をౚօ፛、࿿ևる፛のこ֧。

２０

がג医療における放射線医学のጦ用を້進し、ฌै中でが

セス६௭をച൚するこ֧をኬ࿨֧したפ医療のアג

のイ؀シア؋׶の一つ。ၟに放射線診断・放射線治療の็

ᅏ׃人ఔがᆊ໑している࿃・中所ၜ国を౫援するこ֧に൳

点を当てている。

１ 認ཐפス؟ 。শ֗ሑ׃に໴する主৑࿨֩ணևሑפス؟

２２
ഓພ࿨౫援໲ฑ

ธᅏ事業

市ྎ村において、৻ໜのະཎ౫援׃地֤ࡰくり౫援の೘り

ຎみをঊ֊し、子֨も・ඏ॔・ஸ፼・生ঊ௘੅֧い֢たᇀኾ

ᇠの౫援໲ฑでは໴ࣤし֌れ֩いׇօ֩“地ࡰഉ民のᆷ఺

ँ・ᆷ஽ँした౫援؀ーׯ”に໴ࣤするህউ࿨֩౫援໲ฑ

を構ཝするた׀、「໔ตをኴ֩׎いະཎ౫援」、「ౄइ౫

援」、「地֤ࡰくりに୶けた౫援」を一໲࿨に実౮するもの。

３
ఆ॔ケースؓネ

ジؖント

ᅇఆೄ一人ֱ֧りのᅇఆඡੳ׃生ঊඡੳのड༎等を଼ᇠ

のະཎ等にׇりႾ࠶したඑで、ᅢጅにࣤ֗๔኷࿨֩Ⴗ፛を

もつ৘૒ೄ֧連携し֩がら、当ड़ड༎等の解൯に୶けて૫

໗࿨に౫援するこ֧にׇり、ᅇఆೄのಛ立・生ঊ௺ଔが進ֿ

ׇօにؓネジؖントする೘ຎ。

４ ؉アתポート

؉アはࢷ語の で、ཀྵ間、໴等、၍ეを࡝ታし、תポー

トはࢷ語の で౫援を࡝ታし、၍֗ඡੳにいるཀྵ

間၍士で౫և஽օঊ၌をᅳす。
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ノレット・ケネス

福島県立医科大学 医学ᆪ ዐଆ・ࡤඬኘࢼ学講
௶ 教೨
၍放射線医学県民健康管理センター教೨

ௗषの「県民健康調査」国際シンポジウムは、

2019（平ถ３１）年の༌１ष֊ら෾ևて６षኬ

の開催֧֢֩た。༌１षの開催ࡒ前にも、福島

県立医科大学֧協፛機৘の主催で໣くの国際

会議נ׃ン؊זレンスが開催された。֜れは֩

֛֊i

２０１１（平ถ２３）年のဪ日本大ූఆは大津

Ⴢ֧ମ発事୆をᄔい、国際࿨֩཯ኬを一ිに

ጏֲた。本学は、ᆷ஽ఆ॔にଣᆧ׎れた福島

県民のි໲࿨ਸֲ精神࿨֩健康؀ーׯにଝ

ි࿨に໴ࣤした。また、֜れ֝れに଼人࿨、๔

኷࿨֩つ֩がりをঊ֊してآץーバ֩ؠオー

。ンスに୶けてග報を発මしたםט׼

「ဪ日本大ූఆはさら֩るఆ॔の前඲れ֩

の֟׌օ֊i」ฌै中がᆊ安にশ֗ていた。؀

ؚージーランドは、ဪ日本大ූఆ発ఆのֺגの

３ഃ間前の２０１１（平ถ２３）年２月２２日に大地

ූにଣᆧ׎れෝ大֩ᅇ॔を೥けているし、

2010（平ถ２２）年の؄イ׶地ූは、２２ቮ

7000 人ࡒඑの኏を༧֢た２００４（平ถ１６）年

のスؓトラ島ࣱ地ූ・インドዼ大津Ⴢにᅚ࿦す

るਊኟでց֢た֊ら֟。֜して、福島のମ発事

୆は、１㕹㕸６（൨和６１）年のؠ؜׶ノービ؟ମ発

事୆をມ਍さ֚た。፾ౝはこの２つのഞ጖事を

֨のׇօにᄾॵしᄕ断するの֟׌օ֊i

福島༌一ମ子፛発電所֊ら放ഞされた放

射ตᆾಱはؠ؜׶ノービׇ؟りも૿࡫いに൛֩

֊֢たた׀、外ᆪᅇ֯くをଲらすこ֧がで֌た。

ท府֩֨にׇる෡໒֩෯、ඳፍの੝੉管理に

ׇり内ᆪᅇ֯くをさらにଲらすこ֧もで֌た。֜

れでも、人yは「ᆊ安」にપられた。֜れが֨の

ׇօ֩ମࢀにׇるものでցれ、「ᆊ安」は健康に

。影響をਸֻす࠵

ဪ日本大ූఆ֊ら෾֊月も૪た֩いօ֠に、

福島県「県民健康調査」が発ࡎされ、本学に新

็された放射線医学県民健康管理センターに

おいてࢥ用が開ౡされた。ዻy֩機৘֊ら๔

኷ऌが福島をሞれ、ମ発事୆にׇる放射線に

৘૒する健康ַの影響について調査を行֢た。

調査開ౡࡒ጖、׼ータがആู・ᇀืされ、国

際࿨֩๔኷ऌの؀ؚؔרテטにׇ֢て精査され

て֌たが、福島༌一ମ子፛発電所֊らの放射

線֧公೾ࢸ生එの健康影響֧の間には、ျ૱

࿨にዛࢀ֩ࡡऐ৘૒はଵれてい֩い。この点

に৘しては、िਝ࿨֩ଣሑをする人もいる֊も

しれ֩いが、国際࿨֩רンセンתス（੢ྫྷの認

ಡ）がցるこ֧は明ら֊で、科学࿨֩事実をࢉ

すこ֧はで֌֩い。

一ሑ、ᅇఆೄの生ঊ環境׃生ঊ೺ষのᇥँ

にׇ֢てଵれる公೾ࢸ生එの健康影響は、福

島県「県民健康調査」にׇ֢て૫໗して調査・

報告され、この೘ຎは、൙጖に׎た֢て県民の

健康֧福祉を୶එさ֚るた׀の౪෕֧֢֩て

いる。ௗषの演ೄに福島学院大学副学長の内

౅ဎਈ夫教೨׃、ふくしま連携復興センター理

事଍事務局長のᇦ平൹໋౳֩֨がइ֢׎たこ

֧は、福島の人yに心ිの健康をもたらすた

には、本学のׇօ֩一医療機৘֟けで༥ถ׀

するこ֧はで֌֙、໣くの協፛がᅢጅ֧֟いօ

こ֧をᄗࢭしている。

これらのこ֧に໴する౫ಏೄもिਝᎪೄも

൛֩く֧も１つの点では၍࡝で֌ている。֜れ

は、ᆷ஽ఆ॔にଣᆧ׎れた人y、֜して໢のఆ

॔でᅇఆした人yַの౫援はま֟೸֢׎てい

֩い֧いօこ֧。౶た֠は福島の教ોを日本、

֜してฌै֧ᇀ֊֠஽い、新た֩ኴい֊けַの

းևを༷しਿ֩׀がら、෉ឋに࿿և໗けていく。

ຳ஽司会所শ

મྞでցれ
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